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５．ぼくの名前は山田。気づいたら四天王が好きになっていました。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【ま‐おう　魔ま王おう】




①仏教用語における、欲界の第六天の王。善僧そうの修しゆ行ぎようを妨ぼう害がいする。




②ＲＰＧにおける最終ボス──だったが。

　マンネリ化対策の為ためか、最後の敵＝魔王という傾けい向こうは近年激減し、代だい替たい者として、宇宙を破は壊かいする力そのもの、や、世界を食い尽つくす虚きよ無むの存在──等、よりスケールが大きくわけのわからない一派に、その座を明け渡わたしつつある。




③やや奇きを衒てらった作品にしたい時、ライトノベル作家に、主役に抜ばつ擢てきされやすい存在の意。但ただし近年ではこの露ろ出しゆつ方法も頭打ちを迎むかえており、識者間では、今日も今後の魔王の活いかし方について知ち恵えを絞しぼる作業が続けられている──。





【泥でい舟しゆう社発行、現代用語辞典より抜ばつ粋すい】














この物語は、四し天てん王のうの、四天王による、四天王の為の物語
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　プロローグ







「こういう時の為に、とっといて正解だったな……」

　魔界の最さい奥おう、魔王城六六六階。ぼくの部屋。

　ぼくは簡素なクローゼットの中から、秘蔵の衣服を引っ張り出し、神しん妙みような気持ちでそれに袖そでを通した。

　その服は、以前、ユキの実家へ遊びに行った（拉ら致ちされた）時、無理矢理着せられたかなり高級なしつらえのタキシード。

　結局着たまま帰ってきたんで、あの後返すタイミングもわからずなんとなく保管しておいたのだが、それが功を奏した。

　割と日も経たたないうちに、この服の出番がやってきたのだ。

「まさかこの服が必要になるような状じよう況きようが、こんなに早くやってくるとは……！」

　しかしそれは、嬉うれしい誤算。

　ある種、ぼくの魔界に来て以来の念願が、とうとう叶かなおうとしているのだから。

「まあ、こんなもんか……」

　ぼくは鏡を見ながら、慣れない手つきでネクタイを結び、襟えり元もとを整え、ついでにさっきユキに借りた整せい髪はつ料で髪かみ型がたを整えた。

　前回、ユキの部下がやってくれた時よりは当然若じやつ干かん雑な仕上がりだが……まぁこれはこれで良しとしよう。

　今回は遊びに行くんじゃない。戦いに行くんだから──。

　コンコンッ。その時、扉とびら越ごしに、ノックと、ぼくを呼ぶ声が聞こえた。

「山やま田だ様。ご準備は整いましたでしょうか？　お時間です」

「よし……」

　こうなったらジタバタしても仕方ない。魔界に来て四ヶ月。この四ヶ月で得た経験をすべて出し切るだけだ。

「行こうじゃないか。──魔王様のところへ」

　ぼくは扉をあけて外に出る。

　魔力七のぼくＶＳ六六六万の魔族の頂点に立つ唯ゆい一いつ王、魔王。

　史上最大戦力差……強くてニューゲームの逆、弱くてラスト・バトルとでもいうべき、空前の珍ちんカードが、人知れず魔界の奥で始まろうとしていた。










　第一話　真実と四天王







「魔王様が、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』に謁えつ見けんしたいっておっしゃってんの！　さっさとしろよ、ったく……オレの査定が下がるんだから……」




　四天王選手権終しゆう了りよう直後、魔軍司令官ベラがこの言葉を発してから、約三○分。

　ぼくら魔王軍最高戦力四天王……いや、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』は、ユキの便利な転移魔法で一度魔王城に戻もどり、おのおの服装を謁見用に整えて、それから魔王に謁見することになっていた。

（いよいよ魔王と対たい峙じか……！）

　自室を出て、一つ上のフロア──魔界に来て四ヶ月、一度も足を踏ふみ入れていない六六六階にむかうべく、前をズンガズンガと歩く巨きよ人じんについて、まずはぼくは魔王城を貫つらぬく貫かん通つうエレベーターへ向かう。

　魔王。

　何な故ぜぼくが、こんなに魔王との対峙に、なみなみならぬ闘とう志しを燃やしているのかは、ぼくのここまでの経けい緯いを聞いてもらえばわかってもらえるだろう。

　今まで何度も語ってきたが、これで最後になるかもしれない、最後にもう一度語ろう。

　ぼくの名前は山やま田だ。

　日本の高校に通う、普ふ通つうすぎる名字、普通すぎる身体能力、普通すぎる知性を持つ、何のとりえもない高校生……だった。

　つい四ヶ月前まで。




　四ヶ月前。

　ぼくは、突とつ如じよ現れたスズメにより、

　人類を脅おびやかす凶きよう悪あく魔族から、人間界の平和を守る為、




　①四天王として、魔王軍の『人類抹まつ殺さつ計画』進行を補助、最終段階まで移行させる。

　②すると、魔王が復活する。

　③それをぼくの妹『勇者』に倒たおさせる。

　④魔族全体が消しよう滅めつ。任務完了。人類に永久の平和が訪おとずれる。ぼくも人間界に帰れる。




　……という、恐おそろしく遠回りでめんどくさい任務を押し付けられ、強制的に四天王として働くことになった。

　しかし、最初こそ、半強制的、かなり嫌いや々いや四天王をやっていたぼくだったが。

　人間四ヶ月も一いつ緒しよにいると、たとえ相手が魔族であっても、段々良いところも見えてくる。

　そこでぼくは次し第だいに、自分に課せられた任務に疑問を抱いだき始めた。

　いくら任務とはいえ……

　コイツらを抹殺することが、本当に、ぼくのやるべきことなのだろうか？

　というのも、ぼくが魔界で知り合った魔族達は皆みんな、不ふ真ま面じ目めで、出で鱈たら目めで、いい加減な連中だが……決して凶悪でもなんでもなく、むしろ昨今の凶悪極きわまりない人間達よりよほど素す直なおで無害だったのだ。

　人間界に対しても、たまに〝憎にくき人間どもが〟のようなことくらい口走るが……それもほとんどポーズのようなもので。実際には、魔界全体にフ○ミコンが浸しん透とうしているくらい、人間界に染まっている。

　こんな奴やつらを、本当に滅ほろぼす必要があるのだろうか？




　そんな矢先、ぼくは四天王選手権なるものが開かれ、優勝チームは、本来眠ねむっているハズの魔王に何故か謁見できる可能性があると知る。

　そこでぼくは決断する。

　まずは魔王に話を聞こう。

　スズメは、

〝人類を脅かす凶悪魔族から、人間界の平和を守る為ため〟

　ぼくを四天王として魔界に送り込んだが。

　そもそも、魔王は、本当に人間を脅かす気があるのだろうか？







　そして果たして。

　ぼくらは紙かみ一ひと重え中の紙一重を潜くぐり抜ぬけ……目標通り、四天王選手権で優勝！

　その直後、魔軍司令官ベラを介かいして『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』に魔王からの呼び出しがかかった。

　魔王は相変わらず封ふう印いん状態のままだが。自室なら、自分の精神体を具現化させ存在することが可能なので、それでぼくらに謁見するという。




　というわけで、ぼくは現在、魔王の部屋……【魔王の間】を目指し、廊ろう下かを歩いているのだ。

　アディ達とは、各自自室で準備を済ませた後、魔王の間で落ち合うことになっている。

　巨人と共にエレベーターに入ると、巨人は、エレベーターの行き先ボタンの下に鍵かぎを入れ。その中にあった、普段は露ろ出しゆつしていないボタンを出現させ、そのボタンを押した。

　通常は出入り禁止なのである。

　エレベーターはほどなく一つ上……六六六階に着き。その扉を開けた。




　そこには、魔王の間まで続くごく短い廊下があり。

　その先に、巨大な──高さ一○メートル近くある、真っ黒な観音開きの扉が見える。

　その扉の前には、何か用事があった時、すぐ駆かけつけられるよう待機しているのだろうか──

　長い銀ぎん髪ぱつに、色白の肌はだの、女戦士のような凜り々りしい顔つきの、メイド服を着た女魔族と。

　双ふた子ごのようにその魔族に顔が似ていて、髪の毛だけが金色で違ちがう、同じくメイド服の女魔族。

　魔王専属ということなのか……今まで見たことのない二体のメイド魔族が、門番のように扉の前に立っていた。

「あ、あのう……」

　アポを取ってきてることを説明しなければ、とぼくは声をかけようとするが。

「お待ちしておりました山田様……」

「魔王様が中でお待ちです……」

　そのメイド魔族は、ぼくが来ることを魔王から聞いていたらしい。

　ぼくを見るなり、ズゴゴゴゴゴ……！

　扉を奥に向かってゆっくり開いてくれた。

「「どうぞいってらっしゃいませ」」

　そしてぼくに深々と頭を下げると、ブンッ。意外にも、たったそれだけの為に配置されていたのだろうか。二体は役目を終えたように、その場から姿を消してしまった。

　残ったのはぼくと巨人だけ。

「よ、よし……行ったろうじゃないか」

　ぼくは目の前の、メイドが開けてくれた扉の先、妖よう気きに満ちた生ぬるい霧きりがゆっくり流れてくる室内を見み据すえながら、覚かく悟ごを決める。

　ちょっと緊きん張ちようするが、ここまで来たら行くしかないだろ……！

「行くぞっ……四天王、〝知〟の山田、入りますっ！」

　気合いを入れ、勢いよく中に足を踏み入れる、ぼく。

　しかしその中に広がっている光景を見て……

「…………。え!?」

　ぼくはひとまず、ギョッとした声をあげた。




　　　　※




　さらに驚おどろきは続いた！

　部屋に入った瞬しゆん間かん、後頭部に何かの感かん触しよくがあったかと思うと──次の瞬間、目の前に部屋の床ゆかが迫せまり──

「ヴッ!?」

　そのままぼくは、床の上に顔から激しく叩たたきつけられた！

　そして。

「痛てててててて!?」

　そのまま腕うでを逆方向にねじ上げられる。どうやら何者かに背後から押し倒され、拘こう束そくされたらしい。

（な、何何何何何、ナニ!?）

　パニックになりながら、周囲を見み渡わたす。

　まず目に入ったのは、さっきも一瞬見えた、薄うす暗ぐらい部屋の中の、大量に積まれた本達だ。

　ジャンルはバラバラ。ぼくの読めないタイトルの魔ま界かいの本から、昔のジャ○プから、『七人の武器屋』『テツワンレイダー』と書かれた、聞いたこともないマイナー著者の書いた富ふ士じ見み書しよ房ぼうのライトノベルから、様々な本が煩はん雑ざつに置かれている。

　その中に、一人、なんだか冴さえない風ふう貌ぼうの青年がいた。

　年の頃ころは……一五、六。ぼくと同じくらいだろうか？

　身長はぼくよりやや低い──一六○前後。髪は日本人と見間違えるくらい、明るさの全くない黒髪を、これがまた冴えない感じに、ナチュラルに七三分けにしている。

　顔には、今日の、スタイリッシュ化が進んでいる眼鏡めがね業界ではめったに見ない、四角縁ふちの分厚い眼鏡。服は白いシャツに黒ズボンと至って簡素だ。

　その青年が、ぼくに半分背を向けながら、部屋の真ん中に置かれた薄型テレビに向かって、あれは……某ぼう鉄道ゲームの王様、桃もも○郎ろう電鉄……通つう称しよう〝桃○〟のスーファミ版を、何故か一人でやっていた。

（誰だれだよ……!?）

　反射的にそう思った。ぼくにいわれたくはないだろうが、ぼく以上に地味で華はなのない人型魔族を見たのは、魔界に来て四ヶ月で、初めてのことだった。

　混乱していると、

「困るんだよね……ああいう馬ば鹿か派は遣けんされると……」

　その地味青年が、画面の中でニセコの駅に到とう着ちやくしながら、自分の傍かたわらに向かって文句のようなことを吐はき捨てた。

（んっ!?）

　が。その声が向かう先。青年の隣となりを見てぼくはさらに混乱した。

　あまりに見慣れた生物がいたからだ。

「も、申し訳ございません……」

　丁てい寧ねいに大きさ五ミリ四方くらいのハンカチを取り出し、中小企き業ぎよう営業マンよろしく汗あせをふきふき青年に頭を下げているのは……すべての元げん凶きよう。ぼくをこの状じよう況きように追い込んだ、始まりの始まりの災さい厄やく──

「スズメ!?」

（ど、どういうことだ……!?）

　もしかして人違い……いや鳥違いか？

　ぼくはそう思い、確かく認にんする。

「あ。天てん井じようにミミズが……」

「うっひょおお!?」

　スズメはヨダレをたらしながら、目の色を変えて天井に飛びたった。

　あの奇き声せい……あの反射速度。間違いない。ヤツだ！　ぼくの知ってるスズメだ！

「ど……どうなってるんだよ!?」

　腕をねじり上げられながらぼくは叫さけぶ。

　何……何この状況!?

　魔王への謁えつ見けんに来たにもかかわらず……なんでスズメがいんの!?

　見たこともない地味キャラもいるし！　いきなり後ろから腕キメられるし！

　魔界に来て以来最大カオスな状況に、何がどうなってんのか、さっぱりわかんないんだけど!?

「うるさいな……」

　そんなぼくの叫びに、桃○やってる青年は、画面を見つめたまま、心底神経に障さわったように五う月る蠅さげに返した。

「今、敵全員赤あか鬼おににして、キングボ○ビーなすりつけて99年借金地じ獄ごく味わわせるウシ○マくんプレイしてるんだから邪じや魔ましないでくれよ……」

　嘆たん息そく混じりに青年はいうが……お前……性格の悪さヒドイな！　あと、人間界の事情にやけにお詳くわしい！　ウ○ジマくんとか、ぼく、逆に読んでないし！

「ちなみに僕の手持ちは全部うんちカードだ。これで相手を袋ふくろ小こう路じに閉じ込めるのがぼくの人生最大の喜びでね……」

「うん、だから性格悪すぎるしだいぶ歪ゆがんでるよね!?」

　何だ……コイツ!?

　アディ達とだいぶスムーズにコミュニケーションとれるようになってきた今、ここまでホンロウされるのも久しぶりだ？　魔王城にまだこんな逸いつ材ざいが眠っていたとは……！

「お前……誰なんだよ……!?」

　ぼくは地面に這はい蹲つくばりながら、呻うめくようにいう。

　画面のプレイヤー名を見ると、〝まおう社長〟となっていた。

　魔王城の最上階、魔王の間で、プレイヤー名に〝まおう社長〟とつけながら、我が者顔でゲームプレイする青年。

　誰なんだ……!?　端はしから端まで謎なぞに包まれすぎていて、正体がなんなのかサッパリわからないッッ……！

「い、いや、わかるじゃろ」

　と、その時。天井からパササ、と羽を動かしながら、スズメが口に青いミミズのようなものを咥くわえぼくの頭上に舞まい降りた。あ、ブラフだったのにミミズいたことはいたんかい……。

「魔王様の部屋で、まおうの名でプレイする魔族っていや……一体しか該がい当とうせんわい」

「何……!?」

　ぼくは深く考え込む。

　誰なんだよ……!?　ルックス的に、魔王である確率はゼロだろ……!?　しかし他ほかにこの部屋に出入りできるベラ様はここにはいない。となると他に考えられる可能性は……！

「い、いや、そんな考え込むような問題かのう!?」

　スズメが耐たえかねたようにいった。

「魔王様じゃよ、魔王様！

　お主が会うのを待ち焦こがれてた……そして話をつけようと思ってた、件くだんの魔王様……その精神体と、お主、とうとう対面しとんの！」

　器用に頰ほおを膨ふくらませながら、ぼくに文句をつけてくるスズメ。










[image: ]










「はあ!?」

　ぼくは慌あわてて、渦か中ちゆうの人物……〝まおう社長〟を使う七三地味青年に向き直った。

「えっ!?　ウ、ウソ!?　じゃあ、この、魔王城で唯ゆい一いつぼくより地味っぽい……華も派手さも煌きらびやかさも一いつ切さいない、オタク青年みたいなヤツが……魔界六六六万の魔族の頂点。ずっと正体秘されてた……因いん縁ねんの魔王……!?」

「悪かったな地味で。でも地味だっていいキャラはいるぞ？　スラムダ○クの小こ暮ぐれとか……」

　魔王は不満げにいうが、いや、魔王にしてはやっぱ人間界の漫まん画がに精通しすぎてない!?

「ちなみに週刊連れん載さい時に記載されていた第二部はいつ始まるんだ……!?」

「いや、だから知らん！」

　んなもんむしろぼくのほうが知りたいくらいだ。詳しすぎるだろ……！

「どおなっちゃってんだよおおおお……!?」

　ぼくは地獄の底から出すような声で、事情をスズメに問いかけた。

「何で……何でラスボスの魔王がこんなキャラなんだよ……!?」

　いや、それより何より。

「そもそも。本来魔王様と敵対してるハズのお前が……何でここにいるんだよ!?」

　一番理解できないのはそこだった。

　四ヶ月前。魔王を殺せと、ぼくをここに送り込んだのはコイツじゃなかったか!?

「ヤレヤレ……」

　すると。スズメはトン、とぼくの目の前に着地し。ぼくのほうを見ながら、心底疲つかれたように溜ため息いきをついた。

「まさかこんなカタチでタネあかしせんといかんとはな……！　お主、なんだかんだワシの想像超こえすぎ」

　疲れはてたようにいうスズメ。

　こんなカタチ？　想像を超える？　何の話だ……!?

「商売あがったりじゃし、正直話す義理もないくらいなんじゃが……まぁ四ヶ月の付き合いもある。特別にわけを話してやろう」

　スズメがそういうと、スッ──。ぼくの肩かたにかかっていた圧力が消え。ぼくは立ち上がれるようになった。

「魔王様。というわけで、少し出てきます」

「ああ。但ただし手短にしろよ。お前は次を見つけないといけないんだから……」

　画面を見たまま、こちらを振ふり返りもせずいう魔王。

「んじゃ、行くぞ」

「えぇぇ……？」

　というわけで、ぼくの魔王の間初はつ突とつ入にゆうは。

　何がなんだかさっぱりわからないまま、数分も経たたないまま、何もできないまま、当初の予定とまったく違ちがう展開で終わりを告げた──。




　　　　※




「いろいろ説明する前に、まずは、ワシのことから話していこう」

　魔王の間の前。エレベーターまでの、二、三メートルの、廊ろう下かというにはあまりに狭せまい、なんともいえないスペースで、スズメはぼくにいった。

　ちなみに。さっきぼくを後ろから押し倒たおした魔族……意外といえば意外だし、冷静に考えれば他に可能性がなかったといえば、確かにそうともいえるのだが、犯人は、ぼくを一いつ緒しよに魔王の間まで案内してくれた、いつもの一つ目巨きよ人じんだった。

　どうやら巨人もグル……というか、まぁ、魔王の手下なんで、魔王の命令に従うのは当たり前のことといえば当たり前のことなんだが、あの時はどうも魔王の命に従い、ぼくを拘こう束そくしたらしい。

　巨人は申し訳なさそうにしていたが、ぼくはそこにはそれほど腹は立たなかった。もしコイツが何の遠えん慮りよも加減もせずぼくを拘束してたら、ぼくは即そく死しだったろうし……魔王の命令を受けて尚なお、ぼくからしてもそこまで痛すぎない強さでぼくを押し倒したコイツに、むしろぼくはちょっとした友情すら感じていた。

　で、巨人は、その後もどこかに行ったわけでもないので、現在ここに同席している。

　つまりこのスペースにいるのは、ぼく、スズメ、巨人という、異様にデコボコな三人組。

「ワシの名は〝天御あめの美み空そら豊とよ秋あき〟。

　今まで、なんとなく人間界を守ろうとする存在を演じておったが……実際は違う。

　実際のワシは、人間界と魔界を担当する、神かん殺さつ屋やの一体じゃ」

　いいながら、ぼくに【神殺屋：天御美空豊秋。電話番号０９０‐……】と書かれた名めい刺しを渡わたすあめのみそら………………スズメ。

「かんさつや……？」

　いきなり出てきた、全く聞いたこともない職業に、当然ぼくは疑問を抱いだく。

「そう。山田。お主……人間界の神や、魔王。その他、神クラスの存在の最大の悩なやみは何か知っとるか？」

　するとスズメは、唐とう突とつにそんな壮そう大だいスケールのクエスチョンをぼくにぶつけてきた。

「最大の悩み……？」

　いわれても、ぼくが知ってる神って……ナメ○ク星のデ○デ。マイテ○・ソー。聖☆おに○さん。……あんまり参考になりそうなヤツが出てこない。

「寿じゆ命みようじゃよ」

　悩んでいると、スズメが、あっさり正解をいった。

「寿命？」

「そう。神、または神クラスの存在は全員もれなく不老不死。人生に飽あきても、生まれ変わりたくても、生しよう涯がい死ぬことが出来ない。

　そこで必要なのがワシらなんじゃ」

　スズメは、誇ほこらしげ……というより、何な故ぜか、どこか疲れたような顔でそういった。

「死にたくなったら電話一本で急行。あらゆる策を講じ、どんな高位の存在でも、格安価格で永と久わの眠ねむりをご提供。

　魔ま界かいと人間界の死神の死神。それがワシら神殺屋の仕事じゃ」

「なるほど……」

　死神の、死神。聞いたことは当然ないが、需じゆ要ようがありそうだということは、一応、納なつ得とくできる。

「で？」

　しかしここからが納得できない。

「それが本当だったとして。その神殺屋？　が、なんでぼくを魔界に呼び寄せたり、魔王復活の為ために人類抹まつ殺さつ計画やらせたりするんだよ……」

「このバカチンが……！」

　そんなぼくに、スズメは不満全開で呟つぶやいた。

「お主がそんなじゃから、今、こんな状じよう況きようになっとんじゃ……。

　今の話聞いて出る結論は一個じゃろ」

　そしてスズメはいうのだった。

「依い頼らいが来たんじゃよ」

　と、スズメ。

「魔王様から、〝死にたい〟と連れん絡らくがあった。

　そこでワシは神殺屋として、魔王様を殺す為。お主と雫しずくを説得・誘ゆう導どうし、四天王と勇者という役職を与あたえ、おぬしらを魔王軍に潜もぐりこませた」

　何故こんな簡単なこともわからないんだ？　スズメはそんなテンションでいうが……

「え…………えぇぇぇぇぇぇぇぇ!?」

　んなもん……わかるはずがなかった！

「ま、待て待て、どういうこと!?」

　幾いくつもの疑問が生まれる。

「まず、魔王様死にたいって……なんで!?」

　根本的な疑問。

「さあな」

　スズメは首を横に振った。

「それは本当に知らん。まぁ、よくある、永遠に続く毎日に倦うんだ……というヤツじゃないかえ？」

　スズメは適当にいうが、ま、まぁ、確かに。さっき見た魔王は、そんな活いき活きしたヤツというより、ちょっと退たい屈くつそうにしてる青年だったが……!?　えぇぇ……!?

「じゃあ、人類守る為、人類殲せん滅めつ計画やるっていう初期の話は……!?」

　混乱はまだまだ収まらない。ぼくは聞く。

「人類を守る為とかいってたけど。要は……魔王が死にたいのを助ける為。ぼくは計画に加わらされてたのか？　つまり、魔族は、別に人間に害を及およぼそうとはしてない？」

「その通り」

　スズメはあっさり頷うなずき、

「それくらい危機感煽あおらんと、人間なんぞ、魔族を怖こわがって仕事しそうになかったんでな。若じやつ干かんフィクション混ぜさせてもらったわい」

「お・ま・え・な……!?」

　安あん堵どとも怒いかりともつかない、不思議な感情に襲おそわれぼくは脱だつ力りよくした。

　なんだよ……じゃあ、結局、やっぱり魔族は人間滅ほろぼそうとなんかしてないんじゃん！

　おかしいと思ったんだよ……幾らなんでも！　何もしてない魔族滅ぼすなんて。

「てか、なんでぼくと雫なんだよ!?」

　そして、最後に気になった質問をぼくはスズメにぶつけた。

「魔王本人が死にたいっていってるなら……別にぼくら行かなくても。神お殺前屋らでも。他の神でも。もしくは強い魔族でも誰だれでも出来るんじゃ……」

「不可能じゃな」

　スズメはきっぱりいった。

「神ワ殺シ屋らごときの力では、魔王に傷ひとつつけられん。

　他の神クラスの連中なら、それも可能かもしれんが、神は民たみのことを考え神同士の私し闘とうを禁じておる。

　魔族に関しては論外じゃな。魔王が死ねば、すべての魔族が死ぬという制約から、魔族は本能的に、魔王を攻こう撃げきできないよう最初から魂たましいにプログラミングされておる。

　となると、実行犯は、人間しかおらんかった」

　そしてスズメはいうのだった。

「さらに、魔王を殺せるほどの潜せん在ざい力を持つ人間となると、現代には世界でたった一人しかおらんかった。

　山田雫。お主の偉い大だいな妹じゃよ！」

「……………………」

　なんという納得のいかなさだ。ぼくは沈ちん黙もくするしかなかった。

　何でぼくの妹で、しかもあんなアホなＢ級アイドルに、そんな無む駄だなポテンシャル具そなわってるんだろ……。確かにポテンシャルは凄すごいかもしれんが、どうもアイツが凄いっていわれても素す直なおにピンと来ない。あいつ馬ば鹿かだぞ……？

「そして、今回の任務の場合、任務の特性上、もう一体、人類抹殺計画を進行させて魔王を蘇よみがえらせる〝起こし手〟が必要じゃった。

　そこで山田。ワシは、そっちに、お主を選んだ」

「何でぼくなんだ……!?」

　理解できずに、ぼく。

　どうやら莫ばく大だいな才能？　があるらしい雫と違い、兄のぼくは、正しよう真しん正しよう銘めいの凡ぼん人じん、凡ぼん百ぴやくのモブキャラの一人だったハズだ。

　まさか討とう伐ばつ役と起こし手が兄妹きようだいである必然性もないだろうし……。

「雫の兄貴だからか……？」

「いや、それもあるが……。最大の理由は、似とったからじゃな。魔王様に」

　スズメはぼくを見ながら、淡たん々たんとした声でそんなことをいった。

「え？」

「お主はもう覚えとらんかもしれんが……お主は魔界に来る直前まで、ほとんど死んだような毎日を送っておった」

　少し真ま面じ目めにいうスズメ。その言葉に、ぼくは、自分の顔が少しこわばるのを感じた。

　確かに……確かに。

　今からでは、少し想像がつかないが。あの時は、友達ともいろいろあったし。どんどん自分の周りから、人が去っていく状況を変に受け入れてたっていうか……。自分の心傷つけない為、自分の色んな感情鈍どん化かさせて、麻ま痺ひさせて、そんな状態で毎日なんとか生きてた。

　魔界に来てしばらくも、かなり名残なごりがあったハズだ。

　ぼくはいろんなものを『卒業』した、と自分の心にフタをして、自分の心の声を無視して生きようとしていた……。

「ワシらの計画には、そういうヤツのほうが都合がよかったんじゃ」

　スズメはいう。

「心を無視し、思考を止め、自分の頭で考えないヤツ。そういうヤツなら、多少無茶な命令下しても、多少おかしな計画でも、何も考えず、魔王抹まつ殺さつを遂すい行こうしてくれる、だからお主は選ばれた」

　頷きながら、スズメ。

「勿もち論ろん、それだけではないがのう。〝討うち手〟の雫と兄妹というのも大きかったし、背格好や身長が、四天王をやるのにちょうど良さそうだった幸運もあった。いろいろあって……ワシらは、お主を〝起こし手〟に任命したんじゃ」

「なるほど……」

　最大級の謎なぞが解けて、すっきりした気分だった。雫よりは絶対的じゃないけど。ぼくもぼくの必然性があって、魔界に呼ばれてたんだな……。

「にもかかわらず……お主は……」

　と。そこでスズメは、ガックリと肩かたを落とした。

「ん？　ど、どうした？」

　急な気分の転調にクビを傾かしげるぼく。

　するとスズメは、二、三秒の沈黙の後、

「どうしたもこうしたもあるか。お主は……ワシらの期待を裏切ったんじゃよ」

　青色の吐と息いきをつきながら、スズメ。

「どういう神経しとんのか知らんが。お主は、あの凶きよう暴ぼうな四天王どもといつのまにか打ち解けあい、段々変わっていった。徐じよ々じよに魔族抹殺計画に疑念すら抱き始めた」

　ぶちぶち愚ぐ痴ちっぽくいう、スズメ。

「な、何でそれを？」

　ぼくはそこで少し驚おどろいた。

　というのも、やっぱりいいづらくて……そういう考えは、魔族にも、スズメにも、部下にも、魔界に存在しているすべてのものに何も伝えていなかったハズだからだ。

「それくらいわかっておるわい。任務遂行させるのに、見張りの一体もつけないはずがないじゃろう」

　嘆たん息そくとともにスズメ。

　するとぼくの横で、巨きよ人じんがギッと身体からだを硬かたくしたので、ぼくは、ピンと来た。

「お前、監かん視しだったの？」

「も、申し訳ございません」

　巨人は頭を下げる。

「私、秋豊様から、四六時中山田様を監視するよう承うけたまわっていましたので……どうしても、独り言や、部屋の中のメモ。その他、会話の端はし々ばしから、その変化に気づいてしまいまして報告を……」

「まったく、聞いた時は啞あ然ぜんとしたわい」

　鼻息荒あらくスズメ。

「心を殺しかけとったお主がそんなことをいうとは……おかげで一からやり直しじゃ」

　そしてスズメは、ぼくを見ながら、思わぬことをいい出す。

「え？　イチからやり直し？」

「そーじゃ！　魔ま族ぞくを殺すつもりのない人間に、どうやって魔王が殺せる!?

　依魔頼王人様と相談の結果、お主を〝起こし手〟から解任することにした」

「……え？」

「クビじゃ」

　あまりに端たん的てきにいうスズメ。

「〝起こし手〟の役割と、四天王のポジションを、お主から剝はく奪だつする。

　三日後ワシが開くゲートを通って、お主は、人間界に帰れ」

　あまりに淡々といわれたので、ぼくは最初、何をいってんのか全然わからなかったが、

「え…………!?

　え……えええええええええええええええええええ!?」

　段々実感が湧わいてきた。

　ク……クビ!?

「ふ……ふざけんな！」

　ぼくは当然抗こう議ぎした。

「四天王、クビ!?　んなこと、急に出来るわけないだろ!?」

「なんで？」

　不思議そうにいう、スズメ。

「四天王じゃろうと、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』じゃろうと、雇やとい主……一番上は魔王様じゃよ？　魔王が四天王をクビにする。出来ないほうが不思議なくらい、当然の権利じゃと思うが？

　だいたい……魔界で魔王に通せない意見なんざあると思うか？」

「ウッ……!?　そ、それはそうだけど!?」

「まったく……おかげで大損害じゃわい。後任探しも莫大な費用と労力をかけてまたやらんとイカンし……。

　というわけで、三日後の朝、強制送そう還かんの為ため、迎むかえに来る。

　本来なら今すぐ強制送還したいトコじゃが……どのみち、人間一人通すゲートを開くには三日はかかる。武士の情けじゃ、それまでは魔王城で好きに過ごさせてやるわい。

　その間に、帰り支じ度たくを済ませておけよ」

　そういうとスズメは、バツン！

　身体を発光させ、その場から瞬しゆん時じに姿を消し、どこかへ転移してしまった。

（ウ、ウソだろ……!?）

　あまりにも理り不ふ尽じんで唐とう突とつな四天王リストラ宣告に。

　ぼくはその場で巨人と二人、随ずい分ぶん長い間放心状態で動けなくなっていた……！




　　　　※



【〝知〟の山田、引退！】




城内に衝しよう撃げきが走った。

前回四天王人気投票で一位、先日の四天王選手権でも優勝を果たし『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』となった、お馴な染じみ〝知〟の山田氏が、三日後、魔王様の命令で四天王を緊きん急きゆう脱だつ退たいすることが今日未明、ベラドランナ魔軍司令官による緊きん急きゆう公式発表にて、判明した。

原因は魔王様との意見の相そう違いで、事実上、クビに近い扱あつかいになるという。

後任候補はゴート氏が有力だが、詳しよう細さいは未定とのこと。

残り三日。魔界の伝説が一つ終わりを迎えることになる。　─大魔界新聞─






「マジかよ……！」

　そしてたった三〇分後。

　部屋を出て、エレベーターに向かう途と中ちゆう。部屋に届いていた朝刊一面を広げたぼくは目を疑った。

「なんでもう記事出てるんだよ……!?」

　スズメに去られた後。とりあえず、一いつ旦たん混乱した頭を冷やし、じっくり状じよう況きようを整理する為にも、自室に戻もどり普ふ段だん着ぎに着き替がえる……たったそれだけの間に。

　もはや、事態は、ぼくの頭の冷えがどうこうのレベルではなくなって。

「ここまでやったら、もう、ぼく引退するしかないじゃないか……!?」

　大魔界新聞は魔族の99％が読んでいる新聞。今いま更さら冗じよう談だんでしたじゃ済まされない。

「あと、このゴート氏って誰だれだよ!?」

　ぼくが引退しそうになる度、いっつもこのゴート氏が浮ふ上じようしてくるけど、こんな魔族聞いたこともないぞ？　ほんとに実在するのか、コイツ!?

　などと、混乱しながらエレベーターへ続く廊ろう下かを歩くぼく。

「ん？」

　するとぼくはふと、前方に三つ人ひと影かげがあることに気づいた。

　廊下で、まるでぼくの行く手を阻はばむように、腕うでを組み、目をつりあげながらぼくを待ち構えている奴やつらがいた。

『雷かみなり』のアーディンブルグ。

『雪』のヴォルフォレカ。

『焰ほのお』のイグナレス。

　ぼく以外の、このフロアの住人……そして『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の残りのメンバーである。

「お、おまえら……？」

　ぼくはアディ達の予期せぬ待ち伏ぶせに狼ろう狽ばいした。

　見ると、全員、ぼくが持っている朝刊と同じものを握にぎり締しめている。

「どーいうこと？」

　その三体の中央にいたアディが、ぼくをジロリと睨にらみつけながら静かに聞いた。

「昨日、謁えつ見けんはなくなったんじゃないの？

　今日は記念すべき新生『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』としての最初の一日だっていうのに……何なのよ、この記事は」

　グググ……と新聞を拳こぶしの中に握り締めながらいう、アディ。

「やっくん……！」

「……裏だ。話を聞いてやってもいいぞ山田」

　ユキとイグナレスも心配そうな表情でこっちを見ている。特にユキはアディとは真逆、今にも泣きそうに瞳ひとみを潤うるませていた。

「わかった…………」

　ぼくはその三体の顔を見て、覚かく悟ごを決めた。

　迷っていたのだが……この三体の顔を見て腹を決めた。

　コイツらには……真実を話す。

　ぼくの正体も。ここにきた理由も。今ぼくが置かれている状況も。

　もしかしたらぼくは、このまま、三日後に本当に魔界を去ることになるかもしれない。

　そうなったら、もう、ぼくはコイツらと会うことも不可能だ。

　そうなる前に、コイツらだけには、すべての真実を伝えておきたい……！

　たとえその結果、ぼくが、アディ達にどう思われようと。

「話長くなるし、円えん卓たくに向かおう。ただ、一応、心構えはしておいてほしい。

　たぶん……けっこう衝撃的な告白になると思うから」

「衝撃的？」

「うん。たとえば……実はぼくが魔族じゃなく。魔族抹まつ殺さつの為に人間界から送り込まれた工作員だったとか」

　短くいってみるぼく。

「へっ？」

　その瞬間。

　アディ、ユキ、イグナレスはその瞬間、銅像のように固まっていた。




　　　　※




　そしてお馴染みの円卓にて──ぼくはすべての真実をアディ達に晒さらした。

　自分が実は魔族ではなく、人間だということ。

　そもそもは……

　人類抹殺計画を進めて、魔王を蘇よみがえらせて、魔王を殺して、魔族を滅ほろぼすという計画の為に魔界に来たこと。

　けど途中で、その計画に違い和わ感を覚えたこと。

　アディ達と暮らしていて、人間と魔族は共存できるんじゃないかと思ったこと。

　けどそれが魔王にとっては問題だったということ。

　魔王は死にたがっていて、魔王殺す計画も、魔王自身の望みだったこと。

　その魔王からすると、人魔共生とかいい出したぼくは〝起こし手〟失格だということ。

　だからぼくは魔王命令で、三日後、四天王を追放されること──。

　かれこれ一時間近くに及およんだだろうか？

　アディ達はぼくのそこまで要領を得ない話を、途中で遮さえぎることもなく、適度な相あい槌づちと共に聞いてくれていた。




「──というわけなんだ」

　話し終えたぼくには、すべてをさらけ出した解放感。

　そして、その何倍もの緊きん張ちようが残った。

　事情はどうあれ、ぼくは当初、魔族を殺そうと思い活動していた。

　それに何よりこの四ヶ月……ぼくはずっとアディ達を騙だましていた。

　アディ達は最初から自分をさらけ出し、ぼくにオープンに接してくれていたのに。ぼくは自分の正体を偽いつわり、ある種、アディ達を裏切っていた。

　それに対するアディ達のリアクションを見るのが、ぼくは怖こわかった。

　腹をくくったつもりでも……それでも恐きよう怖ふは消えていなかった。

　アディ達はぼくにどうするのか？

　騙していたことに怒いかり、ぼくに声を荒あららげるだろうか？

　信じていたハズのぼくに裏切られ、心を痛め泣くだろうか？

　それとも…………

　いよいよ魔族の本能を呼び覚まし、憎にくき人間であるぼくに処しよ罰ばつを下すだろうか？

（……どうなったっていい）

　恐怖はあるが、腹は決まっている。

　どんな結論を下されようが、ぼくはそれを受け入れる。

　それがアディ達へのせめてもの罪つみ滅ほろぼしだし……ぼくの四天王としての、この四ヶ月間に対するケジメのつけ方だから。

「……事情は了りよう解かいしたわ」

　そして。随分長く感じた沈ちん黙もくの後。判決をいい渡わたす判事のように、アディがゆっくり口を開いた。

（……どう出る、アディ）

　ぼくはゴクリと唾つばを飲み込み、そんなアディの下す結論をじっと待ち受ける。

　怒りか。嘆なげきか。殺意か。それとも興味の消失か？

　知らず知らずのうちに汗あせばんでいた掌てのひらを握り、アディの言葉を待つぼく。

　するとそんなぼくに、アディは、意外な行動で答えを示すのだった。

「となると──やることは一つね」

　ガッ、と椅い子すを引き、円卓から立ち上がるアディ。

「……だね」

「……だな」

　さらにそれに、ユキ、そしてイグナレスも、ピン、とコインを弾はじきながら続き、そして三体は、円卓の間から足早に出て行こうとする。

「えっ!?」

　ぼくは、なんだかんだいいながら、やはりそのリアクションにショックを受けた。

「な、なんだよ……どこ行っちゃうんだよ!?」

　どうなったっていいとは思ったけど……本当に行っちゃうのか!?　人間だから……ぼくが、人間で、裏切り者だから。ぼくにもう……興味がなくなってしまったのか!?

「決まってんでしょーが」

　しかしそんなぼくに、アディは嘆たん息そくと共にこういう。

「『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』全員で……魔ま王おう様に抗こう議ぎしに行くのよ！」

　目を見開き、拳を握り締めながら宣言するアディ。その宣言に、ユキ、イグナレスも力強く頷うなずいている。

「え……!?」

　魔王に抗議!?

「ちょ、ちょっと待ってくれ……」

　まさかの展開に、ぼくは、混乱するが、アディ達はもう完全にやる気満々になっているようだった。

「今までの山田の功績をレポートに纏まとめて、それを提出しましょう」

「部下の声を集めるっていうのも悪くないかもね。やっくん、部下にウケいいから」

「四天王選手権での活かつ躍やくもしっかり報告せんとな。今回は、山田がいなければ優勝できんかったこともアツく報告せねばならん」

　早口でまくしたてるように相談しあうアディ、ユキ、イグナレス。

　その姿に、ぼくは、ふいに涙るい腺せんがキュッと緩ゆるんだ。

「お、お前ら…………いいのか？」

　ぼくは、信じられないような気持ちで、アディ達に確かく認にんした。

「ぼく……人間なんだぞ？」

「だから何よ」

　アディはあっさり即そく答とうした。

「あのね。人間だろうが魔族だろうが関係ない。アンタは、もう、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』に絶対必要なメンバーでしょ!?　アンタと、私。ユキと、イグナレス。『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』は、この四体全員揃そろって『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』。

　私の目が黄色いうちは、たとえ魔王様が相手だって……誰だれ一人ひとり、絶対欠けさせてたまるもんですか！」

　決然と叫さけぶアディ。

「アディ……！」

「それに、まぁ、やっくんには悪いけど。

　えっと……やっくんが魔族じゃないこと、みんな、うすうす気づいてたしね」

　苦く笑しようしながらいうユキ。

「えっ!?　そうなの!?」

「当たり前だろう」

　呆あきれたようにいう、イグナレス。

「お前……自分の魔力の無さ。本気でゴマかせてると思っていたのか？」

「え？」

「何が聖痕ステイグマモードだ……あんな何の変化もしない第二形態でオレ達が騙されるか!?」

　キレながらいうイグナレス。え、マジ!?　ぼくの渾こん身しんの一作、聖痕ステイグマモード、通用してなかったの!?

「まぁ、それだけじゃなく、魔界の常識知らな過ぎるわ、人間界のフ○ミコンについて詳くわしすぎるわ、ファッションセンス違ちがいすぎるわ、怪あやしいトコありまくりだったしね……少なくとも、誰も、たぶん私達だけじゃなく、部下すら。

　アンタのこと、一点の曇くもりもない純正の魔族だなんて思ってないわ」

　呆れたようにいう、アディ。

「そ、それなのに、お前ら、ぼくのこと受け入れてくれてたのか……!?」

「でも……それは、やっくんだって同じでしょ？」

　しかしそんなぼくに、ユキは、笑え顔がおでいう。

「やっくんだって。最初は抹殺しようと思ってたのに……最後は、わたしたちと共生しようと思ってくれたんでしょ？

　だったら、もう、やっくんが人間かどうかなんてそんなに大きな問題じゃない。

　わたし達、これからも、ずっと一いつ緒しよにやっていけるよ。『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』として」

「ユキ……！」

「そうだな。山田の告白も終わったことだし……ここからが本当の『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の始まりだ。ここで終わるのはあまりにも惜おしい。全力で山田を残留させよう」

　そしてイグナレスがそう結ぶ。

「そうだな……！」

　ぼくはそんなイグナレスの言葉に黙だまって頷き。

　そしてアディ、ユキ、イグナレスに頭を下げた。

「ありがとう。今のやりとりで、ますます、自分の気持ちが固まったわ。ぼくはまだ、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』に居たい」

「当たり前でしょ！　あと一〇〇〇年は四天王やってもらうわよ！」

「よし！」

　ぼくはその言葉に頷き、いう。

「やろう。【山田残留作戦】！」

　ぼくの言葉に、全員頷く。

　こうして、事態は回りに回り。

　全すべてを打ち明け、真に絆きずなが深まった『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』ＶＳ魔王。

　奇き想そう天てん外がいな戦いが、今、魔王城で始まった──！










　第二話　ラブコメと四天王







　魔王の間へ向かう為ために必要な鍵かぎは、意外なほどあっさり、巨きよ人じんから借りられた。やはりぼくに多少負い目があるのかもしれない。

　というわけでぼくは再び、今度はアディ達を引き連れて、本来は到とう達たつできない魔王城の最上階──六六六階にエレベーターで到達。

　昨夜追い返されたばかりの、巨大な、黒い観音開きの扉とびらの前に舞まい戻もどる。

　そこには、またメイドが立っていて、メイドはもう一度扉を開け、

「「いってらっしゃいませ」」

　律りち儀ぎにそれだけいい残し、再び消える。あいつらの仕事……あれだけ？　ま、まぁいい。

「さて、よし。準備はいいな？」

　ぼくが聞くと、アディ達がコクリと頷いた。

　さすがに一番の親玉、会社に喩たとえれば社長とか会長に会うのに等しい状じよう況きようなので、その表情に緊きん張ちようの色も見られる。

　しかし、引き返そうとする様子もない。自分達にも火の粉が降りかかるかもしれないのに、あくまで、ぼくと一緒に魔王に抗議してくれるらしい。

（心強いぜ……『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』）

　さっきは一人だったし、いきなりだったんで押し切られたが、今回は違う。

　新生『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』全員集結＋ぼくの心の準備もバッチリだ。

　ぼくのクビなんてフザけた事例に関して、今度は徹てつ底てい抗こう戦せんしてなんとしても取り消させてやる……。

「よし……行こう」

　ぼくは開いた扉の間から、魔王の間に足を踏ふみ入れる。




「何……？　君ら」

　そこには、昨夜とほぼ同じ光景が広がっていた。

　乱雑にモノが積みあがった部屋の真ん中に、薄うす型がたテレビが置かれていて。

　そのテレビ画面を凝ぎよう視ししたまま、ぼくらのほうを見向きもせず、背を向けたままの地味なメガネ青年がいた。魔王。

　画面には未いまだに桃もも○が映っている。まだやってんの……!?

「失礼します」

　まず、アディ、ユキ、イグナレスはその場で即座に丁てい重ちように跪ひざまずいて頭こうべを垂れた。ぼくも続く。

「お忙いそがしいところ申し訳ございません……『雷かみなり』のアーディンブルグ」

「『雪』のヴォルフォレカ」

「『焰ほのお』のイグナレス」

「え？　あ、ぢっ、『知』の山やま田だ……」

「以上──今日より新生『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』を名乗らせて頂く四体にございます。本日は、魔王様に聞いていただきたいお話があって、失礼を承知でお目通りにかかりに参りました」

　深々と頭を下げながら、挨あい拶さつするアディ。

　いや、そんなカッコいい挨拶するなら、事前にいっといてくれよ!?　ぼく若じやつ干かん遅おくれて嚙かみ気味になっちゃったじゃないか!?

「話……？」

　魔王は画面を見たまま首をかしげ、

「後じゃダメかな？　見ての通り、今は赤あか鬼おにイジメに忙しい。あと九九年モードを十回やってから──」

「い、いや、出来れば今すぐにお願いします」

　ぼくは慌あわてて口を挟はさんだ。

　てか、どんだけ桃○やるんだよ!?　九九年モード十回もやってたら、三日とか余よ裕ゆうで過ぎちゃうだろ！

「じ、実は、話とは、山田のことなのです」

　そこでアディが、強ごう引いんに話を進めた。

「魔ま王おう様の命令で、山田が三日後にクビになることが決定したということですが……

　それを今から撤てつ回かいして頂くことはできないでしょうか？」

　アディは顔を上げ、魔王に熱を帯びた口調でいっきに訴うつたえかけた。

「あまりにも急ですし……私達にとって、もう、山田は欠かせない存在なのです。

『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』になれたのも、山田のおかげの部分も多々あります。その山田を欠いて『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』を継けい続ぞくするのは業務的にも精神的にも損失が大き過ぎます。山田にもいろいろ落ち度はあるのは承知しておりますが……何なに卒とぞ……何卒ご寛かん大だいな処置を」

　グッと頭を下げ、いうアディ。

「わ、わたしからもお願いします！」

　勇気を振ふり絞しぼるような表情で、ユキも続いた。

「やっくん……いえ『知』の山田は、いまや、魔王軍の誰より、魔族全体のことを考えている魔族です。彼をおいて、他に『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』を務められる魔族はいません」

「同感です」

　そしてそこで、イグナレスも同意してくれた。

「我々だけではありません。部下……魔王城の魔族全体が、この男の人ひと柄がらを認めています。魔界全体のことを考えるなら、山田は魔王城に必要です……何卒……何卒……」

　正面きって魔王に意見するイグナレス。

（お前ら……！）

　そんな、予想以上に熱い嘆たん願がんにぼくは胸が熱くなった。

（どうだ……！）

　そして、今度は誇ほこらしい気持ちで魔王を見る。

　本来敵である人間のぼくの残留を、魔族であるアディ達が、こんなに真しん摯しに全力で懇こん願がんしてくれているんだ。

　種族の壁かべをこえた感動的な光景。

　これなら、幾いくら魔王でも少しは心変わりするだろ……!?

　期待をこめて、ぼくは魔王を見るが──！

「いやー。ごめん無理」

　魔王の対応は、尋じん常じようじゃなく淡たん白ぱくなものだった。

「えぇぇぇぇぇ!?」

「あ、あの！」

　さすがにその対応に、ぼくらはなんとか反論しようとするが、

「だって山田、もう、魔族滅ほろぼす気ぃないんだろ……？」

　その前に、魔王は、桃○をやりながら、淡たん々たんといった。

「それとも、人間界守る為に魔族を滅ぼす──って動機なくても、魔ぼ王く、殺してくれんの？」

　背中を見せたまま、いってくる魔王。ウッ……。ぼくは無言でたじろいだ。

　確かに、人間界を守る──それくらいの理由があれば（もしかしたら）雫しずくに、魔王を殺させることは出来たかもしれないが……。

　そういう動機もなく、魔王を殺す計画は、今のぼくにはたてられない。

「だろ？」

　その沈ちん黙もくをぼくの答えととったのだろう。魔王は端たん的てきにいう。

「だから山田には、四天王をクビになってもらうしかない。人間界を守る為に魔族を滅ぼす──そんな強い動機を持った人間を、新たに入れる為に」

「…………！」

　ぼくは言葉に詰つまった。けっこう覚かく悟ごしてきたつもりだったんだけど……魔王、予想以上に自己完結能力が強くて、反論しようがない。

　魔王の死にたい願望が強すぎるんだ……てか、何でこんな死にたいんだ？　コイツ？

「あ、あの…………」

「む…………」

　ユキとイグナレスも面めん食くらったようだった。

　魔王がここまで、魔族とか、魔王城のことなど考えず。自分の〝死〟以外に興味がないことが、予想外だったんだろう。ここに飛び込んできた当初の勢いを完全に失っている。

　が、しかし一人だけ。

　一人だけ勢いを失っていない味方もいた。

「……なるほど」

　──アディである。

　アディは難しい顔で、一度頷うなずき。

「あくまで、〝自分を殺せない山田は四天王に置いておけない〟。……そういうことですね？」

　顔をあげ、意外なほどあっさりした態度でそう答えるアディ。

「その通り」

　即そく答とうする魔王。

「わかりました」

　アディはそこですっくと立ち上がり、いきなり、ぼくらのほうを見ていった。

「これ以上ここにいても無む駄だだわ。お暇いとましましょう」

「ハァッ!?」

　ぼくは耳を疑った。

「オ、オイオイ……いや、待ってくれ！　ここで退ひいたら、ぼく、人間界帰らなくちゃいけないんだぞ!?」

「そ、そうだよ、あっちゃん！」

　まさかのアディの諦あきらめの早さに、ぼくとユキは泡あわをくって抗こう議ぎするが、アディは態度を変えず──

　何やら神しん妙みような顔で、二、三度、ぼくらにしかわからないような小さな動きで首を左右に振るだけだった。

　な、なんのポーズだよ、それ？

「山田……行くぞ」

　困っていると、続いてイグナレスも、心を決めたようにおもむろに立ち上がった。

　そしてチラリとぼくのほうを見ると、くいっ、と無言で小さく顎あごをしゃくる。

　な、なんだ……？　もしかして……〝引き揚げろ〟ってのか!?

「…………」

「…………」

　ぼくとユキは一いつ瞬しゆん顔を見合わせ……仕方なく、ほぼ両者同時にその場で立ち上がり、魔王の間を去ることにした。

　アディ達のアクション、理解も納なつ得とくもできなかったが、無視も出来ない。

「わ、わかった……行こう」

「お、お邪じや魔ましました。魔王様」

　というわけで、そそくさと魔王の間を後にすることにするぼくら。

「…………」

　魔王はもう何も答えなかった。

　こうして、結局何もわからないまま、ぼくの二度目の魔王の間訪問もあっさり終わりを迎むかえてしまう……。




　　　　※




「どういうことだよ……!?」

　トンボ返りで戻もどってきた、円えん卓たくの間。

　ぼくは席に戻るや否いなや、早さつ速そく、アディに事情説明を求めた。

「何でもう帰ってきちゃったんだ!?　イグナレスも！」

　イグナレスにも聞く。しかし、イグナレスは肩かたをすくめた。

「オレは、アディが退きたがってる風だったので、それに従っただけだ」

「じゃあ、アディ！」

「だ・か・ら。理由はさっきいった通りだって。あのままあそこに残っても無・駄！　だからよ」

　ことさらに無駄を強調しながらいってくるアディ。はぁぁ？

「い、いや、無駄かもしれないけど……それでもなんとかするために、お前ら、魔王の間についてきてくれたんじゃないの？」

「そのつもりだったんだけどね……。直接話して考え変わったわ。あれじゃ、山田の処しよ遇ぐうにどんだけ抗議したって無意味よ」

「えっ？」

「さっきも見たでしょ？　魔王様は、アンタの能力や長所、アンタを置いておくメリットなんてどうでもいいのよ。肝かん心じんなのは、自分を殺してくれるかどうか。そんな魔王様に、魔王様を殺せないアンタの必要性何万年訴えたって事態動きゃしないわよ」

「……話が見えんな……」

　そこで口を挟はさんできたのはイグナレスだ。

「だったらどうしようというのだ？　山田に魔王を殺させるよう……修しゆ羅らになる修行でも行わせる気か？」

「オイオイオイオイ……！」

　ぼくは聞き捨てならずさすがに抗議した。

「ちょっとやそっとならいいけど。人格変わるくらい修行したくないぞ、ぼく!?」

「違ちがうわよ馬ば鹿か男子軍団。山田に魔界での修行なんか耐たえられるわけないでしょ（肉体強度的に）。それより……もっと簡単にこの状じよう況きよう抜ぬける方法あるでしょ」

　そこでアディは、嘆たん息そく混じりにいうのだった。




「要するに。魔王様を〝死にたくなく〟しちゃえばいいのよ」

「は……はあ!?」

　そのまさかの発言に、ぼくは目を丸くした。

「ど……どういうこと？　つまり……魔ま王おうの自殺願望なくすってこと!?」

「ひらたくいうと、そういうことね」

「い、いやいやいや……！」

　何あっさりとんでもないこといってんだコイツ？

　何か、話が（いつも通り？）変な方向にカーブし始めてないか？

　ぼくは止めた。

「ちょ、ちょっと待て……いってることはわからんでもないけど。やめたほうがいいんじゃないのか？」

　不思議な嫌いやな予感を覚えつつ、ぼくは抗議した。

「何で？　だって、魔王様が自殺願望さえなくせば……魔王様を殺す為ための新人も不必要になるし。アンタがクビになる理由もなくなる。

　すべて、まるっと、綺き麗れいに解決するじゃない」

「それはそうだけど。自殺願望翻ひるがえさせるってのは、そんな簡単じゃないと思うぞ？」

　ぼくは両手を広げ、全身を使ってその大変さをアピールした。

「向こうだって、相当重い理由でそういう思想になっちゃってるんだと思うし……相手は不老不死だからな。ぼくらより、死に対する飢うえは、正直あるっちゃあるハズだよ」

「大だい丈じよう夫ぶ。私、それに関しては、かなりいい策、一個思いついちゃってるから……」

　そこでアディは、ニヤリ、とあまりに魔族らしい魔族笑いでいった。

「い……いい策ゥ？」

　ぼくはいわざるを得ない。

　だって。

　今まで円卓で発表された〝いい策〟〝いい考え〟が、本当にいい策だったことが一度でもあったか？　だいたい、ロクでもないことになった思い出しか残っていないんだが……？

「ど、どう思う……？」

　このままではマズイ。なんか……話が、さっきまでの〝熱血〟の感じから、いつものちょっと心配な感じになりつつある気がする。

　ぼくは援えん軍ぐんを求めるべく、隣となりのイグナレス、ユキに声をかけた。今のコイツらなら、ぼくを助けてくれるハズだ……！

　と思ったのだが。

　いつのまにか、風向きは完全に変わっていた。

「なるほど……策……策か……」

「面おも白しろいね」

　二体は、既すでに、ぼくのほうを見ていなかった。

　そして、こんなことをいい出す。

「それなら、オレにも一つ策があるぞ。魔王様の人生観を変える、画期的な策が……」

「わたしも。わたしの策を使えば……もしかしたら魔王様の自殺願望、変えられるかもしれない」

　いつのまにか完全にノリ気になった様子でいう、イグナレス、ユキ。

　いやいやいやいや……お前らどうせ、また、ヴォルクエとかでグダグダやる気じゃない!?

「へぇ、幸さい先さきいいじゃん。ようし、だったら、こうしましょう。

　山田クビになるまで、ちょうど三日。一人一日使って、その策試ためして、魔王様のお心が変わるか挑ちよう戦せんしてみましょうよ。

　一日目……つまり今日は、いいだしっぺだし……私の策を実行させてもらうわ」

　さっさと話を進めてしまうアディ。

「それで魔王様のお考えが変えられなかったら……二日目、ユキかイグナレスの案試ためして。それでもだめなら、残った一体の案試す……それで、なんとか魔王様の自殺願望払ふつ拭しよくする。

　名づけて真・山田残留作戦。どう？」

「い、いや……それ、最後の一策もスベった場合、ぼく、どうなんの!?」

　むしろ、普ふ通つうに地道に説得に向かったほうが作戦成功率高くないか!?

　ぼくは不安が拭ぬぐえなかったが。

「乗った」

「わたしも！」

　一いつ旦たん調子付いてきた四天王を止める術すべなどもはやなかったのだ。えぇぇ!?

　話は、相変わらず、ぼくだけを置き去りにしトントン拍びよう子しに決まってしまった。

「決まりね」

　満足げにいうアディ。

「じゃあ、真・山田残留作戦開始といきましょう。まずは私の案①からいかせてもらうわ」

　笑え顔がおで腕うでまくりしながらいう、アディ。

　こうして、事態はいつも通りぼくの思惑おもわくを徐じよ々じよにはずれ……

『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』による。真・山田残留作戦という名の……事実上の、魔王更こう生せい作戦が幕を開けた……！




　　　　※




「というわけで、結局私、魔王様の……ううん。この世に生きる、あらゆる生物の死にたい願望を無くすにはこれしかないと思うの」

　そして、引き続き円卓の間。

　アディは、どこから調達してきたのか、バラエティー番組なんかでよくみるフリップになにやら文字を書き、そしてそのフリップをトン、とぼくらに見えるように置いた。

『恋こい』

　そこには妙みように漢おとこらしい字で、簡潔に一文字そう書かれていた。

「「「こ、恋～？」」」

「そ」

　アディは確信に満ちた表情で頷うなずき、

「恋って、どんな生物だって、落ちた瞬しゆん間かんには心浮うき立つでしょ？　世界が明るくなるっていうか」

「ま、まぁ…………確かにそうかもしれんが……」

　あいにくだが、ぼくは、そこまで恋した！　って経験がないので歯切れ悪く答えるしかないが。

　しかし、日本にいた時も、彼女とか彼氏できたやつのことを〝春が来た〟って呼こ称しようしてたし。あながち間違いではないかもしれない……？

「ん？」

　と、その時、ふと隣のユキと目があった。

　ユキはそのぼくの視線に気づき、バッと慌あわてて顔をふせ、なんか照れたような赤い顔で、ぼくの視線から逃のがれてる。

（な、なんだ……？）

　と一瞬怪け訝げんに思うが、

（あ…………）

　すぐに思い当たった。

　そして恐おそらくだが、ぼくもその瞬間、やや照れたような顔になってしまっていただろう。

　思えばそうだった。結局、アレからドタバタしてたし、一瞬、ちょっと風化していたが……。重大なニュースを忘れていた。

　先日の四天王選手権で。




　ぼくは、ユキに、好きだと告白されていたのである。




「…………！」

　思い出した途と端たん、ますます顔の表面の温度が上がった気がした。

　ぼくは隣のユキを再度みる。ユキも、アディの〝恋〟の字で、急に告白した実感を思い出したのだろう。引き続き赤い顔を伏ふせたままで、冷ひや汗あせが白い首筋に流れているのが見えた。

（しかしぼく、この問題、どうするんだ……？）

　実はこの件、ぼくは、ユキに何か返事を迫せまられているわけではない。

　だからどうするもこうするも……別にどうもしなくてもいいんだろうが……かといって、無視というのも男として何か気が引けた。

　できれば何か返事のようなものをしたいが……しかし、そもそも、ぼく、ユキのことどう思ってるか……自分でもよくわからないし。

　しかも何より、状じよう況きようとしては、そんな色恋沙ざ汰たにウツツ抜ぬかしてる場合じゃないんだよな……魔界に残れるかどうかの瀬せ戸と際ぎわなんだから…………。

　と、ラブコメ野や郎ろう的思し索さくに耽ふけりまくっていると、

「──そろそろいいかしら？」

　前方から、何やら、ヒヤリとする温度の声がかかった。

「そういうのは、後でやってくんない？　この問題片付いた後とか」

「全くだ。そのラブコメの円えん環かんに全く加われてないオレの気持ちも考えてみろ……」

　不ふ機き嫌げんな表情のアディとイグナレスだった。

　ウ……なんか怖こわいな。アディが何な故ぜここまで不機嫌になんのかはよくわからんし、イグナレスの怒おこるポイントはどっかおかしい気もしたが、確かにいうとおり……今はやはり自身の恋れん愛あいにウツツ抜かしてる場合じゃないよな。

「わ、わかった……悪い」

「う、うん。ごめんね、みんな」

　なんかこっぱずかしい空気で謝るぼくとユキ。

「と、いうわけで！　何か偶ぐう然ぜんにも今リアルに再現されちゃってたけど……要はそういうことよ！」

　アディはやはり不機嫌なまま、ドン、と円えん卓たくに拳こぶしをおろしながら、いった。

「恋は、人生を明るくする。だから、一番早く魔ま王おう様の〝死にたい〟願望なくすには……魔王様を恋に落としちゃえばいいのよ」

「ちょ、ちょっと待て」

　ぼくは抗こう議ぎする。

「魔王を、恋に落とす？　いや、魔王に限らず……そんなことできんのか!?」

　恋なんてものはもっと偶然とか運命も絡からんでくるものだし。人工的に、作さく為い的に周囲が動いたところで、そう簡単に発生させられる現象じゃないだろう？

「難しいのはわかってる。だから、こうやって四体で集まってまず、これを決めようとしてんのよ」

　アディはそういうと、既に文字が書かれ用意されていたフリップを出し、ぼくらに見えるように置いた。




【理想の恋の始まり方】




　そこにはそう書かれていた。

「「「理想の恋の始まり方～～？」」」

　めんくらうぼく、ユキ、イグナレス。

「そ。山田のいう通り、他者を任意に……特に魔王様を相手に……恋に落とすなんて、無む謀ぼうにもほどがあるからね。

　だからまず、事前に、こちらで究極の【出会い方】のプランを綿密にたてるの」

「ほ、ほう……」

「それでそのプランを元に、魔王軍のヨリドリミドリな綺き麗れいどころを魔王様に派は遣けん。

　さすればさすがのカタブツ（？）な魔王様も堕おつ……かもしれない。

　どう？　理にはかなってると思わない？」

「いや……理……にはかなってるかもしれないけど……」

　魔王説得すんのに、理想の恋の始まり方決めんの……？

　前々から思ってたことだけど、なんかコイツらの問題解決法ってズレてるような……気がしたのだが。

「悪くないね……乗った！」

「裏が出たら乗る、表が出たら乗らない……裏だ。乗ろう」

　いつも通り、泥どろ舟ぶねに飛び乗る速度は魔界トップクラス、ユキとイグナレスが即そく座ざに案に飛びついた。オイオイ!?

（うーむ……まぁ……でも仕方ないか……）

　その流れの中、ぼくはガックリ肩かたを落とす。

（確かに〝相変わらず突とつ拍ぴよう子しもない案〟だが、成功する確率は一応……ゼロじゃないし）

　魔王が恋に目覚め、人生に春を見み出いだせば、そりゃ、確かに自殺願望も吹き飛ぶだろう。

（それに、なんか、この会議室でウダウダすんのも久しぶりだしな……）

　円卓にいるアディ、ユキ、イグナレスの顔を見み渡わたす。

　下手すれば、三日後以降、二度とこういう時間をつくれないかもしれない。

　まぁ、最悪、あと二日あるんだし。今日くらいはこのノリにつきあってやるか……。

「よし……乗った」

　というわけで、ぼくはしぶしぶ挙手。

「おっ。山田にしてはノッてくんの早いわね。これも『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』効果かしら」

「い、いや……」

　泥舟に乗りやすくなることが『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の効能だったら、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の称しよう号ごう寂さびしすぎるだろ……。

「よし、じゃ、全員の意見揃そろったところで、早さつ速そく始めるわよ。

　究極の【出会い方】プランを考えて、魔王様を恋に落とす……

　デート・ア・魔王作戦！」

　ノリノリで作戦名を発表するアディ。

　……一応確かく認にんなんだけど。まさか魔王デレさせる作戦思いついたの、その作戦名に似たラノベ読んだから……じゃないよね？




　　　　※




「まぁ、まずは、いいだしっぺの私から案出そうか」

　そして、会議は始まった。

　ぼくの正面に座るアディが、ドン、とフリップを出し発表した。

「私の思う究極の【出会いプラン】は……これよ！」

【色いろ仕じ掛かけのある、出会い】

　ミもフタもない話だが、しかし実際、そのフリップには、そういうミもフタもない作戦が書かれていた。

「色仕掛け？」

　ぼくは困こん惑わくする。イグナレスとユキも、同じような表情を浮うかべていた。

「悪くないとは思うが……」

「例えばどういうことするの？」

　補足説明を求める二人。

「へ？」

　するとその瞬しゆん間かん、何故かアディは思わぬ反はん撃げきを受けたような顔になった。

「いや……そこまでは考えてないけど？」

　平然というアディ。

「い、いや考えろよ!?　何タイトルだけいって満足してんの!?」

「あ、そ、そうか。え～と、そうね」

　いいだしっぺのクセに、いまひとつ企き画かくの意図を把は握あくできてないポンコツＭＣさながらに、そこから考え始めるアディ。

　そこでアディは、ピンとひらめいた顔を見せた。

「あ、ほら、じゃ、こういうのはどう？　スカートはいてる子と、魔王様ぶつからせて……そのはずみで、魔王様にぱんつ見せちゃうの！　ほら、いくら魔王様とはいえ、ベースは男子でしょ？　で、男子ってぱんつに弱いし。それなら最初にドキンときて、魔王様けっこう心動くんじゃ……」

　アディはなんかイキイキした表情でそんな案を提案するが、

　ハァァァ。

　次の瞬間、円卓には、三人分の深い溜ため息いきがもれた。

「アディ……」

「アディ……」

「あっちゃん……」

　そしてぼくら三人は同時にいいだしっぺアディに現実を突つきつけた。




「「「昨今のラブコメ事情ナメてんの？」」」




　奇き跡せき的なくらいのハモりでアディに通告するぼく、イグナレス、ユキ。

「へ？」

　まさかの総スカンを喰くらい、ちょっとビックリしたような表情を浮かべるアディ。

「あのな……」

　と、ぼくは眉み間けんを押さえつつアディにいおうとしたが。

「待て──」

　イグナレスが妙みように男前の声でぼくをとめた。

「ここはオレに任せてもらおう」

　何故か異様なやる気をもったイグナレスが立ち上がった。

「イグナレス……」

　いや、何故？

「いいかアディ。昨今のラブコメ市場でのサービスシーンの過激化は加速の一いつ途とを辿たどっている。パンツ？　そんなものを売りにしているのは──もはや本当に若い読者層に向けてのものだけだ。現在は最初の出会いシーンでこれくらいはいく」

　そういいながらイグナレスが、胸むな元もとから出したのは……

〝Ｔ○ＬＯＶＥる　ダークネス〟

　と書かれたカラフルな柄がらのジ○ンプコミックス。

「いや、ちょっと待て!?」

　ぼくは、それはそれで一いつ旦たん聞かなければならなかった。

「何故お前がＴ○ＬＯＶＥる知ってる!?」

　魔族!?　魔族なんだよな、お前？

　さすがに捨て置けず聞く、ぼく。

「いや……偶ぐう然ぜん、人間界から流れてきた遺物を一人で発見した時があってな。中々難解な内容ゆえ、しばし保管させてもらっていた」

「内容、一目瞭りよう然ぜんだろ!?」

　他の目的でしばし保管してなかった、お前!?

　まぁ、確かに、それあれば説明死ぬほど早いけどさ！

「とにかくこれを見ろアディ。いかにお前がぬるい意見を口にしているか骨身にしみてわかるぞ」

　いうとイグナレスは、アディに〝Ｔｏ　Ｌ○ＶＥる　ダークネス〟を手渡す。

「ぬるいって何がよ。要は男子なんてぱんつ見せときゃいいんじゃ……」

　いいながら、ぱらぱらページをめくり始めるアディ。

　すると。

　数秒後だった。

「は、はぅ!?」

　アディが、途と端たんに、これまで見せたことのないくらい赤い顔になった。

　ギクシャクとした動きで本を頭上に掲かかげながら、

「な……ナ・ニ・コ・レ!?」

　何な故ぜかカタコトで、救いを求めるように説明を求めた。顔が茹ゆで蛸だこのように赤く、瞳ひとみは泣きそうに潤うるんでグルグル回っている。

「はわわ……泡あわが……触しよく手しゆが……泡……触手」

　壊こわれて、よろよろとした動きで、とりあえずぼくに本を渡わたすアディ。

「それが現在のスタンダードだ」

　イグナレスは、堂々といった。ウソつけ!?

「あまり詳くわしくはないが。一部には、これを上回るような作品もあるらしい」

「コ、コレヲ、ウワマワル……!?」

「つまりね、あっちゃん、××××を○○して、それで△△△を……」

　ユキがコイツも何故そんなに詳しいのか、詳しよう細さいをアディにひそひそと吹き込む。

　その説明を聞き終えた頃ころには、アディは瀕ひん死しの状態で頭から煙けむりを出し円えん卓たくに突っ伏ぷしていた。

「すいませんでした」










[image: ]










　そしてポツリともらす。

「私が甘かったです。ここまでしなきゃいけないなら……色仕掛け……幾いくら妖よう婦ふと呼ばれる私にも無理です」

「「「それでいい」」」

　その反省の声に満足気に頷うなずくぼくら。

　マジ昨今のラブコメなめんなよ！　ぼくには全く関係ないけど、書いてる方は大変らしいんだから！

　不思議な憤いきどおりと共に、アディに渡された〝Ｔｏ　Ｌ○ＶＥる　ダークネス〟を学ランの内ポケットにしまおうとするぼく。

「い、いや山田……ドサクサに紛まぎれてオレのＴ○ＬＯＶＥるパクろうとしても無理だぞ……」

　が、イグナレスがすかさず忠告した。

　……チッ。

　ぼくも実はこの漫まん画がのファンだし、なんとか入手したかったのだが……。

「……わかった。後で郵送で返すわ」

「いや、今手渡しで返せよ!?　意外と往おう生じよう際ぎわ悪いなお前!?」

　その後、ぼくとイグナレスの不毛なＴ○ＬＯＶＥる争そう奪だつ戦せんが一瞬行われた。……チッ。




「全く話にならんな」

　アディの案を全員で一いつ蹴しゆうした後。

　嘆たん息そくと共に立ち上がったのはイグナレスだった。

「やれ触手だの泡だのＴ○ＬＯＶＥるだの。そもそも、恋こいの始まりに色気などと不純な動機を織り込んだのがお前の失敗だ、アディ」

　やたら自信満々にいうイグナレス。まぁ……触手だの泡だのＴｏＬＯ○Ｅるだのを持ち込んだのはお前なんだけどな。

「フ、フン……偉えらそうに。だったらアンタはどうなのよ？」

　ちょっと悔くやしそうに反論するアディ。

「アンタは私よりいい、究極の【出会いプラン】持ってるワケ？」

「愚ぐ問もんだな」

　イグナレスは即そく答とうした。

「オレは女にもなれるが基本は男だ。だから、男が悦よろこぶ出会い方は弥いやが上うえにも理解できてしまう。

　見ろ……これが全世界の男子が憧あこがれる、理想の、異性とのピュアな出会い方だ！」

　いいながら、ドン、とフリップを出すイグナレス。

　そこには──こう書かれていた。




【家に帰って風ふ呂ろに入ろうとする主人公。するとそこには見知らぬ少女が入浴していた。そこで母親登場。その見知らぬ少女を家で預かるので、しばしその少女と一つ屋根の下で暮らすことになる旨むねを告げられる。

　思春期真っ盛さかり、多感な主人公と少女の同どう棲せいにはちょっとＨな危険がいっぱい？

　正統派同棲巨きよ弾だんラブコメディ、イグナレス物語♪

　来週号より連れん載さいスタート!!

　……的な出会い】




「「長っ!!」」

　再びシンクロしながら突っ込むぼく＆ユキ。

　ちょ、このフリップってそんなに文字書き込むもんなの!?　なんかお笑い芸人のちょっと凝こった大喜利回答みたいになってるけど！

「ていうか……どこがピュアなのよ!?」

　そしてアディは当然、最高に納なつ得とくいかない表情でイグナレスに怒いかりの稲いな妻ずまの矢を投げつけていった。

「むしろ私の案より若じやつ干かん不純じゃない!?」

「勘かん違ちがいするな」

　しかしイグナレスは煙の中、平然と弁解。

「これは色気は添そえ物。むしろ本筋は、洗せん濯たくカゴに入ってる下着見てドギマギするシーンや、夜、寝ねぼけて布ふ団とんに入ってきた少女とドギマギした挙句、朝に目覚めた少女にビンタされる等、フィクションでしかみることの出来ない妄もう想そうシーンを肉体的に追体験して恋こい心ごころを加速させていく部分がウリで……

　お前ならわかるハズだ、山田」

「い、いや、ぼくを巻き込むなっ！」

　正直わかる。わかるが、ここで同意するとぼくも女子陣じんに白い目で見られるので、ぼくは全力で否定した。

「て、ていうか、いっくん？　そもそもこの企き画かく、どうやって実現させるの？」

　そして一番根本的な部分にメスをいれたのがユキだ。

「む？　と、というと？」

「魔ま王おう様、精神体だからお風呂入らないし。いきなり冒ぼう頭とうの設定、再現不可能だよね？」

「……………………」

「あと、魔王様に、〝今日からこのコこの部屋で預かるから〟っていえる立場の人って、誰だれ？　魔界に、魔王様よりえらい魔族いないんだから、勝手に部屋割りとか変えられないと思うんだけど……」

　さらにもう一いち撃げき斬きりつけるユキ。

　そこでイグナレスは、何かを思い出したように、ぽん、と手を打った。

「あ、そうか……忘れていた。これ、魔王様を対象にした作戦だったのか」

「はあ!?　そこ忘れたの!?」

「ああ。なんかてっきり、いつのまにか、理想のラブコメ漫画の出会いのシーンを語らう時間だと勘違いしていた……」

「ぼ・く・の・残・留ゥゥゥ！」

　バンバンッ！　ぼくは円卓を叩たたきながら大抗こう議ぎした。

　じゃあ、一体、今のイグナレスのターンに費ついやした時間なんだったんだよ！

　これ、あれだよ？　部活の部室でも四天王大喜利大会でもなんでもないんだぞ!?　真しん剣けんな会議！　みんなしっかりして！




「やっくんのいう通り。お遊びが過ぎるよ、あっちゃん、いっくん！」

　すると次に、そんなぼくの怒りに同調してくれる存在が現れてくれた。

　顔に僅わずかにかかった蒼あおい前まえ髪がみを揺ゆらしながら、ゆっくり円卓から立ち上がった少女……ユキである。

「久しぶりの円卓。みんなが浮うかれたくなる気持ちもわかる。けど、四天王たるもの……ううん、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』たるもの。てぃーぴーおーをわきまえなきゃっ！」

　珍めずらしく強気な態度で、真剣にアディとイグナレスに叱しつ責せきの言葉を飛ばすユキ。

「ユキ……？」

「今大事なことは何？　フザけること？　目先の笑いをとること？　相手の案を蹴け落おとして自分の案を通すこと？　違う……全部違う。

　今大事なことはたったの一つ。

　魔界で一番大切な仲間……やっくんを魔界に残留させることでしょう？」

　アディとイグナレスを一いつ喝かつするようにいう、ユキ。

　その一言に、アディとイグナレスは、雷かみなりに打たれたように衝しよう撃げきを受けた表情を見せ、次の瞬しゆん間かん、ウソみたいに反省と後こう悔かいの表情を見せた。お、おお!?

「そうね……その通りよ。私達が浅はかだった」

「……だな。正直、オレも、忘れてたフリしたけど本当は狙ねらってボケていた……。みんなから一笑いとりたいって。オレはなんだか自分が恥はずかしい……」

「うん……お前はほんとに恥ずかしいな……!?」

　ぼくはすかさず突つっ込んだ。やっぱお前わざとフザけてたな！

「けど安心して、山田、ユキ。私達はいま、自分を取り戻もどした」

「ああ。みんなは一体の為ために。一体はみんなの為に。山田、オレはお前の為に私欲を捨てる。なんとしても山田を魔界に残留させよう！」

　スッキリした顔で再び瞳ひとみに炎ほのおをともすアディとイグナレス。

　お、おお……？　アディ達のやる気が再燃した……？

「ありがとう、あっちゃん、いっくん。わかってくれて。これなら、わたしの案を発表しても大だい丈じよう夫ぶそうだね」

　そしてそんな二体のリアクションをみて、ユキは、感動のあまりか、涙なみだすら目元にためながら満足げに呟つぶやく。

「ん？　ユキ。あんた、案思いついてたのに寝かしてたの？」

「うん。ちょっと真ま面じ目めな案だから……あんなフザけた空間じゃいいにくくって」

　少し照れくさそうにいう、ユキ。

「でも、これならいえるね。みんなもう、目が真剣だもん」

　その一言に、ぼく、アディ、イグナレスが頷く。確かに。ぼくらも、もうモードを切り替かえていた。おふざけモードは終わりを告げていた。

「よろしく頼たのむ、ユキ」

　と、イグナレス。

「ユキ、この空気をあんたの案で変えちゃって」

　熱っぽくいうアディ。

「わかった……いくね」

　ユキはぼくらのそんな熱意に、コクリと頷き、

「わたしの考えた究極の【出会いプラン】は……これ」

　いいながら、トン、とフリップを出す。

　するとそこには……こんなことが書かれていた。




【部下の結けつ婚こん式しきで旧知の女性と再会、意気投合し恋仲になる……出会い】




「な、何か急にリアルだな……!?」

　まさかの現実的すぎる提案に、ちょっと困こん惑わくした。

　今までぱんつとか同棲とかいってたのに、急にアラサー女性のリアルな出会い方パターンみたいの出てきたぞ……!?

「ま、まぁ、魔王様とたまたま再会できる女性って誰だという問題はあるが…………」

　イグナレスも、少し戸と惑まどいの表情で、

「しかし確かに、今までのオレ達の二案に比べれば、まだ実現可能な気はするな。

　一説では、結婚式に出席した未婚者は、通常時より、かなり結婚や恋れん愛あいに対する関心を高めているという話も聞くし……」

　納得するようにいう、イグナレス。確かにそれはわかる。

「いや、ちょっと待ってよ」

　しかし、そんな、ややユキ案に傾かたむきつつあるぼくとイグナレスの姿をみて……アディが、冷静に突っ込んだ。

「この結婚式って。誰と誰の結婚式に魔王様呼ぶのよ」

　何か苦々しい顔でいうアディ。

「魔王様を来らい賓ひんとして呼んでいいのは、古来、魔軍司令官、又または、四天王級の超ちよう高こう位い魔族の結婚式だけって決まってるでしょ？　このメンツに、今、結婚する予定のある奴やつなんかいる？」

「え？　う、うん……だから」

　そこまでいうと、ユキは、モジモジと身体からだをゆすり。

　全然気づかなかったが、今出しているフリップにいつのまにか装着されていた、朝のワイドショーなんかでよく見る、文字を隠かくす為のシールをぺり、とめくり。

　さっきのフリップの完全版をぼくらに見せる。

　そこには最終的に、こう書かれていた。




【わたしとやっくんの結婚式で旧知の女性と再会、意気投合し恋仲になる……出会い】




「却きやつ下かァッッ！」

　稲妻より速い反応で、異様に激げき怒どしているアディがそのフリップを真っ二つにへし折っていた。

「ああ!?　何するのあっちゃん!?　わたしとやっくん近日中に式あげるから、是ぜ非ひそれを使ってもらえればと思っただけなのに……」

「い、いや、待ってくれ」

　ぼくは赤面しつつやんわりと抗議する。

　確かにぼくはユキに告白されたし、しかもぼくもユキを嫌きらいではないが。

　ぼくらの話、そこまで進んでたっけ!?

　もしかして、ユキが特に返事求めてこないのって、なんか既すでにユキの中でいろいろプラン出来上がってるから……!?　なんかコイツ、段々開き直ってきやがったな。

「だ、だって、魔王様呼ぶには、もうわたしとやっくんが結婚するしかないよ!?」

　尚なおも食い下がるユキ。

「な、何でそうなるのよ!?　例えば私と山……」

　とアディがいいかけ、ハッとなって首を振ふり、

「う、ううん。た、例えば、山田と、イグナレスが結婚したっていいわけじゃない!?」

「何でそうなる……!?」

　マジで何でそうなる……!?　ぼくとイグナレスにそんなフラグたったことあったっけ……!?

「た、確かに……。オレもこのラブコメの円えん環かんに加わるには、もはや山田と結婚でもするしかないが……！」
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　そして何な故ぜかイグナレスは唇くちびるを嚙かみつつ前向きに検討しだしていた。いや、やめろ！　目先の笑いの為にぼくと籍せき入れんな！

「と、とにかく！　四天王同士で結婚とかしなくちゃいけないなら、結婚式案はなし！　他の案で考えようぜ!?」

　なんかややこしくなりそうなのでこの案を全面的に却下するぼく。

「いいと思うんだけどなぁ……この案」

　ユキだけはあまり納なつ得とくしてない表情だったが、コイツ、なんか本当にぼくに告白したこと開き直ってきたな……。




　そんな具合に、ぼくらは会議を続けていくが……その後も、正直、状じよう況きようはさほど変わらなかった。

　原因はわかってる。

　円えん卓たくの相変わらずな、本質を見失わせるグダついた雰ふん囲い気きはもちろんだが……

　それより、何より、ぼくら『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』が恋愛について疎うとすぎるのだ。

　出る案は基本、

　・トーストくわえて小道でぶつかる、等、浅い案（主にアディ）

　・エロ、又は、行き過ぎたエロ（イグナレス）

　・いろいろいうが、結局、ぼくとの結婚にこじつけようとする案（ユキ）

　・それ愛情表現っていうよりストーカーだから、と注意勧かん告こくされる案（ぼく）




　……等々。犬のえさにもならないような駄案だけが山のようにつみあがっていく。

　そして、会議開始から六時間経過した頃ころには。

　そんな駄案すらもいよいよ出なくなり、円卓の間に、重苦しい空気が漂ただよい始めた──。




　　　　※




「難しいわねぇ……理想の恋愛ってぇぇぇ……！」

　ガリガリガリガリ。頭をかきむしり、髪かみをボサボサにしながらいうアディ。

「ん……じゃあ、こういうのはどう？　わたしとやっくんの結婚式に……あれ？　この案、もういった？」

　迷めい走そうしすぎて、最初の案とまったく同じフリップを出しかけるユキ。

「まずい……用意したフリップがもうないぞ？　オレ、買ってくるか？」

　どこに行くつもりなのか知らないが。どこかにあるフリップ屋に行こうとするイグナレス。

「あ、あのさ……」

　そんな限界を迎むかえる行き詰づまりを見て、ぼくはさすがに、切り出すことにした。

「無理なんじゃないか？　もう。このアディ案は」

「ハァ!?」

　その意見に、アディがイラッとした表情を浮うかべる。

「何いってんのよ……何で？　これからじゃない！」

　不ふ機き嫌げん全開でいってくるアディ。

　これは関かかわると余計こじれそうだと見たのか、それとも疲つかれてただめんどうくさいのか、ユキとイグナレスは複雑な表情で何もいわない。

　……ので、ぼくがいうことにした。

「う、うん。まぁ、確かに、こっから粘ねばって、数時間後に盛り返す可能性もあるけど……でも普ふ通つうに考えて望み薄うすだって」

「何で？」

「だって、ぼくら、恋愛方面、全員苦手じゃん」

　いうしかないので、ぼくはいった。

「ぼくがまぁぶっちぎり苦手だとしても……イグナレスとユキは、意見は出るけど、一いつ般ぱん的には共感されない特とく殊しゆ思想の持ち主だし……」

「あ、ありがとう、やっくん……」

　ユキが何故か照れているが、いや、別に褒ほめてないんだけどな……!?

「で、アディ、お前だって、恋愛企き画かくで楽勝に魔ま王おう様改心させられるくらいの……恋愛マイスターじゃないじゃん。現状」

　というか、一応、気を遣つかってだいぶオブラートに包んでるが、実際には、恋愛経験皆かい無むって点で、ぼくと大差ないしな。アディ。

「恋愛武器にする程ほどには、ぼくら、恋愛に明るくないんだよ」

　ぼくは結論をいう。

「だから、時間もないんだし。今からでも別企画に変へん更こうしたほうが…………」

　といいかけるぼくだったが……。

　そこで、異変が起こる。

「あつっ!?」

　急に指にバチッときた。何にも触ふれていないのに、指先に静電気が走ったのだ。

「えっ？」

　それでぼくは気づく。

　異変は前方……雷のアーディンブルグから起こっていた。

「……恋れん愛あいマイスターじゃない？」

　グゴゴゴゴ……髪を逆立て、空気を振しん動どうさせ、周囲に放電しながら、笑っているような──しかし、どうも殺気がまじっているような気もする声で、アディはボソリと呟つぶやいた。

　ウッ……なんだ？　ぼく、何か、地じ雷らい踏ふんだか？

「恋愛に明るくないですって……!?」

　グゴゴゴゴ……！　さらに地じ響ひびきを大きくしながらいうアディ。

　な、何だ。何この怒いかり？

「や、やっくん……わたし、ちょっとトイレいってくるね？」

「ではトイレまでオレがエスコートしよう。あとよろしくな、山田」

　そしてそれを見たユキとイグナレスが、何かを察したのか、尋じん常じようじゃない判断の速さでバタンッ。電光石火に円卓から姿を消した。

　オイッ!?　ぼくもトイレ誘さそってくれ！

「フフ……上等じゃない山田」

　そしてアディは、どう見ても怒りを無理矢理押し殺してるとしか思えない怖こわすぎる笑えみでぼくを見ながら、ガシッとぼくの両りよう肩かたに両手を置き、いうのだった。

「マジ上等よ。私がどんだけ妖よう婦ふで、どんだけ恋愛経験豊富か知ってんの？」

「え、い、いや、だってお前が妖婦キャラじゃないのは周知の……」

「見せてあげる。私の女子力──妖婦力を」

　そういうとアディがぼくの胸むな倉ぐらを摑つかみ、ダッ！　まるで凧たこでも飛ばしているように軽々ぼくを持ち上げ、行き先も告げず、ぼくをどこかへ強ごう引いんに連れ出そうとする。

「オ、オイ、どこ行くんだよ!?　会議は!?　ぼくの残留作戦は!?」

　ぼくは必死に悲ひ愴そうな叫さけびをあげるが、

「女には時にそれ以上に大事なことがあるのよ……!!」

　アディはそういい切るだけで、ぼくの意見に全く耳を貸さなかった…………！




　　　　※




　そして、そこからが、また地じ獄ごくだった。

　スドドドドド！　アディはぼくが地面に水平に浮かぶような速度でぼくをひっぱり、魔王城を走り回り始めたのだが……

　いつまでたっても、どこにも辿たどり着かないのだ。

　六六六階ある魔王城を、楽しく歩く部下のスライムやオークなどを驚きよう愕がくさせながら上がったり下がったりまた上がったり下がったり下がったり……しているのだが。

　結局、どこにも立ち止まらない。

「うぅぅぅ……」

　段々焦じれてきたような声を漏もらすアディ。

「な、なぁ、どこ行こうとしてんの!?」

　ぼくも宙に浮きっぱなしでそろそろ疲れ果てていた。助け舟ぶねを出すことにした。

「もしかして、自分が妖婦であるってコト証明できそうな場所……!?　だ……だったら、ほら、なんかいかがわしい大人のバーとかは……!?」

「い、いやよそんなの、なんか怖……じゃなくて。いつもいってるけど、今日は、気分のんないのよ！」

　苦しいいいワケをぶち込むアディ。

「そ、そう。じゃあ……お前に昔フラれたって奴やつ（って口裏あわせてくれそうな部下）がいる場所は？」

「そういう部や下つは全員非ひ番ばん……もとい、星の数ほどいてすぐには思いつかないわよ！」

「じゃ、じゃあ、こういうのはどう？　今からお前の自伝聞かせてくれ！　お前の妖婦伝説！　ぼく、それ聞いたら、絶対信じるから！」

「私がそんな口うまくないのアンタ知ってんでしょ!?　てか、信じるからって、現状信じてないの丸出しじゃん！」

「じゃあ一体どうすりゃいいんだよ!?」

　ぼくは泣きたくなった。というか、意味がわからない。

　何でコイツ、急にこんな怒おこって、妖婦キャラとか恋愛経験が豊富だとかぼくに示そうとしてるんだ？　自分が何のスイッチを押してしまったのかまるでわからない。

「クソ……もうここでいいわ！　ここ、なんかいかがわしそうだし！　ここならそれなりに妖婦でしょ!?」

　そしてアディが、しびれを切らしたように、走っていた廊ろう下かの脇わきにあった禍まが々まがしい紋もん様ようの入った黒い門を蹴け破やぶり、中に突とつ入にゆうする。

　中に広がっていたのは──




　　　　※




【ＺＯＯ】

　最初にぼくとアディの目に入ったのは、そんな看板。

　そしてそこから見えるのは──

　小さなガラス張りの部屋に入れられ、やる気なさそうに遊ぶ全身目玉だらけのパンダ……のような生き物。

　部屋の中央にある、崖がけのように大きなくぼみの中央には、岩山があり、そこに、棍こん棒ぼうを振ふり回すあまりにも野や蛮ばんそうな風ふう貌ぼうの黒い猿さるが走り回っている。

　その隣となりには、二足歩行で歩いている、下半身だけ骨になっている狸たぬきのような生物。

（ウソだろ……？）

　ぼくは状じよう況きようを理解し、どっ、と汗あせをかいた。

（ど、どうぶつえん？）

　何な故ぜ魔王城の中にこんな場所があるのか、そこにはさほど驚おどろかない。雀ジヤン荘そうだろうがサウナだろうが洋服屋だろうが、何でもあるのだから、この城の中には。

　ただ、タイミングとしては最悪だった。

　隣を見る。そこには──羞しゆう恥ちに身体からだを震ふるわせているアディの姿。

（ウソだろ……!?）

　その姿にぼくはもう一度絶望する。

（自分の妖婦力示そうとして……ど、どうぶつえん連れてきちゃったの？　この人？）

　ダサ…………ッ！

　死ぬほどダサかった。どうぶつえんデートって……妖婦っていうか、幼よう稚ち園えんでもけっこうしっくり来るけど……!?

（最悪だ）

　いたたまれねぇ。ぼくは目め頭がしらを押さえた。

　この異常な状況、どうすればいい……!?

　と、とにかく、アディの気持ちを傷つけないようにしなければ……。

　ぼくは必死に頭を回し、とりあえずこういってみた。

「わ、わかるわかる。やっぱ現代の妖婦はどうぶつえんだよな？」

「もういいわよ…………」

　しかし、効果はなかった。

　アディは完全に気持ちの糸が切れたようにいうと。ドサリ。その場に力なく座り込んだ。

「白状するわ。実は私……今まで彼氏できたことないの。私……全然妖婦なんかじゃなかったの」

「そ…………そう」

　あまりにも予想通りすぎて、リアクション取るのもなんか大変だが。とりあえずぼくはいった。

「というか、ぶっちゃけ……誰だれかに好きになってもらったことは勿もち論ろん、誰かを好きになったこともほとんどないの」

　ガクリと項うな垂だれながら、アディ。

「ほ、ほう」

　それに関しては、多少意外だった。好かれたことも、好いたことも？

「え、けど、ヴェルムドア先せん輩ぱいは？」

　四天王選手権で散々てこずらされた、先代『知』の四天王、おかっぱ頭のヴェルムドアのことをぼくは思い出す。

「お前、あの人にけっこう憧あこがれてたんじゃ……」

「憧れは憧れよ。憧れと好きとは違ちがう。最近、やっとそれに気づいたの…………」

　なんか……思いがけないほど、重い口調でいうアディ。ふーん……？

「で？　……よくわからないんだけど」

　よくわからない。

「何で急に、ぼくに妖婦だなんて思わせようとしたん？」

　そこがいまひとつ意味がわからなかった。実際の妖婦が清純ぶるなら、まぁともかく。清純な子が妖婦に見せかける意味がわからない。

「ぼくに妖婦だって思わせて、お前になんか得、あったわけ？」

「得って……だって悔くやしいじゃない」

　アディはスネたようにいう。

「ユキは恋愛できるのに。私は恋愛できない女だなんてアンタに思われたら……なんか悔しいし。その……減点対象になるかなって。私とユキを、その……アンタが……天てん秤びんにかけた時、にさ」

　ますますスネたような口調でいうアディ。

「…………は？」

　何いってんのコイツ……と一いつ瞬しゆん思ったが。

　その瞬間、ぼくとアディの、とある会話が脳のう裏りに蘇よみがえった。




　それは、四天王選手権、準決勝での一幕だ。

　敵チーム……前『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』のリーダー、エカリテに、ぼくとアディが既すでに交際しているというとんでもないデマを流され、ぼくは反論した。

　アディをけっこう可愛かわいいと思う瞬間もあるが、ぼくらは事実交際していない、と。

　しかし、つい、というか、無意識のうちに、というか。思わず付け加えてしまった主観的なぼくの感想、

「けっこう可愛いと思う」

　が、思わぬ展開を呼ぶ。

「え？　けっこう可愛いって……。

　アンタ……

　わ、私のこと、そんな風に思ってくれてたの??」

　アディが、まさかの、まんざらでもないリアクションを示したのだ。

　さらにアディはそこで、さらに重ねてこういった。

「で、でも……ダメよ。私にはヴェルムドア先輩がいるし……。ま、まぁ、そりゃ、正直、たまにアンタのこといいな、とは思うこともあるけど……」

　と。




　その後、結局、四天王選手権準決勝、決勝と、激戦続きになってしまい、そんなことにかまってる間もなく……。ユキの問題と同じく、ぼくらの間でその辺の問題はウヤムヤになってしまっていたが。

　と、ということは……この話は、未いまだ、活いきていたのか？

　慄おののいていると、アディは頷うなずき、さらに続けるのだった。

「結局ユキに先越こされちゃったし……まぁ、私のほうが、自分の気持ちに気づくの遅おそかったんだから仕方ないんだけど……。でも、私だって、ユキと同じ……ううん。ユキに負けないくらいアンタのこと──」

「ちょ、ちょっと待ってくれ……」

　ぼくは動どう揺ようしながらアディを止めた。

　顔が熱い。

「て、てことは、お前が妖よう婦ふぶったり、恋れん愛あい経験あったりするよう見せ掛かけてたのは……ぼくを、い、意識してのこと？　だったの？」

「そ…………そういうことに……なる……わね」

　ほとんど死にそうなくらい赤くなりながらいうアディ。

　え……えぇぇぇぇぇ……!?

　その熱気にあてられ、ぼくもしどろもどろになりながら、一歩、二歩と後ずさる。

　な、何この展開……!?

　ていうか──

「ぼくなんかの……どこがいいんだ？」

　そもそも、大前提の、そこが理解が出来なかった。当たり前だが……ぼくのことはこの世でぼくが一番よく知っている。ぼくの知る限り……アディやユキが、ぼくと付き合うメリットはゼロだ。

　連れて歩いて周囲に見せびらかせるほどのルックスしてるわけでもない。

　将来の心配しないでいいような大金を持ってるわけでもない。

　何か困った時にアディ達を助けられるような、機転や腕わん力りよくを持ちあわせてるわけでもない。

　だから、ちょっと卑ひ屈くつに思われるかもしれないが……ぼくは、本気で理解できなかった。

　ぼくのどこかに、アディやユキが良しとする部分があるか？

「し、知らないわよ、そんなの……」

　すると、アディは俯うつむいたまま、ヤケのような口調でいった。

「気づいたら……そうなっちゃってたんだもん。よくわかんないけど……恋こいってそういうもんなんじゃないの？」

「…………」

　コ、コイツ、なんて破は壊かい力のあるセリフを……！

　そういわれると、ぐぅの音も出ないが。

　しかしアディは、それでも、なんとか言葉を探し、

「強しいていうなら……。やっぱ、アンタって、何でも受け止めてくれるからじゃない」

　そういってくれた。

「受け止める？」

「うん。まぁ、人間なのに魔族である私ら受け止めてるって時点で十分凄すごいけど……」

　アディは言葉を探しながら、

「アンタって、私らがどんなにめんどくさいことやっても、暴走しても、結局最後まで付き合ってくれるじゃん。そういう人なら、もしかして……こんな、女として、ダメで非ひ魅み力りよく的な私でも、まるごと受け入れてくれるんじゃないか……そんな風に思うこともあるのよ」

「ふ、ふぅん……」

　いまひとつよくわからないが……。

（しかし……ダメで非魅力的……か）

　これもにわかには理解できないが……しかしアディは、明らかに、謙けん遜そんとか冗じよう談だんではなく、本音でいってる。

　つまり……案外……ぼくのほうから見た限りだと、アディも、ユキも、別に女子としてダメで非魅力的だなんて思わないし、むしろこんだけルックスいいんだから、女子としてのコンプレックスなんかまるでなさそうだけど。

　それも、ぼくみたいな鈍どん感かん男子がよくやりそうな勝手な思い込みで。

　案外、アディもユキも、自分にそんなに自信がないのかもしれない

　だから…………自分が妖婦だといって、恋愛経験がないっていう、ぼくから見たら、何の減点対象にも傷にもならないような些さ細さいなことも、カモフラージュして隠かくそうとしたり。

　たかが、ぼくがなんだかんだ最後まで付き合うことなんかを嬉うれしく思って……その……好きになってくれたのかもしれない。

　だとしたら…………そんなに悪い気はしないが。

「でも、もう……それも終わりよね」

　と、いろいろ考えていると、アディがいきなり、意味深なことをいった。

「ん？　終わり？」

「うん。だって……こうやって私が妖婦じゃないことが露ろ呈ていした以上。さすがの山田も私を受け止めることは出来ない。これで私とアンタがくっつく可能性は無くなった。

　私……旅に出るわ」

　ニコォ……弱々しい笑えみで、わけのわからない結論に辿たどり着くアディ。

　はあ!?

「い、いや、なんでそうなる!?」

　なんかコイツ、恋愛に関してはユキと真逆……意外にネガティブ!?

「だってもう可能性ゼロじゃん」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだって。むしろ、妖婦じゃないほうがぼくみたいな恋愛初心者は安心するから」

「ほ、ほんと？」

「ほ、ほんとだ」

「じゃあ、ユキじゃなく、私と……付き合う？」

「……………………」

「やっぱりね。サヨナラ」

　スッ、とぼくの前から立ち去ろうとするアディ。

「いやいやいや！　ま、待てよ！」

　ぼくはそれを慌あわてて止めるのだった。

「いきなりンなこといわれても無理だって！　こんな恵めぐまれた状じよう況きよう、人生で経験したことないんだから！」

「……じゃあ、どうすんのよ」

「だ、だから……それは……ぼくの魔ま界かい残留が決まった後、結論出すわ」

　ぼくは必死にいった。

「魔界に残ることが決定したら、しばらくじっくり考えてから、結論出す。どうだ？　悪くないアイデアだろ？」

「……それって先延ばしじゃん……」

「ウッ……い、いや、そういうつもりでも……あるけど……」

「…………。まぁいいわ」

　すると、そんなしどろもどろになるぼくを見て、アディは、嘆たん息そくしながらいった。

「それで許してあげる。まずは、アンタの残留に全力尽つくしましょう」

　アディはいう。

「お、おお？」

「でも……せっかくの二人きりの大チャンス。……このままみすみす逃のがすのは惜おしいか……」

　そういうと。アディは、少し緊きん張ちようした面おも持もちで、ガシッ！　ぼくの両りよう肩かたを摑つかみ。ぼくを動けなくした。

　ん!?

「ユキも、隙すきあらば結けつ婚こんに持ちこもうとしたり、油断ならない奴やつだから、今後いろいろ仕し掛かけてくるはず。その罠わなに山田が落ちないうちにリードを……」

　そして、目を見開き、完全にテンパった様子で、ぎこちなく、ゆっくり、こちらの顔に顔を近づけてくるアディ。

　オ、オイ……まさか……！

　電光石火の展開に、完全に身体からだを硬こう直ちよくさせ、その衝しよう撃げきを覚かく悟ごする、ぼく。

　──しかしその瞬しゆん間かんだった。

「へぇぇ。魔王城のどうぶつえんって、いろんな動物がいるんだね？　いっくん！」

　いきなり、ぼくらの前方から、妙みようにこれみよがしに大きい声がしたので、ぼくらは慌てて距きよ離りをとった。

「チッ……！」

　アディはなんか腹立たしそうに歯は嚙がみしながら、カッ！　前方上方に、ミラーボールのような雷らい撃げきを放つ。

　するとそこに浮うかび上がったのは──

　いつのまに現れたのか。

　イグナレスと並んで歩きながら、楽しそうに前方の動物──猿さる山やまの猿──を見ている、ユキの姿。

「ユ、ユキ!?」

　ぼくが驚おどろいていると、

「あれ？　やっくんにあっちゃん？　奇き遇ぐうだね！　わたしも、トイレ行こうとしたら迷っちゃって☆」

　屈くつ託たくのない……ないよな？　笑顔を浮かべながらニッコリいってくる、ユキ。

「ほ、ほほう。トイレ行こうとして、どうぶつえんにねぇ。しかもこのタイミングで。中々の奇遇じゃない、ユキ」

「うん！　何か、面おも白しろい泥どろ棒ぼうネコさんでも見られるかなって。人が先に告白した相手を奪うばうような？」

「アハハ。どうぶつえんにネコはいないでしょー。ね？　山田」

「ハ……ハハ……」

「まぁ、いても、そういうネコはタイプじゃないと思うけどね、やっくんは。ね？　やっくん？」

「う、うぅん……どうだろね？」

　何この四天王選手権決勝戦より緊きん張ちよう感ある空気。死……死にそう……？

「なんとかしろ……山田。このままでは魔界滅ほろぶぞ？」

　汗あせだくでいってくるのはイグナレス。何で……なんでこうなる？




　その後、ぼくは時間をかけ、両者を説得。

　結果なんとか両者が、ぼくの魔界残留が決定するまで抜ぬけ駆がけをしない〝淑しゆく女じよ協定〟とやらを結び、これからしばらくは、目だった抗こう争そうが出来ない状況にはなった。

　しかし問題があった。

　その協定を結ばせた頃ころには、既すでに最初の会議から二○時間が経過していたのだ。

「ふわ……あーなんか疲つかれた。じゃ、残念だけど、今日はこれで解散しましょっか？」

「賛成ー。一いつ緒しよにお風ふ呂ろいこっか、あっちゃん」

「オレは帰って寝ねる。じゃあな」

　そして、普ふ通つうに解散。

「いや……」

　あれ!?　ぼくの残留計画は!?

　魔王城中腹、円えん卓たくの間。

　そこでは、どんな逼ひつ迫ぱくした状況でも。

　今日も今日とて、会議だけは、絶対進展しない……！










　第三話　ゲーム旅行と四天王







　翌日──。

　ぼくの人間界強制送そう還かんが決まってから、二日目。

　魔界での滞たい在ざい日数も残り二日の早朝。まぁ、昨日の解散からまだ三、四時間程度しか経たっていないが……。

　その、まだなんだか寝ぼけた空気の中、気を取り直すように、ぼくは叫さけんでいた。

「さぁ、二日目！　昨日のアディ案は、あんな感じで滅め茶ちや苦く茶ちやになって失速したけど……今日は、今日こそは、なんとかぼくの残留決めよう！」

「「「うぃーす」」」

　いちおう、シンクロして返ってくる、アディ、ユキ、イグナレスの声。昨日があんな感じだったので、さすがに少し疲れた顔をしているようにも見えた。

「で。今日の真・山やま田だ残留作戦という名の……事実上の、魔王更こう生せい作戦。誰だれの案で行くんだ？」

「あ。じゃあ、わたしが……！」

　そこで立ち上がったのは、蒼あお髪がみの少女、ユキだった。

「ユ、ユキか……！」

　その名乗りあげに、ぼくは、ちょっとガッカリに近いような感想を抱いだいた。

　イグナレス、アディの顔を見ると、やはり、やや落らく胆たんめいた表情をしている。

　まぁ……ぼくらがこんなリアクションになってしまうのは仕方ない。

　アディ・ユキ・イグナレスの中で、一番〝マトモじゃない案〟出しそうなの……やっぱユキだもんな。

　いや、さらにぶっちゃけよう。

　ユキのアイデンティティを壊こわしてしまうかもしれないのでみんな口には出さないが。

　全員、内心ではこう思っているのだ。

（ていうか……）

（どうせヴォルクエだろ？）




　恐おそらく理由としてはこんな感じだ。




　魔王が死にたいのは日々の生活に感動が足りないから。

　だから、ヴォルクエをプレイしてもらえばいい──と。




（無論却きやつ下かだがな）

　ぼくは円卓の下で拳こぶしをギュッと握にぎりながら決意していた。

　昨日ならまだしも……もう残り二日だ。もはやお遊びが許容できる時間帯ではない。ユキには悪いが、成功確率の限りなく低そうなヴォルクエ案は、一いつ蹴しゆうするしかない。

　そして、その思惑おもわくはアディとイグナレスも同じらしい。

　ツッコミに備え、グッ、グッ、と円卓の下で拳を握る音が続々と聞こえた。奴らも戦せん闘とう態勢を取ったか──！

　が。

「それじゃ、わたしの案、発表するね！」

　そんな中、ユキが、天真爛らん漫まんな笑みと共に、昨日のフリップに書いた案をぼくに提示する。

　そこに書かれていたのは、ぼくらの予想と少し……いや、随ずい分ぶん、違ちがうものだった。




【旅行】




　そこには──女子らしいユキの丸文字で、二文字そう書かれていた。

「「「りょ、旅行……？」」」

　全員振ふり上げた拳を中ちゆう途と半はん端ぱに頭上で止め、めんくらった表情でいった。

「りょこう……？」

「え？　う、うん。魔ま王おう様って、ずっと封ふう印いんされた身だし。自室から出てないでしょ？」

「そ、そうね……」

「それが、精神を蝕むしばませてる最大の理由だとわたし思うんだ」

　恐ろしくまっとうなことをいうユキ。

　え……えぇぇぇ!?　ぼくらは困惑して顔を見合わせた。それ、ヴォルクエ製作者の言葉か……!?

「だから、たまには、外に出たりしてもいいかなって。ゲームや漫まん画がもいいけど……やっぱり、真に生きる活力を与あたえてくれるのは、旅行なんかした時に出会う、圧あつ倒とう的な自然や、見知らぬ人々との心温まる交流だと思うし……」

「…………」

「…………」

「…………」

　その説明に、ぼく、アディ、イグナレスは、複雑な気分になった。

　な、なんだろうこの気持ち。

　ユキの案がすっごいマトモだったことは歓かん迎げいすべきはずなのに……なんか釈しやく然ぜんとしない。

　普段、魔界で培つちかわれたツッコミ精神が行き場を失ったというか……

　アテが外れたというか……。

「あ、あの……ダメ？　かな？」

　さすがにそのリアクションの悪さに、ユキも不安になったんだろう。恐る恐る聞いてくる。

「い、いや、ダメってことないんだけど……」

「もしかしてわたし……スベッた？　だ、だったらもう……自じ爆ばくしてお詫わびするけど……」

　いいながら、キィィィィ……！　半泣きで発光し始めるユキ。い、いやいや！

「わ、わかったわかった！　いや、ぼくらが悪かった！　旅行、いい！　旅行行こう！」

「そ、そうね。よく考えりゃ、いい案だったわ！」

「う、うむ。オレのコイン占うらないでも旅に出ろと出ている。ユキ案、採用でいこうじゃないか」

　必死にフォローするぼくら。まぁ、ほんと、悪いことじゃないしな！

　そんなぼくらを見て、ユキはようやくホッとしたようだった。

「よ、よかったぁ……。じゃあ、わたし、パンフレット持ってくるね？　ス○夫君達にも協力してもらって、沢たく山さん用意したから。みんなで、回るルート決めよ？」

「う、うん」

　頷うなずきながら、円卓の間から出て行くユキを見送るぼくら。

「ヤレヤレ……」

　そして出て行ったユキを見送った後。ぼくらは顔を見合わせ苦く笑しようした。

「まさかユキが、ヴォルクエじゃなくて旅行なんて案を出すなんてね……」

「嬉うれしいような、寂さびしいような、変な気分だよな」

「まぁ……何事にも始まりがあれば終わりもある。子供はいつか玩具おもちやを卒業するものだ。娘むすめの成長を祝うような気持ちで、温かく見守ってやろうじゃないか……」

　しみじみ、イグナレスのいう通り、娘の成長をまのあたりにしたような、少し寂しい、けど嬉しくもある不思議な気分をかみ締しめあう一同。

　──だからこそ、である。

「お待たせー」

　ほどなく帰き還かんしてきたユキが持ってきた〝パンフレット〟の存在に……

　ぼくらは我が目を疑う──。




　　　　※




　ユキが円卓に持ち込んだもの……

　それは、まず、ユキが一人でかかえて持ってきた、ユキの背せ丈たけの何倍にも積み重なっていた、五、六箱のダンボール箱。

　そしてユキは、その持ち込んだダンボール箱を円卓の間の床ゆかに並べ。おもむろに、一番右みぎ端はしにある箱を開きそこからとある物を取り出す。

　それは……青白い、溶とけかかった蠟ろうのような物でつくられた、妙みようにおぞましい本体に。まだ生きているのか、パクパクと動いている、何者かの眼球・口・鼻、などが、どういう趣しゆ味みなのか、アクセントのように、てんでバラバラの位置に埋うめ込まれ、さらに何者かの骨でつくられたようなコントローラーが繫つながっている……ゲーム機器。

　確かあれ……メイドイン魔界のゲーム機……サタンコンピューター……通つう称しよう〝サタコン〟だよな？

　そしてそして。

　そのサタコンの差込口部分には、こんな名前のカセットがささっていたのだ。




【ヴォルフォレカ・クエストⅠ・Ⅱ　サタコンリメイクＶｅｒ】




「「「オィィィ！」」」

　ぼくらはさすがに円えん卓たくに拳を叩たたきつけ怒ど鳴なった。

「「「結局……結局ヴォルクエじゃねぇーか」」」

　やられた……完全にやられた！

　ナメテたわ……この女のやり口を！

　こいつが、そう簡単に、持ちネタであるヴォルクエネタを手放すわけがなかった。

「え？　違うよ？　これ、単なる移植じゃなく、フルリメイクだよ？　音楽もグラフィックもサタコン用に一新。ほとんど別のゲームといっても……」

「誰も移植度合い気にしてないから！」
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　そこ気にしてたら、むしろ、ファンだろ!?

　てか、何勝手にⅠ＆Ⅱとか作製してんのコイツ……!?　そんなんまでアリになったら、永久にヴォルクエやらなくちゃいけないだろ、ぼく達！

「だ、大だい丈じよう夫ぶ。あっちゃんややっくんの意見聞いて、パスワード式はやめてバックアップ式に変へん更こうしてるよ？」

「そこはナイスだけど！」

「敵も最大出現数八四匹ひきから一匹に。魔族が仲間になるシステムも廃はい止しして、全編一人旅になったの」

「死ぬほどパワーダウンしてるな!?」

「た、確かに、フルリメイクということはある……！」

「て、ていうかさ、ユキ」

　そこで、さすがにガックリ来た表情でアディは聞いた。

「えっと。さっきの【旅行】案はどうなったの？」

「え？」

「まさか、一いつ瞬しゆん私らを油断させる為ためのブラフじゃないでしょうね……？　さすがにこの逼ひつ迫ぱくした状じよう況きようでそんなボケかまされたら……幾いくら私でもフォロー不能よ……？」

　心配そうにアディはいうが、

「え？　ちょ、ちょっと待ってみんな。ボケ？　なんでわたしが……フザけてることになってるの？」

　むしろユキは、困惑するようにそんなことをいった。

「ん？」

「え？」

「違うよ？　わたしがあくまで今回推おしたいのは【旅行】。

　但ただし──これを使ってね」

　いいながら、ユキが無む駄だに胸むな元もとから、ごそごそ……なんだろう……黒い氷で出来た、パンドラの箱のように禍まが々まがしい、ゲーム機器に見えなくもない物を出した。

「？　何よそれ？」

「これは昨日、徹てつ夜やで造った、究極のゲーム機器……その名も、ヴォルフォレカ・コンピューター……略してヴォルコン」

「ヴォルコン!?」

　なんか邪じや神しんみたいな名前だな!?

「何でもいい……やっくん、そのダンボールの中に、サタコンやフ○ミコン、スーパーフ○ミコンのソフトがたくさん入ってるから。一つとってくれる？」

「え？」

　ぼくは一瞬戸と惑まどう。

「な、何でもいのか？」

「うん。何でもいい。ヴォルコンは魔界と人間界の全機種のソフトに対応してるから」

「ドンキ○ーテで売ってる非正規ファミ○ンみたい機器だな……」

　絶対おおっぴらには公開できない。

　とりあえずぼくは……迷った結果、一番、著作権的にも安心で手近にあった、ユキのサタコンに入ってた【ヴォルフォレカ・クエストⅠ・Ⅱ　サタコンリメイクＶｅｒ】を抜ぬいて手て渡わたした。

「ほら」

「ありがと」

　ユキは受け取り、

「さすがやっくん。確かにヴォルクエⅠ・Ⅱは、デモンストレーションにピッタリかもね」

　フッ、とヴォルクエⅠ・Ⅱに息を吹ふきかけ、ガチャリとヴォルコンの差込口に差し込む。

　すると次の瞬間、中断からの続きだったのだろうか……？　前方にいつのまにか置かれていたブラウン管テレビに、すぐに、主人公とおぼしき金色の鉢はち金がねを巻いたドットで描えがかれた青年が、同じく、ドットで描かれた、城と城の間にある、緑豊かなフィールドを一人で歩いているシーンが映し出される。

「あ、ちょうどスタート地点でセーブしてるやつだ。よし……じゃあ、やっくん。ヴォルコンのコントローラーについてるＷボタンを押して」

「ダ、Ｗボタン？」

「コントローラーのＬボタンの裏にあるから」

「これか……」

　ヴォルコンのコントローラーは、サタコンのともまた違ちがい、真っ黒で棘とげのある甲かつ冑ちゆうを着た騎き士しのような形で、冷たいわ、棘があたって痛いわ、史上最悪に握にぎりにくいが……

「ほっ」

　ぼくはユキに指示されたＷボタンとやらをプッシュする。

　すると──次の瞬間だった。

「え？」

　ぼくの視界に、ありえないような物が現れていた──！




　　　　※




「っ!?」

　最初は、あまりの眩まぶしさに、頭上で爆ばく弾だんか何かが爆発しているのかと思えた。

　しかし、徐じよ々じよに目がなれ、周囲の景色を認にん識しきできた瞬間──

　ぼくは、自分の身に何が起こっているのか、理解した。

「ウソだろ……？」

　そこに広がっているのは、一面──ぼくがこれまでの人生で見たことがないような、青々とした草がどこまでもどこまでも広がっている……大草原。

　そして、一キロほど前方と一キロほど後方には、日本や魔ま界かいでは絶対お目にかかれないような、古色蒼そう然ぜんたる、ドイツやヨーロッパを思わせる城が巨きよ大だいに聳そびえ立っていた。

　そして──

　ぼくは手を目の前にかざしながら、頭上を見上げる。

　そこにあったのは──太陽。

　四ヶ月ぶりくらいに見たので、最初、それが太陽だと認識できなかったが……そこには紛まぎれもなく輝かがやく太陽が浮うかんでいた。

　つまりぼくは、四ヶ月ぶりに、日が差し、風が吹く……まるで人間界のような場所に立っていたのである。

「おっ」

「ん!?」

「ヨイショ」

　そして立ちすくんでいると、ぼくの周りに、パッ、パッ、パッ……とイグナレス、アディ、ユキが連続して転移してきた。

「な……何よここ!?」

「どこだここは……!?　まさか外部の襲しゆう撃げき犯による何らかの幻げん術じゆつ攻こう撃げきか……!?」

　そのありえない状況に、アディ、イグナレスは、油断のない目つきで周囲を見渡しているが、

「だいじょうぶだよ、あっちゃん、いっくん。ここは安全。ここは……リメイク版ヴォルクエⅠの世界だから」

　ユキはニッコリ笑え顔がおでいう。

「リメイク版ヴォルクエⅠの世界!?」

「うん。ほら、この景色見たことない？」

　ユキが周囲で指し示すのは、二つの城、その間に広がる草原……

「あ……あああああ!?」

　ぼくはギョッとして理解した。

「な、何よ山田？」

「ありえない。ここ……さっきテレビに映ってた、ヴォルクエⅠのフィールドだよ」

「えっ」

　その言葉に、アディとイグナレスは一瞬ポカンとした表情を浮かべたが……

「え……えぇぇぇぇぇぇえ!?」

「何ィ!?」

　一いつ拍ぱく置いて、事態の異常さを理解したらしい。

　そんな二人のリアクションを見て、ユキが、誇ほこらしげにデカイ胸を張った。

「そういうこと。これがわたしの最高傑けつ作さくにして、たぶん最終傑作にもなる……ヴォルコンの能力！

　ゲームの中の、ここに訪おとずれてみたい……そう思う場所があるなら、ヴォルコンに差してそのゲームをプレイし、その場面まで移動し、Ｗ……つまりＷａｒｐボタンを押せばいい！

　そうすれば、わたしがヴォルクエで培つちかった、魔術空間構成技術をフルに活用した機能が瞬時に働き──手近な無人空間に、ゲーム内の光景を魔術的に再現した仮想世界を構築、同時にプレイヤーを転移──。

　要するに、ゲーム内の光景を、ヴォルコンなりに解かい析せきして魔術で再構築した、再現世界に飛ぶことが出来るの」

「な、何……」

「再現世界……!?」

　ぼくは周囲の景色を見ながら啞あ然ぜんとする。

　再現世界……これが再現世界だっていうのか？

　太陽まで忠実に真ま似ねしてるし……風や草木の匂におい、空気の肌はだ触ざわりまで……恐おそろしいほどリアルだぞ。

「ただ、景色だけの再現だからキャラクターは誰だれもいないし。画面内に映ってるシーン以外には歩いていけないけどね」

「いや……そんなことより。ちょっと待って」

　そこで、ゴクリと唾つばを飲みこみながら、恐る恐る口を開いたのは……アディだ。

「どうした？　アディ」

「ユキ。アンタさっき、このヴォルコン。魔界と人間界の全機種のソフトに対応してるっていったわよね？」

「うん……」

「てことは……例えば……マリ○３の高速飛行船とかも行けるの？」

　恐る恐る聞くアディ。

「行けるよ」

　ユキ、即そく答とう。な、何!?

「で、では……と○メモ……いやスーパーリ○ル麻雀マージヤンとかもか……？」

　戦せん慄りつしながら聞くイグナレス。

「行けるよ（まぁキャラクターは再現されないから行ってもショックなだけだけど）」

「じゃあ、くにお○んの学校は？」

　ぼくは聞く。

「行ける」

　そこでぼく、アディ、イグナレスは顔を見合わせ──

　息つく間もなく、堰せきを切ったように、ユキに質問を浴びせかけた！

「蜃しん○楼ろうの町！」

「行ける」

「ラ○フコッド！」

「行ける」

「ゼニ○の城！」

「行ける」

「ニビシ○ィ！」

「行ける」

「ハイ○ル！」

「行ける」

「プププラ○ド！」

「行ける」

「マッドシ○ィ！」

「行ける」

「エドモ○ド本ほん田だのいる銭湯！」

「行ける」

「「「すげぇ！」」」

　さすがに驚きよう愕がくした。これは手放しで褒ほめるなというほうが無理だった。

　この女……魔界にて……全人類待望の悪魔のハード完成させやがった！

「ちょ……じゃあ、行きまくりましょうよ!?」

「ああ……もはや山田残留作戦どころではないなこれは……！」

「確かに……！」

　と、ぼく。

　いや、もう、それくらい凄すごい状じよう況きようだってこれ！

「ん？」

　と、ぼくは気づく。

「あ、もしかしてユキ……【旅行】ってこういうことだったのか！」

　そこでぼくの中で、ようやく、いろんなことに合点が行った。

「ヴォルコンを使った、ゲーム内の絶景ツアー……それがユキのいう【旅行】なんだな!?」

「うん。それなら、魔王様がいかに封ふう印いんされてて、部屋から出られなくても。いつでも、どこでも、いくらでも、旅行することできるでしょ？」

「お前…………ただの天才か！」

　山田残留作戦を考える上でも、死角ナシだった！

　確かに、こんなハード与あたえられれば……いくらあの魔王でも、自殺願望を捨て去るかもしれない！

「山田のいう通りだ。完かん璧ぺきだユキ……アディのポンコツ企き画かくとはワケが違う……！」

「ほんと……これに比べれば恋れん愛あい企画なんかつまらない企画だったわ。今、私、惨みじめな気分でいっぱいよ。許してねユキ」

　もはや全員、完全にユキを崇すう拝はいしていた。

「や、やめてよみんな……これはわたしだけの力じゃない。今までヴォルクエをテストプレーしてくれたやっくん、あっちゃん、いっくん……そして魔界全土にいる数十万のヴォルクエファン、みんなのおかげだよ？」

「ユキ……！」

「完全にお前の手て柄がらなのに……なんといういたわりと友愛だ……！」

「ユキ、あんたこそ、四天王の誇りよ！」

　ぼくらはユキを称たたえ続ける！

「えへへ。さて、それじゃ、せっかくだし……このヴォルクエⅠワールドで、魔王様をどこに案内するか。理想のゲーム内絶景ツアーのコース、決めてしまおっか」

　照れながら提案するユキ。

「早くいろんな世界行きたいのもわかるけど。まず、やっくんの問題を完全に解決してから、綺き麗れいな気持ちでゲーム世界旅行しようよ」

　誰も傷つかない、聖人の如ごとき提案を口にするユキ。

「ユキ……いや、もはや、ユキ様！」

　ユキの優やさしさに、ぼくは泣いた。

　こうして、ぼくらは、太陽の優しい光が降り注ぐ気持ちのよいヴォルクエワールドで、ゲーマーなら誰もが夢見る、ゲーム内絶景ツアー案を話し合うという……最高の娯ご楽らくを楽しむ。




　　　　※




　議論の結果──

　ぼくらが選んだ、ゲーム内絶景ツアーの（仮）案の一部は以下のようになった。





　・ド○クエⅢ／ラダトーム城前

　　理由→地下世界に降りてきたばかりの勇者の気持ちを追体験したいから（山田）




　・ファ○ナルファンタジーⅣ／バブイルの巨きよ人じん内

　　理由→大型殲滅巨人兵器フレア・モビル開発の参考に（アディ）




　・クロノ・ト○ガー／魔王城

　　理由→本場（？）の魔王城を見学したいから（イグナレス）




　・スーパーマ○オブラザース／ステージ１‐１中ちゆう盤ばん

　　理由→一度でいいからあの土管に入ってみたかった（山田）




　・ゼ○ダの伝説／迷いの森

　　理由→台座に刺ささるマ○ターソードを腕わん力りよくで無理やりブチ抜ぬきたい（アディ）




　・ロ○サガ３／火術要よう塞さい

　　理由→同じ火の四天王として尊敬している（イグナレス）




　・ヴォルクエⅠ／カンパーニュ城

　　理由→伝説の始まった場所だから（ユキ）




　・ヴォルクエⅡ／エスケンスの村

　　理由→ポールの泣きイベントが忘れられない（ユキ）




　・ヴォルクエⅢ／カンパーニュ城

　　理由→Ⅰとはうって変わってサイバーパンク風になってて驚おどろいたから（ユキ）




　・ヴォルクエⅣ／エスケンスの村

　　理由→ポールの息子むすこの泣きイベントが忘れられない（ユキ）









「うーん、中々いいんじゃないか？」

　その仮案を見て、ぼくらはご満まん悦えつだった。

「なんだかんだ、ベタなとこばっかりになったけどな……（ヴォルクエ以外）」

「結局、全部スーフ○ミからのチョイスになっちゃったわね（ヴォルクエ以外）」

「やはりドット画像が尋じん常じようじゃなく美び麗れいだから、より憧あこがれるんだろうな……（ヴォルクエ以外）」

「うーん、意外に、ヴォルクエシリーズからのランクインが少なかったね？」

　不思議そうにいうユキ。

（（（十分多いわっ……！）））

　ユキ以外全員が思った。

　しかもヴォルクエ、カンパーニュ城？　とエスケンスの村？　ばっかじゃねーか。何回ポールの泣きイベント搭とう載さいされてるんだよヴォルクエ……!?

　しかも、カンパーニュ城、サイバーパンクになってて驚いたとか……お前自分でつくったくせに、自作自演もはなはだしいわ……！

　……などと、本来ならツッコミ総攻こう撃げきでユキも火ひ達磨だるまになっていただろうが……ぼくらは今日はそんなことはしなかった。

「そうだな……せっかくだし、後でヴォルクエからはもうちょいランクインを検討しようか」

「そうね。こうなったらⅡとⅣのカンパーニュ城？　も見たいし」

「ああ。エスケンスの村を訪おとずれるのも楽しみだな。風光明めい媚びな場所と聞いているぞ」

　ユキの意見は全肯こう定てい。

　それがこの奇き跡せきのマシンを完成させたユキに対するぼくらの当然の忠誠心だった。




「うーん、それにしても……気持ちいいわねー」

　さて、意外と早くツアー内容がだいたい決まったので。

　ぼくらは、ヴォルクエワールドの草原に座り、少し休きゆう憩けいすることにした。アディがうーんと伸のびをしながら嬉うれしそうにいう。

「そういえば、この太陽？　だっけ？　確か、人間界にもあるのよね？」

「え？　ああ……あるよ」

「へぇ。じゃあ……人間界ってみんなこんなところなの？　やっくん」

　その隣となりにちょこんと座っていたユキが、興味深げに聞いてきた。

「ん？　いや……ああー、それは違ちがうなぁ」

　思わぬことを聞かれ、ぼくは一いつ瞬しゆん説明に困った。

「なんていうか……人間界って、魔ま界かい以上に、大陸ごとにカラー違うんだよ」

　そういえばこんなことアディ達に話すの初めてだったな。ぼくはアディ達に説明。

「へぇー、じゃ、まじでドラ○エみたいじゃん」

「いやいや、もっともっと全く違うんだ。例えば……確かに人間界にも、こういう場所は、あるにはある」

　ドイツとか、イギリスの都心から離はなれた場所とか、ヨーロッパ圏けん内ならな。

「へぇー」

「けど……ぼくの住んでるところは、全く違う」

「どんなところだ？」

　やはり魔族にとってこの話題は興味深いのだろう。イグナレスも、珍めずらしく前のめりになって聞いてくる。

「ん？　うーん……まず、ぼくの住んでるところは、人口密度が尋常じゃなく高いな」

　ぼくは明言。

「空気が排はい気きガスでやや灰色で……。魔王城みたいなビルがそこら中にニョキニョキ生えてて空が見えない。通勤には電車って乗り物使うけど、乗車率二○○％とかで、物みたいにぎゅうぎゅうに詰つめ込まれて職場まで運ばれていく……。学校は殺人的なくらい勉強をやらされるんだ」

「「「地じ獄ごくじゃん!?」」」

　ギョッとした表情になるアディ、ユキ、イグナレス。

　ま、まぁ、確かに、こうして言葉だけ並べると、魔界より魔界みたいだけど……日本。

「でも、まぁ、慣れりゃ、それはそれでまた楽しいんだよ。なんか、文句いいつつ戦ってる感じが」

「ふーん」

「だったら。いつかみんなで行ってみたいね……人間界」

　キラキラした目つきで、ふいにそんなことをいったのは、ユキだった。

（……なるほど……）

　ぼくはちょっと感心する。

　確かに、今まで想像したことはなかったけど……。正体バラした以上、いつかは、そういう遊びも、出来るっちゃ出来るのか？

　コイツらと秋あき葉は原ばら行ったり。ゲームショー行ったり？　ジャ○プフェスタ行ったり。

　あとは、それこそ、ジャ○プっぽい展開だと…………

　アディ、ユキ、イグナレスが転校してきて、一いつ緒しよにクラスメートになる……とか？

　正直、もう、人間界にそこまで戻もどりたいモチベーションって、実はないんだけど……それはそれで楽しそうだな。

「でもそれには、まず、やっくんの残留決めないとね？」

　そこでアツく話を締しめてくれたのは、ユキ。

　その言葉に、ぼく、アディ、イグナレスは頷うなずいた。

　確かにその通りだ。そもそも、人間と魔族の和平なんて考えもった奴やつ、そうそう運よくぼくの後あと釜がまに座らないだろうしな……。ぼくがいなきゃ、人魔の共存すら危ないかもしれない。

「よし……、じゃ、いい感じに休憩も出来たし。そろそろ決戦といくか？」

　テンションをあげながらぼく。

　その言葉に、アディ、イグナレス、ユキも頷く。

「行きましょう」

「ああ」

「わかった。じゃ、ゲームからの脱だつ出しゆつボタンを押すね？」

　ポチッ。手に握にぎられていた、コードの繫つながっていないヴォルコンコントローラーのＷボタンを押すユキ。

　その瞬間、周囲の景色が消え……

　新たな景色がぼくらの周りに広がる。

　こうして、ぼくらは、つかの間のヴォルクエワールドでの休憩を終え。

　いよいよ説得の為ために魔王の間へ向かう──！




　　　　※




　──んだとばかり思っていたんだけど……。

「よし……がんばろう、がんばろうね、みんな！」

　……なんていうのかな……。次の瞬間、ぼくの目の前には。ぼくの想像してた場所とはちょっと違う、不可解な、光景が広がっていた。

「あ、あれ……？」

「む……？」

　アディとイグナレスも同じように怪け訝げんな声をあげている。

「みんな。絶対、絶対最短でクリアして、この世界抜けようね!?」

　普ふ段だんと同じテンションなのは……一人だけ、妙みようにやる気満々の目つきで、わけのわからんことをほざいてるユキだけだった。

　ちなみに、現在、いつのまにか、ユキ、いやユキだけじゃなく、その場にいる全員のコスチュームが変化している。

　ユキは、青いマントに金色の鉢はち金がね。

　アディは露ろ出しゆつ度どの高いピンク色のビキニアーマー。

　イグナレスは緑の魔法使いの服につけヒゲ。

　そしてぼくは……ふんどし一丁。

「……………………」

　そして今、ぼくらの周りに広がっているのは、かなり薄うす暗ぐらい、扉とびらが一つだけある、円えん卓たくの間でも、魔王の間でもない、小部屋だった。

　一つだけある扉には、小さくこう書かれていた。



　　▼　ぼうけんを　はじめる






　──イヤな予感がした。

（なんだこの…………どこかで見たことのあるような展開は!?）

　ズゴゴゴゴ……周囲に凄すさまじい速度で不ふ吉きつなオーラが立ち込めていく。

「あ、あのさ。ユキ？」

　そこで、汗あせだくで、心細そうな顔で挙手したのは、勇気ある女アディだった。

　いった……！

　その質問の行く末を、ぼくとイグナレスはシリアスな顔で見守った。

「え？　何、あっちゃん？　どうかした？」

「う、うん。いや、ちょっと……ちょぉぉっと、ヤな予感っていうか。既視感デジヤブ？　っていうか。そういうもの感じるからさ。確かく認にんしたいんだけど。いいかな？」

「もちろん！」

　弾はずむような声でいうユキ。

「じゃあ、話の流れ確認させてね？　まず、私達の目標は？」

「あっちゃん……馬ば鹿かにしてるの……!?　そんなもの、やっくんの残留に決まってるじゃない!?」

　キリッとした目つきでいうユキ。

「やっくんの残留。それは、全すべてに……わたし達の命にかえても果たさなくちゃいけない、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』最大の使命だよ!?」

　絶ぜつ叫きようするようにいうユキ。う、うむ。どうやら、心意気だけは尋じん常じようじゃなく綺き麗れいでまっすぐらしい。

「じゃ、じゃあ、次ね。私達が今からやろうとしてることは？」

「もう……それも簡単すぎるよ！　〝ヴォルコン使って、魔王様にいろんなゲーム世界旅してもらう〟でしょ!?」

「「「ＯＫ」」」

　ここまでもおかしくはないようだ。ぼく、アディ、イグナレスが頷いた。

「じゃあ、最後の問題ね。ここまで好調よ、最後の一問、がんばって！」

「うん！」

「あんたの最終兵器。ヴォルコン。

　私達は、その性能を確かめるため、しばしヴォルコン使って、ヴォルクエⅠの世界に入ってた。

　でも、その滞たい在ざいは終わった。そろそろ時間もないし、私達は、その擬ぎ似じヴォルクエワールドを後にしなくちゃいけない」

「その通りだね……！」

「だとすると。私達が次にやることはなに？」

　慎しん重ちように慎重に質問を重ね核かく心しんに辿たどり着くアディ。

　その質問に、ユキは、腕うでを組み、首をひねり、熟考した後……恐おそる恐る答えるのだった。

「え？　だから……新作……ヴォルクエⅣへの挑ちよう戦せん……だよね？」

「「「なんで!?!?!?」」」

　思わず叫さけぶぼく達。

　理解不能の思考回路だった！　惜おしい！　目標・動機・状じよう況きよう認識・覚かく悟ご、すべてが直前までぼく達と同じなのに……最後の最後で結論だけが、何な故ぜかユキだけ一八○度違ちがう！

「マジでなんでそうなる、ユキ!?」

　ぼくは理解できずに聞く。

　しかしそんな理解できないぼくを、ユキは本気で理解できないように、

「え？　え？　だ、だって、もうお外出るんだよね？」

「そう！」

「円卓に戻って……魔王様説得するんだよね？」

「いかにも！」

「じゃ、じゃあ、やっぱりヴォルクエⅣやるしかないよ！」

「だ、だから、何で？」

「だ、だって、ヴォルコンは、ヴォルクエⅣのプロモーション目的でつくってるから。

　必ず一回はヴォルクエⅣの体験版クリアしないと、電源切ったり外の世界に出られないようになってるんだもん！」

　当たり前のようにトチ狂くるったことをいうユキ。

「は……はあああ!?」

　ぼくらは絶句した。

「え……え!?　ちょ、ちょっと待って。じゃあ、例えば、さっき計画したみたいに、魔王様連れてラダ○ーム城前行った後。満足して外に出ようと思ったら……？」

「ヴォルクエⅣの体験版クリアしないと外に出られないね？」

「じゃあ、バ○イルの巨きよ人じん内行って出ようとした時は？」

「ヴォルクエⅣの体験版クリアしないと外に出られないね？」

「ゼ○ダ……！」

「ヴォルクエⅣの体験版クリアしないと外に出られないね？」

「ヴォルクエⅣ／エスケンスの村行った後外に出たいときは？」

「もちろん、ヴォルクエⅣの体験版クリアしないと外に出られないね？」

「「「ふざけるな！」」」

　さすがにそこで全員我が慢まんの限界を超こえた！

　何でヴォルクエⅣの世界から出る為にヴォルクエⅣの体験版やんなきゃいけないんだよ!?　ヴォルクエノイローゼになるわ！

「没ぼつ！！！」

　そこでアディが冷静なジャッジを下した。

「ユキの【旅行】案、没！　何がユキ様よ……こんな地じ獄ごく巡めぐりしたら、魔王様の自殺願望より高まるわ！」

「え、えぇぇぇ!?」

　心底心外のように叫ぶユキ。

「で、でも、体験版できるんだよ!?　しかもわたし、サービスの為に……全五章のうち、四章までプレイできるほぼ製品版仕様の体験版にしてるんだよ!?」

「「「余計厄やつ介かいだわ！」」」

　ぼくらは敢かん然ぜんと声をあげた。四章って……ドラ○エⅣでいったら、マーニ○とミ○アの章終わるまでだぞ!?　バルザ○ク倒たおすまでだぞ!?　どんだけやりこませる気だよ!?

「何いってんのアンタ……!?」

「そうだ……せめて地味だけど楽しいト○ネコの章までにしとけ、ユキ……！」

　はき捨てるようにいうアディ＆イグナレス。

　うん……まぁ、イグナレスの助言も大たい概がいおかしいけどな……！

「せめて、次回以降、この体験版強制起動システム解除できないのか……!?」

　ぼくは一応、ユキに聞いてみる。

「うん、無理だよ？」

　が、一いつ蹴しゆうされた。

「ヴォルコンは、この体験版システムを核かくにプログラミングしたハードだから……その機能消すと、全機能消えちゃうの」

「何故これを核に据すえるッッ!?」

「だ、だって。ヴォルコン、作るのに、とてつもない資金かかっちゃったから、その分ヴォルクエⅣ売って回収しなきゃいけなくなって、やむなく……」

「……何本売れば黒字なんだよ」

「最低六○○○万本。出来れば一億」

「「「売れるわけねーだろ!?」」」

　本家のドラ○エだって、国内だけじゃそんな売れねーわ！

「ハァァ…………」

　ぼく、アディ、イグナレスはガクリと地面に膝ひざをついた。

　期待して損した……ユキあがめてまじ損した……。

　コイツには絶対気を許してはいけないのだ。

　コイツはどんな状況であっても隙すきあらば周囲に自分のゲームをやらせようとする……ある意味、ゲームクリエーターにもの凄すごい向いてる、ゲームバカなんだから。

「さぁ……まぁ、文句いっても一回はクリアしなくっちゃいけないんでしょ……さっさと行きましょ」

　嘆たん息そくしつつアディ。……そうだな……。

「ちなみに、うまくいってどれくらいで四章までクリアできるんだ……」

　イグナレスが聞く。

「そうだね……うまくいって二五時間くらいかな？」

「……………………」

　こんなに絶望したのは久しぶりだった。日本からエジプト行っても、飛行機で一二時間くらいだぞ……？　それ往復分くらいの冒ぼう険けん、今からしなきゃいけないっていうのか……？

「覚悟、決めるしかないわね……！」

「あ、三章の途と中ちゆうでカジノあるからみんなで寄ろうね」

「寄るかっ！」

　一蹴して、一つだけある扉に手をかけるぼくら。

　そこからぼくらの地じ獄ごくの旅は始まり、そして…………！




　　　　※




　▼　たいへん　もうしわけございません


ほんせいひん　は　たいけんばん　のため　ここまでしかぷれいすることができません

つづきは　せいひんばん　ぶぉるふぉれかくえすとⅣ　～みちびかれしはなよめたち～　でおたのしみください　かさねがさねもうしわけございません　Ｙ










　予言（？）どおり、キッチリ二五時間後。

　四章をクリアし、そのメッセージを読み……

　ようやくぼくらは、懐なつかしの魔ま王おう城……円えん卓たくの間へ帰き還かんすることに成功していた！

「つ、疲つかれた……」

　その頃ころには、ぼくはもう半ば廃はい人じんのようにボロカスになっていた。

「ていうか……なんでぼくが三章担当なんだよ……!?」

　半泣きでいう、ぼく。

　そう、今回は、本家Ⅳを意識してるのか、無む駄だにオムニバス形式で。

　一章……王宮のイグナレスたち

　二章……おてんば姫ひめアディのぼうけん

　三章……武器屋山田

　四章……美人姉し妹まいユキ＆アディ

　リレー形式でクリアしなければならず、ぼくはひたすら銭ぜにを貯ためる為ため働かなくてはいけないパート担当だった。

　なんで魔界まできて……しかもゲームの中に入って……労働しなきゃならないんだ……!?

「だいぶ時間をロスしたし……。取り返す為にも。頭切り替かえて、ここから一気に巻き返さないと……！」

　気力を振ふり絞しぼり、円卓の三体を見るぼく。

　しかしそこにあったのは……

　ある種、一番恐れていた光景。

「いやあ、なんか面おも白しろかったぞ？　ヴォルⅣ」

「ほんと……なんか今までと違って、ストーリーに厚みがあったわよね」

　王宮戦士イグナレス、おてんば姫アディが、上気した顔で、興奮気味にヴォルⅣのストーリーを語っていた。オ、オイオイ！

「まず、オムニバス形式というのがやられた……！　この原案考えたの誰だれだ？」

「えへへ……実はわたし……」

「ほりいゆ○じさんだろ！」

　人類の遺産、著作権をぼくは全力で守る！

「いや、でも、ストーリーまじ続き気になるわ。この後、四章までの主人公が、五章で集結するんでしょ……？　面白すぎない？」

「ああ。音楽も美び麗れいすぎるし……正直反則級の演出だ。各章の主人公が、どういう形で再登場するのかもかなり気になる！」

「…………」

「…………」

「ねぇ、山田」

「少しだけ。五章の冒ぼう頭とう一○分だけプレイして」

「いいわけねーだろ!?」

　泣くぞ!?

　何まんまとヴォルクエⅣハマってんだよ!?

　そもそも、この世に一○分だけっていって、本当に一○分でゲームやめられるヤツなんていないんだよ!?

「なぁ、ぼくの残留作戦どうなったんだよ!?」

　円卓にこだまするぼくの声。

　こうして、今日も今日とて、ぼくの残留作戦は失敗に終わる……。

　残された日数は僅わずか一日。

　ていうか、ぼく、これ、ほんと魔界に残れるのか!?
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　第四話　遠えん隔かく操作と四天王







　最終日。

　さすがに全員疲ひ労ろうもピークだったので、四時間休きゆう憩けい時間を取り、ぼくらは円卓の間に再集合。

　とうとう最後の一日を迎むかえる。

「さて、いよいよ、残り時間が一五時間をきったワケだが……」

　ショボショボする目を揉もみながらぼくはいう。

　ユキのヴォルクエのせいでトンデモナク時間を浪ろう費ひし、最終日といえば聞こえはいいものの、時間的には残り一五時間というマジでヤバイ時間帯に突とつ入にゆうしていた。

「そうね……」

「困ったもんだね……」

　難しい顔で同調するアディ＆ユキ。

　うん、まぁ……お前達の責任、なかなかのモンがあると思うんだけどね？

　ただ、かといって…………

　ぼくの中に、今、何か名案があるかと聞かれれば……特にないのが現実なんだよな。

　故ゆえに、ここは大人しく、死線を共にした（ハズの）仲間である『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』を頼たよるしかないんだが……。

（しかしよりによって……最後に残ったのがこの男かよ……！）

　ぼくはさすがに不安な気持ちを拭ぬぐい去されない。

　ぼくの不安をあおる男、それは、円卓でぼく、アディ、ユキの視線をウケながら、ピィィン……平然とコインをはじき、キャッチしている銀ぎん髪ぱつ褐かつ色しよく肌はだの男。

『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』〝焰ほのお〟のイグナレス。通つう称しようもイグナレス。

　四天王を無理矢理ボケとツッコミにわけると、ややツッコミ気質なのがぼくとアディで、ややボケ気質なのがユキとイグナレスになるだろう。

　そういう意味で、イグナレスも、結局、ユキと同じくらいの警けい戒かいを要する。

　どんな提案をする気だ……!?

「さて、と」

　そんな疑ぎ心しん暗あん鬼きな空気の中。ピンッ、とコインをはじき終えたイグナレスが、ゆっくり話を切り出した。

「いよいよ次はオレの番だな……」

　そういうとイグナレスは、もはやすっかりおなじみになったフリップに、なにやらサラサラ、と文字を書く。

「……勝算あるんだろうな……イグナレス」

　それを見ながら不安になり、確かく認にんするぼく。

「ぼくを魔界に残留させる自信、今度の案こそあるんだよな……？」

「勝算と自信か……正直……あまりないな」

　するとイグナレスから、予想外に弱気な返事がかえってきた。

「はあ？」

「いっくん？」

「ちょ、ちょっとアンタ大だい丈じよう夫ぶ!?」

　さすがにざわめくぼくら。

「アンタが最後の砦とりでなのよ？　がんばってもらわないと……」

　さすがに現実も見えてきたのだろう。アディがちょっとマジメな顔でイグナレスに注意する。

「わかってる」

　イグナレスは、一応のように、頷うなずく。

「死力は尽つくすつもりだ。しかし……アディやユキの案に比べると、正直、非現実的というか……無理矢理で強ごう引いん過ぎるし勝算も低い……気休め程度の案にも思える。だから最終日までいいだせなかったのだ……」

「き、気休め……」

　その言葉に、ぼくはさすがに落らく胆たんした。

　アディやユキの作戦が既すでに強引で非現実的な作戦だったのに……それより非現実的って……どんなトンデモ作戦なんだよ!?

「ま、まぁ、でも、可能性はゼロじゃないよ」

　しかしユキが、イグナレスを鼓こ舞ぶするようにいう。

「無茶苦茶な作戦でも。わたしたちがフォローすればいい。それでこそ四天王……『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』でしょ？」

　ニッコリ笑っていうユキ。ヴォルクエさえ……ヴォルクエつくってるという前科さえなければ、なんか凄すごい感動できるセリフなのだが……。

　しかしヴォルクエ開発者の言葉とはいえ、ユキのセリフはイグナレスを勇気付けたようだ。

　イグナレスはフッと笑った。

「……確かにな。足りないところはお互たがい補い合えばいい……か。

　いいだろう。発表しよう」

　そういうとイグナレスは、トンッ、という音と共に。自身の案を円えん卓たく上に置いた。

「オレの考えた案はこれだ」




【調査】




　そこには……飾かざり気けのない朴ぼく訥とつな筆ひつ致ちでそう書かれていた。

「……調査？」

　意味がわからず聞く、ぼくら。

「どういう意味だ？」

「……突とつ拍ぴよう子しもない意見だし、あまり大きな声でいいたくもないんだが……」

　イグナレスは溜ため息いきを一つつき、

「オレは、魔ま王おう様の〝死にたい〟願望を無くすには、まず、その理由を探さぐるのが一番だと考えてしまったんだ」

　なんか暗い表情でボソリといった。

　…………ん？

「そ、それで？」

「まだ掘ほり下げるのか……？」

　イグナレスはうんざりしたような顔になり、

「オレも知らなかったんだが……この前、扉とびらの前にいた二体のメイド。調べたところ、今、魔王様には、あいつら二体が、身の回りの世話をするメイドとして、ついているらしい。

　そこで、普ふ段だんから魔王様の世話をしているあいつらに聞き込みをすれば、魔王様が何な故ぜ死にたいのか。何か手がかりがつかめるのではと、そう思ったんだが……さすがにないよな、この非現実的で強引な作戦は……」

　イグナレスは激しく自己嫌けん悪おするように円卓上で額を押さえ一人いっているが……

「いや、イグナレス……」

「イグナレスアンタ……」

「いっくん……」

　もう……わかるよな。

　その提案にぼく、アディ、ユキは、ブチギレながら絶ぜつ叫きようした。

「「「最初からその案いえよ!?!?!?」」」

　ぼくらは愕がく然ぜんとした。

　魔王の〝死にたい〟理由知るために、周囲のメイドに聞き込みする？

　どこが非現実的で無理矢理で強引な案なんだよ!?

　それどう考えても……【理想の恋れん愛あい】と【ヴォルクエ】の一○○倍まともで誠実で正せい攻こう法ほうで現実的な案じゃないか!?　むしろそれ、一日目に基き礎そとしてやっとくべき案だろう!?

「ア、アンタいい加減にしなさいよ……私ら完全に赤あかっ恥ぱじじゃない！」

「そ、そうだよいっくん……さっきのわたしのアドバイス返して……」

「な、何……？」

　しかしそのぼくらのリアクションに、イグナレスは驚おどろいた様子だった。

「よかったのか……？　こんな大喜利センスのないつまらん答えで」

「だからこれ、大喜利じゃないから!?」

　ぼくはあきれ返るが…………。

「けどこれは……三日目にして、今度こそ、光が見えてきたな……!!」

　確かに、盲もう点てんになってた。

　どうやって魔王を心変わりさせるかより……

　何故魔王が死にたいのか？

　それをもっと早くから調べるべきだったんだ。普通に。

　そしてあのメイドがいるなら……それはきっと調べることが出来る。

「ん？　でも、待てよ」

　ぼくはふと思う。

「あのメイド達とどこで会うんだ？」

　さすがに魔王の間の前で聞き込みすることは出来まい。

　となると、どうにかしてどこかに呼び出して、そこでコンタクトを取る必要があるけど……。

「その辺りは問題ない」

　平然というイグナレス。

「こういうこともあろうかと、一応、三日前の謁えつ見けん時に、探たん索さく型の魔族を監かん視し役としてつけておいたんだが。それによると、今、都合のいいことに、二人は休憩中で、魔王の間の前を離はなれ、各おの々おの別々にプライベートな時間を過ごしているらしい。たいした役には立たん情報で申し訳ないが……」

「いや立つよ!?」

　何で有益な行動に限ってこんな自信なさげなんだコイツ!?

　今、魔王の間の前にいないなら、そこ直ちよく撃げき取材すればいいだけじゃないか!?

「よし……行こう！」

　その言葉に、ぼく、アディ、ユキは顔を見合わせ立ち上がった。

　外にいるとか好都合すぎる……！　追い風吹ふいてるとしか思えん。

　ここで聞き込み行って有益な情報仕入れて、山やま田だ残留作戦、すなわち、魔王更こう生せい作戦、一気に巻き返すしかない！

「時間がないわ。二手に分かれましょう」

　俄が然ぜん張り切りだしたアディが手て際ぎわよく仕切る。

「メイドコンビ、今各々別のところにいるのよね？　二手に分かれて二面同時進行で聞き込みして、後で情報すりあわせましょう」

「なるほど……」

　確かに時間は残り一五時間。

　これから情報を集め、しかも魔王を心変わりさせるとなると、かなり時間は厳しい。二手に分かれるのが得策か。

「イグナレス。二体は今、具体的にどこにいるかわかる？」

「部下からの信号を読み解くと……一体は自室……メイドの寮りようのような場所があり、そこにいるようだな。もう一体は……外で買い物等してるようだ」

「じゃ、コンビ分けは考えるまでもないわね」

　アディは即そつ決けつした。

「メイドさんの寮に男子が入れるワケない。そっちは私とユキが行くわ」

「じゃあ、もう片方はぼくとイグナレスで当たるか……」

　コンビが必然的に決定する。ユキとイグナレスも頷いて同意していた。

「では部下を介かいし、とりあえず軽くアポだけとっておくぞ。それぞれ、担当の四天王二体が向かうとな」

「うん。よし……じゃあ行きましょう。山田残留作戦ファイナル。魔王様説得する為ため……絶対有益な情報持ち帰るわよ！」

「ウシッ！」

　誓ちかい合い、ダッシュで二手に分かれる『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』。

　こうして、魔界残留をかけたぼくの最後の一五時間……

　山田残留作戦ファイナルが始まる！
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　──と思ったんだけど。またしても、だ……！

「お、おい……これ、どういうことだ……!?」

　……魔こ界こでそんなフツーに、コトが運ぶわけないんだよな……。

　二手に分かれて五分後。イグナレスのいう、〝女子寮にいない方〟のメイドとの待ち合わせ場所に到とう達たつしたぼくとイグナレスだったが。

　そこでまず待っていたのは、予想外の出で迎むかえだった。

　何故なら、イグナレスの部下と思おぼしき蝙蝠こうもり男風の魔族や、灰色の身体からだをしたゴーレムが、ぼくが到着するなりいきなりぼくを取り囲み、その場で物もの凄すごい速度でぼくをドレスアップし始めた──

　なんかこの展開、身に覚えあるぞ……!?

「なんだ？　どういうことだ？」

　そしてその展開はイグナレスにとっても、想定外だったらしい。イグナレスは驚いた顔で、ぼくの強制衣ころも替がえをしている蝙蝠男に近寄り、二、三言葉を交かわし事情説明を受ける。

　するとほどなく、イグナレスが大きく頷うなずいた。

「なるほどそういうことか……いや、いい。お前の判断は正しい。ここは事後承しよう諾だくが正解だ。今回は山田に犠ぎ牲せいになってもらおう」

「い、いやいやいや、何の話!?」

　すっかりこざっぱり……いや、肩かたに棘とげのついた肩当てとか、妙みように重いライオンの顔のついた黒銀の鎧よろいとかつけられてるし、逆にものものしくなったのか？

　ともかく明らかにスペシャルな服装にドレスアップされてしまったぼくは、慌あわててイグナレスと蝙蝠男の会話に割って入る。

「勝手に決めないでくれ！　何を事後承諾しようとしてる!?」

「あの後、アポをとった時。向こうのメイドから、交こう換かん条件が出されたようだ」

　真ま面じ目めな顔でいってくるイグナレス。

「交換条件？」

「ああ。〝事情はわかった。魔王様に関して知っていることは何でも話す。その代わりこちらからもお願いがある〟と」

「ふむ」

「〝私は『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』……特に〝知〟の山田様のファンだ。情報を提供する代わりに、山田様を貸して欲しい〟と」

「……え？」

　ぼくは固まる。

「〝具体的には、四、五時間でいいから、デートする権利が欲ほしい。別に付き合いたいなどと大それた事を考えているわけではない。ただカッコよくエスコートされた、という素す敵てきな思い出が欲しい。それで満足できれば……情報を提供することを考えてもいい〟と」

「えぇぇ!?」

　カッコよくエスコート!?

「そこで蝙蝠男は即そく答とうした。〝山田様はああ見えて女好きです。喜んで貴方あなた様の誘さそいに乗ることでしょう、ヒョヒョヒョ〟と」

「い、いやいやいや！」

　蝙蝠男！　ぼくのことどんな風に見てんだ!?

「それで交こう渉しようは成立。向こうもそろそろ来るらしい。それに備え、少しでもデートを成功にみちびくため、部下達は服装を変えることを思いついたようだ。せっかくのデートにいつもの服装じゃ、向こうの機き嫌げんも損そこねるかもしれんからな」

「ちょちょちょ、ちょっと待ってくれよ！」
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　ぼくはさすがに一いつ旦たんそこで話を止めた。

「話、急すぎるだろ!?　何話したらいいかもわかんないし……ぼく、デートなんか、自信ないって！」

　最近でこそ、アディやユキと普通に喋しやべったりはしてるが……ぼくの中学時代の女子との総会話時間、全部合計しても三分半くらいだぞ!?

　いきなりほぼ初対面の異性とデートとか、嬉うれしいっていうより、正直気ぃ重い！

「わかってる……だが安心しろ。指示はこっちで出す」

　しかしイグナレスは余よ裕ゆう綽しやく々しやくにいった。

「はあ……？」

「これを、もっていけ」

　イグナレスはいうと、ぼくに、一枚の白い短たん冊ざくのようなものを握にぎらせた。

「これは魔ま法ほうのタグ……テ・ツワンのタグという、魔族のアイテムだ。これの親機となるものをオレが持っているので……」

　イグナレスはいうと、ぼくの持つタグより三回りくらい大きいタブレット状のモノを取り出し、なにやら操作する。

　するとぼくのタグがヴヴ……と震ふるえ、その表面に文字を浮うかび上がらせた。

〝テスト送信〟

　そこにはそう表記されている。

「と、いうわけだ」

　満足そうにイグナレス。

「えぇぇ……？」

「このタグは親機から子機にメッセージが送れる。これでこちらからアドバイスを送り、デートを続行・成功できるよう支し援えんする。外からなら、こういう時、案外冷静なアドバイスが送れるものだからな。オレとお前、二人三さん脚きやくで、なんとかこの唐とう突とつなデートを成功させよう！」

「い、いや、でも……！」

　ぼくは全く気乗りしなかったが、

「む……どうやら来たようだな」

　ぼくの主張は間に合わなかった。

　イグナレスはぼくから一歩離はなれると、

「じゃあな。頼たのんだぞ山田。ギリギリ見える場所からちゃんと見ている。魔界の命運……『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の命運……お前のその双そう肩けんに託たくしたぞ！」

　なんか無む駄だにカッコいい台詞せりふを吐はき、ヒュッ。蝙蝠男達と共にぼくの視界から消えた。

　残されたのはぼくだけ。

　ヴヴ……その瞬しゆん間かん、タグが震え、文字を浮かび上がらせる。

〝なんかワクワクしてきたな☆〟

（他ひ人と事ごとだと思って勝手なこといってんじゃねぇッッ…………！）

　こうして、ぼくとイグナレスの、魔王の死にたい理由を探さぐるために二身一体でメイドとデートするという……魔界強制追放まで残り十数時間とは思えない、おちゃらけた任務の幕が開けた……！　何で……!?
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「お待たせしましたっ！」

　そして、件くだんのメイドは、イグナレスと入れ替かわるようにぼくの前にやってきた。

「あれっ!?」

　が、ぼくはそこで思わず声をあげる。

「キメコッ!?!?」

　目を疑った。そこにいた、今回のデート相手とやら……

　それはいつぞや、四天王で恋れん愛あい相談会をやった時に大量に相手をした、ヤギと、ヘビと、ライオンの顔面が串くしダンゴ状に重なっている生物……キメラ、通つう称しようキメコ。

「メイドってお前だったっけ!?」

　内心、ちょっと、あの時見かけたメイドさんとデートすんの楽しみにしてただけに、ぼくは愕がく然ぜんとした。

「あ、はい。家や、魔王様の部屋の前で待機する時なんかは、動くので、スッピンでいますが……」

　そういうとキメコは、ヴン……一瞬、銀色の長い髪かみを持つ、気高い女戦士のような風格を持つ、まさにこの前見た、凜り々りしい女性に姿を変えるが……。

「今日はせっかくのデートなので。バッチリお化け粧しようしてきました、エヘへ」

　次の瞬間、ヴンッ。やはり普ふ段だんのヤギヘビライオン状態になり照れくさそうに頭をかいた。いや……化粧したらそんなことになんの!?　できればスッピンのまま来ていただきたかったけど!?

　ヴヴ……その瞬間、タグが震え、文字を浮かび上がらせる。

〝何をボンヤリしている!?　女が化粧に対しコメントを求めているんだ、全力で褒ほめろ！〟

　イグナレスからのお叱しかりのメールだった。うおおおお！　た、確かにそれもそうか！

「あ、あぁ、似合ってる……似合ってるぞキメコ」

　引きつった顔でヤギヘビライオンにいうぼく。

「ホ、ホントですかぁ!?　ヤッター、じゃあ、今日はもう金輪際スッピン状態にならないよう気を引き締しめます！」

　鼻息荒あらく決意を固めるキメコ。

　ヴヴ……震えるタグ。

〝ｃｏｎｇｒａｔｕｌａｔｉｏｎ!!〟

（う、うるせーよ……）

　意外にウザイな……このタグ。てか、まさかコイツ、こんなハイペースでいちいちぼくらの会話に介かい入にゆうしてくるつもりか？

「あの……山田様？」

　と、タグを見ながらしかめつらをしていると、キメコが心配そうにぼくに聞いてきた。

「え？」

「お顔の様子が…………もしかして……やっぱり私のお化粧、変ですか？」

「い……いやいやいや！　違ちがうんだって！」

　タグに気を取られてキメコを疎おろそかにしてしまった！

「ちょっと目にゴミが……」

　ヴヴ……震えるタグ。

〝九○点。悪くないウソだ〟

「うるせーよ！」

「山田様!?」

「え？　あ、いや……とにかく化粧は大だい丈じよう夫ぶだから。バッチリだから！」

　むしろ、そのバージョンのほうが、ぼくが変な気起こす可能性もなくなって好都合かもしれないしな……！

「そろそろデート、開始しよう」

「そ、そうですね」

〝そうだな〟

　会話する、ぼくとキメコ、ぼくとイグナレス。

　オイオイ……なんか二ヶ国語放送みたいになって、トータル、ぼくの負担むしろ倍増してないか……!?

　ともあれ。そんな世にも奇き妙みような状じよう況きようで、ぼくとキメコの取り引きデートが開始される……！
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「さて……まず、どこ行く？」

　ぼくは歩きながら、キメコに聞く。

「そうですね……山田様はどこに行かれたいですか？」

「え？　あ、そうだな……」

〝やはり最初はメシ……じゃないか？〟

「メシとかどう？」

　アドバイスに従い、ぼく。

「あ、いいですね。何食べたいですか？」

「あー……そうだな。キメコは？」

「私は……そうですね。魔界蕎そ麦ばとかどうです？」

「ああ、悪くないな」

〝えぇ……蕎麦ァ？〟

　しかしまさかのクレームが部外者から入った。

〝オレはどちらかというと魔界ラーメンの気分なんだが……〟

（お前関係ねーだろ!?）

「どこかオススメのお蕎麦屋さん知ってますかぁ？」

「え？　そうだな……確か三八○階に、けっこううまい蕎麦屋あったよな？」

「ああ、不死蕎麦！　さすが山田さん、センスいいですね！　私もあそこ好きです」

〝フッ。失しつ笑しようだな〟

　邪じや魔ま者ものが一名。

〝不死蕎麦がセンスいい？　いっておくけどオレ達蕎麦四天王の間じゃ、既すでにあそこ完全に時じ代だい後おくれだぞ？　まじセンス疑うわ〟

（お前ラーメン推おしじゃないのかよ……!?）

「でも、ちょっと遠いですね。もう少し近くにしません？」

　と、笑え顔がおでいってきてくれるキメコ。

「おお、そうだな。時間も限られてるし……」

〝ヤレヤレ。時間と味を天てん秤びんにかけて時間をとるようじゃ蕎麦四天王の領域には程ほど遠とおい。だがいいだろう。そんな初心者に、オレが超ちようオススメ店を教えてやろう。

　一八五階の角かく亀かめ製せい麵めんだ。あそこの蕎麦はかなりオススメだぞ〟

「一八五階の角亀製麵は先週つぶれちゃったんですよね。売り上げ不ふ振しんで。あそこがあれば近かったんですけど……」

〝……………………〟

（肝かん心じんな情報部分間違ってるじゃないか!?）

　しかも売り上げ不振って！　このナビゲーター使えねーわぁ。

「山田様……？」

　と、イグナレスにつきっきりになっていると、案の定、キメコが心配そうに顔をあげてきた。

「やっぱり様子が……」

「い、いや、すまん。ほんとすまん。……よしっ！　まぁ、時間ないっていっても、喋しやべりながら向かえば三八○階もすぐだろ！　不死蕎麦向かおう」

　ほんと、こんなデートじゃキメコに失礼だろ。ぼくは頭を切り替えキメコにいう。

「や、山田様……！　ハイッ」

　嬉うれしそうに頷うなずくキメコ。

〝チッ……〟

　なんか面おも白しろくなさそうな舌打ちをするイグナレスをよそに。ぼくとキメコは蕎麦デートに向かう。
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「いやー、美お味いしかったですね」

「ああ。てか……キメコ、一顔面につき、一食食うんだ……」

「あっ……ご、ごめんなさい。山田様のオゴリなのに、あんな遠えん慮りよなく食べちゃって……」

「ハハハ。いいっていいって。なんか意外な一面みれて、むしろ親近感湧わいたし」

「ヤ、ヤダ、山田様ったら……」

　照れながら身をクネらせるキメコ。

　しかし、姿形は相変わらずのトーテムポール状態だが……なんか段々それも気にならなくなってきたな。

　勿もち論ろん、恋愛感情とは全然違うが……可愛かわいい妹？　もしくは、そのまんま、面めん倒どう見たくなる部下？

　それくらいの好意はキメコに抱いだけるようになってきていた。

　なんだよ……別に心配しなくても。まぁ、見た目が、美人じゃなくて、見慣れたモンスターってのもあるけど……案外、デート、大丈夫じゃないか、ぼく。

　この分なら、キメコからの条件もちゃんとクリアできそうか？

〝そんなに甘いハズがないだろう〟

　が……この場面でも、コイツはしっかり水をさしてきた。自じ称しよう恋れん愛あいアドバイザー、イグナレス君だ。

（ほほう。一応理由を聞いておこうか）

　ぼくは続きを待つ。

〝さっきからこちらでは、お前らのデートの成功確率をコインで占うらなっている。表が成功、裏が失敗。今のところ成功確率はゼロだ〟

（だろうな）

　お前のコインは裏以外出たことないもんな。むしろこれで表出てたら不ふ吉きつだわ……。

　と、思っていると。

「山田様……」

　隣となりで、キメコが、またしても、寂さびしそうにぽつり。

「あの……もしかして、何か他ほかにお約束がおありなのでしょうか……？」

「え？」

「先程からそのタグ、やけに気にされていますし……。何か用事があるなら、こちらも急ぎはしないので、今日のところは解散でも構わないのですが……」

「い、いやいや、大丈夫、大丈夫！」

　またしてもキメコに気をつかわせている！

　このままじゃほんとにダメだ！

「わ、わかった。白状するよ」

　ぼくはキメコに向き直る。

「実は、ちょっと……仕事の連れん絡らくがさっきから入っててな。けど、もう大丈夫。仕事は終わった。もう連絡は来ないだろう」

　こうなったら行動を起こすしかない。

　ぼくは最後の〝来ないだろう〟、の部分を、少し声のボリュームを上げて、周囲に聞こえるよういった。

「もう来ない。もう連絡は来ないはずだ。だから二人で集中してこの時間を楽しもう」

　イグナレスが少し連絡頻ひん度どを落としてくれれば、このデートはきっとうまくいく。

　ぼくはそれを確信しつつ、周囲にいう。

「は、はぁ……」

　キョトンとした表情のキメコ。

「でも……もう、残り一時間くらいしかありませんね」

　自分の尾おに器用に巻かれた腕うで時計……ならぬ尾時計を見ながらいう、キメコ。

　うっ……！　ほんとだ。イグナレスとの二ヶ国語放送に振り回されてるうちに、約束の五時間、けっこうなくなってきてしまっている。これ……このままじゃ、このデート。合格点もらえないんじゃないか？

　何か……あと一時間で出来る、いかにもデートっぽいこと……。何か追加できないか？

　ぼくは、不死蕎麦の前の、小さく煩はん雑ざつな繁はん華か街がいのような区画で何か出来そうなことがないか周囲を見み渡わたした。

「おっ」

　すると、一つだけ見つかった。

　ぼくらのすぐ近くに、かなり古びた造りの、小さい映画館のようなものがあった。

〝魔ま界かい名画座〟と書かれていて。〝七人の魔王〟という──古ふる臭くさいタッチのイラスト入りの看板が出ている。

　しかも、軽く上映時間を確かく認にんすると、ちょうどそろそろ始まりそうだった。

「あぁっ！　映画ですか？　いいですねっ！」

　するとキメコは即そく座ざに食いついてきた。

「あ、気になる？」

「ハイッ。この映画って、つい二、三週間前、人間界から流れてきた技術と、ヴォルフォレカ様の超絶的創造性で作った、全く新しい娯ご楽らくで……今、若者のデートスポットとして大人気なんですよ」

「へぇ……！」

　てか、またユキが絡からんでんのか……アイツ魔界の娯楽産業どこまで牛ぎゆう耳じるつもりなんだ……。

「でも、チケット代高いし、上映時間も一時間半もあるし……無理ですよね」

　しょんぼりしながら、キメコ。

「うーん……」

　ぼくは少し考えたが、

「うーん。いや。いいよ。せっかくだし、じゃあ、最後に映画観みよう」

　そう提案してみた。

「!?　ホホホ、ホントですか!?」

「うん。多少オーバーするけど……なんとか許容範はん囲いだろう」

　いっても、三○分くらいだしな。

「なんかここまであんま集中してデートできなかった分も含ふくめて、あれ、観ようよ」

「ヤッター！」

　話はまとまった。

　こうして、ぼくらの擬ぎ似じデートは最終目的地、映画館へと舞ぶ台たいを移す──。
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　上映されている〝七人の魔王〟は。

　なるほど、さすがユキが絡んでるだけあって……相当グダグダな内容だった。

　かいつまんでいうと。

　ここではない、どこかにある世界。

　そこでは、一○○○年に一度、〝勇者〟と呼ばれる存在が世界を滅ほろぼす為ために復活し（あ。ちなみに、この勇者役。どこでどうオーディションを勝ち抜ぬいたのか、雫しずくが演じていた……まぁこの作品ではやられ役だけど……）。

　その勇者を倒たおす為、運命に選ばれた七人の魔王が集結、勇者と戦う伝説があった──のだが。

　現場に行くと、七人しかいないと知らされていたハズの魔王が何な故ぜか、八人いた。

　果たして八人目は誰だれだ？　そしてその目的は一体……!?

　そういうミステリー要素を楽しむ、たぶん、もしちゃんと力量のある作家さんが、スーパーダッ○ュ文庫なんかで書いて出せば、ちゃんと面白くなりそうな予感のする……狙ねらいだけは悪くない作品だったんだが……。

　いかんせん、この作品では、脚きやく本ほんが粗あらすぎるのか、予算がなさすぎたのか。

　八人いる魔王は、三人の役者が一人二役、もしくは三役で無理矢理演じており、どれがどの魔王なのかさっぱりわからないし。

　そもそも、どう数えても、八人いるといいつつ、五人しかいないような気もするし。勇者がセリフをかみまくって敵役としての緊きん張ちよう感を台無しにしてるし。音楽、ゲームからの流用多すぎて全然マッチしてないし……。

　いいところを見つけるほうが難しい作品だった。

　ただ、まぁ、魔族……少なくともキメコの目には、十分画期的な作品に映ったらしく。

　同じパーティ内の、主役級の魔王と、ヒロイン級の魔王のラブロマンスはそれなりにドラマチックに書かれていたこともあいまって、かなり感動しているようだった。

（よかったよかった……）

　そして映画は終しゆう盤ばん。その二人のうち、ヒロイン級の魔王が死んでしまい、物語は急展開を迎むかえる。

　キメコはそんな映画にますます没ぼつ頭とう度をあげていくが……。

　しかしそんな中。ぼくは、ぽりぽりと魔界ポップコーンを食べながら、徐じよ々じよに、気がかりなことができはじめてしまっていた。

（それにしても、アイツ……どうしたんだ……？）

　アイツというのは、勿論、イグナレスのことである。

　映画館に入って以降。というより、ぼくがもう不要と釘くぎをさして以降。イグナレスからのタグ連絡は全くなくなっていた。

（ちょっとアレだな……冷たくしすぎたかもしれんな……）

　暗い映画館の中、自分と対話する時間の増加と共に、ぼくは少し反省していた。

　アディやユキと一いつ緒しよで……アイツはアイツで、あの時、全力でぼくをフォローしようとしていたのだろう。

　そもそも、あのタグだって、ぼくがデートを不安だっていうから、アイツがぼくに渡わたしてくれた物だった。それをぼくは、ちょっと調子が出てきたら、もう不要だと思い、引っ込むようイグナレスに強要してしまった。

（悪かったな……イグナレス）

　ぼくはタグを握にぎりながら内心で懺ざん悔げする。

（許してくれ……これが終わったら、謝りにいくから……）

　項うな垂だれつつも、ぼくはつい惰だ性せいで、自分の左──キメコが座っているほうとは反対側──の肘ひじ掛かけに置いてあるポップコーンに手を伸のばしてしまう。

「む？」

　するとその手が、左の席に座っていた魔族の手に当たってしまった。

「あ、す、すいません」

「気にするな。これは元々お前の菓か子しだしな」

「あ、で、ですよね……」

　と、同意しかけるぼくだったが……

　そこで我に返る。

　この声……この口調…………

　慌あわてて、ガッツリ左側に目を向けるぼく。そこには──

「しかしうまいな。もう空だが。山田、お前、ヒマならもう一回買ってきてくれないか？」

　ぼくのポップコーンをヴァリブォリ、無断でケースをワシ摑づかみにして勝手に貪どん欲よくに喰くらっている──銀色の髪かみに褐かつ色しよくの肌はだの男。イグナレスの姿。

「何を……やっとんじゃお前は!?」

　ぼくは空になったカップを奪うばい返しつついった。

「お前どっか行ったんじゃなかったのか!?」

「？　何故だ？　オレはただ、映画館でタグを鳴らすのはマナー違い反はんかと思い、タグ通信は遠えん慮りよしただけだぞ？　だから、ずっと気配を殺し、この席から見守っていた」

「ハァァ!?」

「まだまだオレのアドバイスが必要だとおもってな」

「映画観るだけなのに何のアドバイスいるってんだよ!?　あと、ぼくのポップコーン勝手に食うな！」

　なんだそりゃ……一いつ瞬しゆんでも心配して損したわ！
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　ぼくはガックリ肩かたを落とす。ま、そりゃそーだよな。キメコと違ちがい、コイツらはとんでもなく図太いんだ。あのくらいで傷つくわけなかった…………

（っていや待て…………キメコッ!?）

　ぼくはそこでハッとなる。

　しまった……またやってしまった！

　また……しかも今回は上映中の映画を静かに二人で観ているという状じよう況きようだったのに……またキメコないがしろにしてしまった！

　慌てて隣となりを見ると、キメコは、ぼくとイグナレスのほうを見て啞あ然ぜんとした表情を浮うかべていた。まぁ……そりゃそうだろう。キメコからしたら、いきなりイグナレスが出現したんだから。

「す、すまんキメコ。実はさっきからぼくの様子が変なのには、本当は隠かくしてた訳があって……」

　もうこうなったら謝るしかない。啞然とした表情のキメコに必死に頭を下げる、ぼく。

　すると次の瞬間だった。

　クスクス……。

　頭を下げた方、キメコの方から……笑い声としか思えない、明るい声がもれ聞こえてきた。

「え……？」

「むっ!?」

　予想外のリアクションに、虚きよをつかれた表情になるぼくとイグナレス。

　するとそんなぼくらの前で。

　キメコは……間違いなく可お笑かしそうに身体からだを震ふるわせていた。

「ご、ごめんなさい……可笑しくて、つい」

　やはり楽しそうに笑いながら、キメコ。

「噂うわさ通りなんですね。お二人は」

　さらにキメコは、わけのわからない言葉を口にした。

「え？」

「噂？」

「もうすぐ終わりますから……その後、お教えします。別に怒おこってませんよ。むしろ嬉うれしいくらいですから」

　そういい残し、再び映画世界に舞まい戻もどるキメコ。

　そのキメコを見て、

「？」

　ぼくとイグナレスは、不思議に顔を見合わせるしかない。
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「私が山田様のファンだというのは本当です」

　そして映画終しゆう了りよう後──映画館のロビーで、キメコはタネあかしをしてくれた。

「さらにいえば、魔ま王おう城、我が一族には、隠れ山田様のファンがけっこういるんです」

　意外なことをいう、キメコ。

「そ、そうなのか？」

「はい。それで……そんな私達の間では既すでに定説になってる、特に好きな山田様の顔……というのがありまして」

　嬉しそうにいってくるキメコ。

「と、特に好きな？」

「ハイ。それが……イグナレス様と絡からんで、イキイキと全力ツッコミを披ひ露ろうしている、山田様のお顔なのですよ」

「は……はああ……!?」

　ぼくとイグナレスは啞然となる。いってる意味がわからない。

「ど、どういうこと？」

「いえ……勿もち論ろん、普ふ段だんの山田様。アディ様とラブラブコメコメされてる山田様。ユキ様に振ふり回され困こん惑わくされている山田様。どの山田様もステキなのですが。

　山田様は、イグナレス様と漫まん才ざい状態に入った時は、特にリラックスされてるご様子で……そのお顔が、ステキなのです」

「あー……」

「なるほど……」

　ぼくとイグナレスは、なんとなくわからんでもない気持ちで顔を見合わせた。

　ま、まぁ、確かに。いや、アディとユキに緊きん張ちようしてるのか？　っていわれると、さすがにそれはないし、ほとんど差なんてあってないようなもんなんだが……。

　でもなんだかんだいって、ぼくは水面下の意識で、アディとユキを〝女子〟カテゴリーに入れてるし。異性に接する時独特の緊張感は常に完全にゼロかといわれると違う。

　その点、イグナレスだけは、魔界で唯ゆい一いつ、完全に男友達のポジションにぼくは入れているような気がした。

　そのリラックスがどうこうの部分も……その無意識の認にん識しきの差からきてるのかもしれない。

「まぁ、確かに、魔界で一番気楽な友達だよ、お前は……」

　というか、冷静に考えたら、人間界時代も含ふくめて、一番気ぃつかわない存在になりつつあるかもしれない、コイツ……。

「まぁ、それはオレもそうだが……しかし改めて口にすると、なんか照れるな」

　イグナレスは珍めずらしく照れていた。

　そんなぼくらを見て、キメコはますます満足げに笑う。

「だから、そういう、一番憧あこがれていた山田様の表情が見られて、私はむしろ嬉しかったんです。ありがとうございました、山田様、イグナレス様。

　今日は最高のデートになりました」

「え？」

「おぉっ？」

　その一言に、ぼくらは鋭するどく反応した。

「ということは……!?」

　キメコは頷うなずく。

「ハイッ。条件達成ということで……お約束どおり、魔王様に関する事こと柄がらなら、なんでもお話しさせていただきます」

「「お……おおおおおおおおおおおお!?」」

　ぼくとイグナレスは思わず顔を見あわせ、ハイタッチした。

「や、やったな、山田よ」

「ああ。なんか、ぼく達の友情が、はじめて生産的な活かつ躍やくをした気がする……」

　最高潮にテンションをあげるぼくとイグナレス。

　そんなぼくらを見て、ますます嬉しそうにキメコはいう。

「そ、そんな喜んでもらえて光栄です。でも、ほんとに大だい丈じよう夫ぶなんですか？　私なんか、魔王の間に配属二日目で、何も知らないっていうのに……」

　はにかみながらいうキメコ。

「いや、全然全然。配属二日目でも一日目でも、ぼくらにとっては……貴……重……な…………。？」

　あれ？

　自分でいってて……自分で違い和わ感を覚える。

　……あれ？

　イグナレスを見る。

　イグナレスは、青ざめた表情をしていた。

「……ふつかめ？」

　呆ぼう然ぜんと聞く、イグナレス。

「？　ハイ。皆みな様さまが四天王選手権で優勝した瞬間、魔王様も忙いそがしくなるかもしれないということで、急きゆう遽きよ配属になった身ですから……キャリアはほぼゼロですね」

「……ゼロ？」

　イグナレスがじわっ、と顔中に汗あせをにじませる。

　たらり。ぼくも、額から首筋にかけて、ぬるい汗が滴したたったのを感じた。

「「……え？」」

　未いまだに信じられない、ぼくとイグナレス。

「で、では聞くが……キメコよ。お前は、魔王様の死にたい理由に……心当たりあるか？」

「死にたい？　あぁ、そういえばこの前、こっそり聞いてたら、山田様と魔王様、何かそういう話してましたよね？　でも、魔王様が死にたいなんていうわけないし……あれ、どういう冗じよう談だんだったんですか??」

　あっけらかん、と聞いてくるキメコ。

　冗談……!?　キメコのヤツ……死にたいという話を、本当の話だと認識もしていない……!?

「ウソだろ……!?」

　ぼくとイグナレスは絶句気味に顔を見合わせた。

「い、いや、まだだ！」

　しかしイグナレスは諦あきらめない。

「まだ、アディ達担当のメイドが残ってる。向こうがベテランならもしかしたら──」

「あ、同期ですよ、彼女」

　しかしそのイグナレスの僅わずかな希望も容よう赦しやなく打ち砕くだかれた。

「同期!?」

「ハイ。だから先さき程ほど申し上げましたとおり、皆様が四天王選手権で優勝した日以降、魔王様も忙しくなるかもしれないということで、急遽配属になったんです。我々」

「じゃ、じゃあ……それより前にいた、ベテランのメイドの居所を教えてくれ」

　イグナレスが必死いう。

「オレ達は今からそこに──」

「あ、い、いえ、イグナレス様？　ですからあの……。皆様が四天王選手権で優勝した日以降、急遽我々、配属になったんです。

　それ以前には、魔王の間にメイドはいません」

「えっ？」

「いない!?」

「ハイ。だって新設された部署ですから」

　キョトン、というキメコ。

「え……えぇぇええええええええ!?」

　し、新設!?

「じゃ、じゃあ……魔王城に、〝魔王様に詳くわしいメイド〟なんていうのは存在しないのか……？」

「ハイ。魔王様は万ばん能のうですから。そもそもメイドなんて不要ですからね」

　ドシャッ。心を折られ、その場で跪ひざまずくぼくとイグナレス。

　いない？　じゃあ……ぼくの今のデート、なんの意味があったんだ!?

「山田！」

「やっくん！」

　その時、廊ろう下かの向こうから、アディとユキがこちらに駆かけ寄ってきたのが見えた。

　その顔色は両者とも悪く……そして両手でバッテンをつくっている。

　キメコの言葉通り、向こうも有益な情報は皆かい無むだったらしい……当たり前だ。新設なんだから。

「こんなこと、あっていいのか……!?」

　こうして。ぼく達の計画は。

　このタイミングで。

　最後の最後で。

　振り出しに戻もどった。










　第五話　魔ま王おうと四天王







　円えん卓たくの間に、とてつもなく重い空気が流れていた。

　キメコ騒そう動どうにけっこう時間をとったせいか、円卓に戻ってみて時計を見ると、スズメに指定された魔界出発時間まで、残りたった八時間。

　それでも、ぼくらは、そこからなんとか案をひねり出そうとしたが、さすがにいよいよ逼ひつ迫ぱくした時間帯に入ってきているので、いつも以上にうまく案が出ない。

　慎しん重ちようになりすぎているのか、いつものような馬ば鹿か案すら出ず、時間だけがどんどん過ぎていく。

　そして、残り時間がいよいよ一時間をきった頃ころ……。

「す、すまんかった山やま田だ……」

　そこで唐とう突とつに、イグナレスが口を開いた。

「ん？　何が？」

「まさか……あのメイド達がそんな新入りだったとは」

　悔くやしげに口を開いたのはイグナレス。あ、あぁ、今いま更さら……？　案外気にしてたのか、コイツ？

「気にすんな」

　ぼくは軽くいう。

「メイドが新入りとかぼくも予想外だったし、別にお前だけのせいじゃないだろ」

「じゃあ……やっぱり一番の戦犯はわたしだね……？」

　すると今度は、その隣となり、ユキが重い溜ため息いきを一つ漏もらした。ん……!?

「やっぱり、ヴォルクエの体験版、四章までは長すぎたね。せめてあれが一章だけとかなら……」

　後こう悔かいするようにいっているユキ。

　うん、いや、まぁ、まさにその通りだけど、今更いっても仕方ないよな!?

「てか、それも一いち概がいにはいえないって」

　ぼくはフォロー。

「コスト面で、体験版つけなきゃって理由も、わからんでもないし。ぼくにもう少し時間があれば、あの作戦もうまくいってたって」

「となると……やっぱ原因は私か……」

　自己嫌けん悪おは連れん鎖さした。ユキを励はげましていると、今度はアディが自分を責めだした。ええぇぇ……!?

「恋れん愛あい経験もないクセして、調子ノッて、無む謀ぼうな作戦引っ張りすぎた。あそこで無む駄だにした時間が今あれば、まだ、挽ばん回かい可能だったかもしれないのに……」

「い、いや、それも違ちがうって」

　何でこんな急に落ち込みだしたんだ、コイツら？

「無謀だとわかりつつ、なんかあのグダグダした感じが居い心地ごこちよくて、ひっぱっちゃったのはぼくも同じだし。別にお前だけの責任じゃ……

　ていうかさ、お前らどうしたの？」

　ぼくは三体のテンションに戸と惑まどいながら聞いた。

「いつもの、どんな状じよう況きようでも悪フザケしてくるお前らの四天王精神スピリツツどうしたんだよ？」

　ぼくは雰ふん囲い気きを明るくする為ため、わざとからかうような笑いと共にアディ達にいってみるが、

「…………」

「…………」

「…………」

　三体は、クスリともせず硬かたい表情で黙だまり、そして──

「……フザけられるわけないじゃない」

　そこで、急に、アディが我が慢まんできなくなったように、真ま面じ目めな顔でそうこぼした。

「え」

「だって……あと一時間で、アンタいなくなっちゃうのよ？　もう会えなくなっちゃうのよ？」

　ちょっと深刻な顔でいうアディ。

「ア、アディ……」

「さっきまでは、いつも通りふるまってたけど……もう無理よ。こんな状況でいつも通りなんていられるわけないじゃない！

　私、イヤよ……アンタに会えなくなるなんて……」

「アディ……！」

「あっちゃん……」

　そんな悔しそうなアディを見て、つられるように、ユキも悔しそうに俯うつむき。

　イグナレスも、珍めずらしく何かバツの悪そうな、気まずそうな顔で俯いている。

　その、シリアスな光景を見て。

「ウッ…………？」

　ぼくもさすがに、アディ達をからかう余力が消えた。

　そして、そのあたりで。アディ達のテンションにひっぱられるように、急に現実が見えてきた。

（そうか…………ぼく……人間界に帰るのか……）

　正直、今の今まで、心の中で、まだなんとかなるだろう……と思ってたんだが。アディ達のテンションを見ていたら、その認にん識しきが随ずい分ぶん甘く、というか、まだそんな認識でいるのはぼくだけだったということに気づいてしまった。

　残り一時間……。

　確かに、それは、学校のテスト……ウカウカよそ見したりしていると、あっさり終わってしまう……それくらいの時間しか、ぼくにはもう残されていなかったのだ。

　にもかかわらず、ぼく達は、魔王の〝死にたい〟という考えを覆くつがえす為の、手がかりにすら辿たどり着いていない。

　残された手は、やぶれかぶれ魔王への直じか談だん判ぱんくらいだが……あの体温の低そうな魔王に、そんな感情的な作戦効くハズもない。

　つまり、現実問題。

　ぼくの人間界強制送そう還かんは、もう、ほぼ、決定していたのだ。

　恐おそらくぼくは、一時間後。剛ごう速そつ球きゆう投手を前に、何も出来ないバッターのように、何も出来ないまま、人間界に帰ることになる……。

「ハハ……そうか……うわ、急に実感わいてきたわぁ……」

　なんか、泣きたいような、笑いたいような、われながら引きつってるハズの顔で、ぼくはいった。

「ぼく、帰るのかぁ……」

　それは、つまり。

　ぼくは、もう、この円卓で。アディや、ユキや、イグナレスと、グダグダやったり、ファミ○ンやったりすることは出来なくなるということ……。

　アディと服を買いに行ったり。ユキのヴォルクエにツッコミを入れたり。イグナレスと銭湯に馬鹿みたいに侵しん入にゆうしたり。そういうことが出来なくなるということ……。

（そんなの……ぼくだってイヤだ……！）

　想像すればするほど、その現実は、ぼくにとって、あまりに受け入れがたい未来だった。

（でも……どうしろっていうんだ……!?）

　ばかばかしい案だが、ぼくらはぼくらでベストを尽つくしてみた。これ以上、何か案が出そうな気配は微み塵じんもない。

（もう、無理なのか……）

　いろいろ考えた結果……結局、どこにも光が見えない、闇やみの中に沈しずみそうになる。

　しかし、その時だった。

「おーぅい。待たせたな、おめーら」

　円卓の間の扉とびらが乱暴に開き……円卓に、一体の女性魔族が加わった。

「さぁ、四体揃そろったところで、そろそろ始めんぞ。

　第一級緊きん急きゆう対策会議。

『超ちよう四天会議』をな」

　ニヤリとぼくらに犬歯を見せ、力強く宣言するぼくらの目の前の女性。

「え？」

　ぼく達は、忘れていたのだ。

　この円卓の間に、自在に出入りできる、もう一体の魔族の存在を。

　ぼくら『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』の執しゆう念ねんの反はん撃げきが……

　この瞬しゆん間かん、ここから、静かに始まろうとしていた……！




　　　　※




　正直にいおう──！

　その瞬間、円卓の間に入ってきた、ぼくらの目の前に立っていた女性を最初見た時……

　ぼくはその人物が、一体誰だれなのか理解できなかった。

　それは無理もない。

　ぼくの目の前にいる人物。それは──黒くろ髪かみを後ろでバシッとまとめ。全身を男物のスーツに包み、口元には真っ赤なルージュを、胸むな元もとに趣しゆ味みの良い青地のネクタイを締しめた──なんか死ぬほどカッコいい、死ぬほど仕事ができそうな敏びん腕わんマネージャーのような女性。

　だからこそ、である。

「ベラ様……！」

　ぼくの隣で、啞あ然ぜんと呟つぶやいたアディの言葉に、ぼくは耳を疑った。

「え!?　ベラ!?　様ぁ!?」

　ぼくは目を疑った……が。

　確かにいわれて、二度見して、はじめて気づいた。

　いつものけだるそうな風ふう貌ぼう、格好からは想像もつかないが……目や尖とがった耳に見覚えがある。

　そこにいたのは、魔ま王おう城で魔王以外に唯ゆい一いつぼく達より上の階級を持つ女性──魔軍司令官ベラドランナだった。

「で、でも、なんであんな格好を……？」

　意味がわからず呟くと、

「馬鹿。アンタそんなんもわからないわけ!?」

　アディが声を荒あららげ、ぼくにつっかかってきた。

「ベラ様があの格好される時は、魔界の一大事に、命懸かけて立ち向かうって決意された時だけなのよ！」

「え？」

「やっくん……たぶん。ベラ様は……やっくんの為に、イロイロ動いてくれたんだよ」

「え…………えぇっ!?」

　ぼくは耳を疑い、ベラを見た。

　あ、あの、四天王選手権の最中ですら、ジャ○プ読んであくびしてぼくらの試合見てなかったようなベラが……!?
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　と思い、ベラの方を冷静に見ると。確かに、ベラの服や肌はだには、いつのまにか細かい傷や痣あざがたくさん出来ている。

「ったく苦労したぜ……」

　そんなぼくの眼まな差ざしを見て、ベラは嘆たん息そくする。

「お前の為に、本来禁止されてる次元移動を二回も繰くり返して、魔界の神やら人間界の神やら、頭の固ぇバケモンどもと散々やりあってきたからな。せいぜい感謝して欲しいぜ、全く」

「じ、じげんいどう？」

　そういや、前々から魔王城にファミ○ンやらルービックキ○ーブやら、人間界の遺産を持ち込んでたのは全部ベラの仕し業わざだったけど……。コイツには、何かそういう、次元に干かん渉しようする能力があるのか？

「今回は四回死にかけたからな……。ま、けど。おかげで、欲ほしかったモンは手に入ったけどよ」

　そういうとベラは、バサッ。ぼくに、クリップで留められた、数枚の資料を投げてよこす。

　目を落とすと、それは、数枚の写真、そして、ベラが何かの情報をまとめつくったレポートのようで──

「えっ!?」

　そしてぼくは、そこに書かれているありえない事実に思わず声をあげた。

「何よ？」

「？　どしたの、やっくん」

　その様子に興味をひかれ、アディ、ユキ、そしてイグナレスも、次々レポートを覗のぞき込むが……

「えっ…………」

「そんな……」

「ありえん……！」

　三体の反応も、概おおむねぼくと同じだった。

　とある、ありえない事実。

　それがそこには、記き載さいされているのだ。

「どうだ？」

　そんなぼくらの反応に、ベラは満足げに口元をニィ、と歪ゆがませた。

「現地の神クラスに交こう渉しようして得た情報だ。使えるだろ？」

「た、確かに……！」

　ぼくらは顔を見合わせた。もしこの情報が事実なら……

　魔王の死にたい病を治す突とつ破ぱ口こうになるかも!?

「で、でも……何でぼくの為ために、そこまで……!?」

　どうしても、ぼくの中で、目の前のベラと、今まで知っていたベラが繫つながらず、理解できなかった。

　しかしベラは肩かたをすくめて淡たん々たんというのだった。

「別に。ただお前がいねーと、魔ウ王チ城のの馬魔鹿族共が悲しむからな。司令官としてやれるだけのことやっただけさ」

　そういうと、ベラはくるりと背を向け、

「ん～。さてさて。慣れねーことしたからゲロ眠ねむなんだよ。オレは寝ねる。こっから先はもう知らねーぞ？　オレは一度働いたら、五○○年は休む主義なんだからな」

「か、かしこまりました」

「じゃあな。またあおうぜ『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』」

　そういい残し去っていくベラに、ぼく、アディ、ユキ、イグナレスは、無言で膝ひざをつき、深く深く頭を下げた。

　すげぇ……たぶん、ぼく、魔界に来て、こんなに自然に頭下げたのはじめてだ。

　魔軍司令官ベラドランナ……やる時はやる女。魔軍司令官の椅い子すに座ってるのは伊だ達てじゃなかったってことか……！

「よし……行こう。コレがあれば……もしかしたら魔王と交渉できるかもしれない」

「アンタの残留に関して、最後の最後でチャンスが出てきたわね……」

「絶対成功させようよ。みんなで」

「ああ。ではいこうか。山田残留作戦……真・ファイナルだ」

　ぼくらは頷うなずきあい、そして魔王の間へ全力で向かう。

　残り一時間弱。

　ぼくらの、最後の悪あがきの幕が開けた……！




　　　　※




　そしてぼく達は、三日ぶりに魔王の間へ足を踏ふみ入れる。

「まだいたのか……！」

　そこに広がっている光景は、ある種……ゾッとするくらい変わっていなかった。

　乱雑にモノが積みあがった部屋の真ん中に置かれた、大画面テレビ。

　そのテレビ画面に向かい、地味なメガネ青年──魔王が、桃もも○をひたすら、虚きよ無むそのものの瞳ひとみで、まるで空気を吸うように、延々……延々一人でプレイしている。

「入っていいっていった覚えはないけど？　特に、山田。キミはクビになったはずだろ」

　その問いに──ぼくらは一度顔を見合わせ、覚かく悟ごを決めたように頷くと。

　ぼくは勇気を出し、魔王に、一枚の写真を差し出した。

「魔王様。今日は別のお話です。この写真に見覚えはありませんか？」

　魔王の背後に立ち、その写真を見せるぼく。

　魔王はチラリと興味なさそうにこちらに目を向け……

「……」

　一いつ瞬しゆん、ほんの少しだけ、わかる人にはわかる程度に……一瞬、目を見開いた。

　しかし、それは、一瞬にも満たない間だけ。

　次の瞬間には魔王は再び、フッ──と。この世のあらゆることに興味がなさそうな、曇くもったビー玉のような色に瞳を戻もどし、視線をテレビに戻してしまう。

　その……あまりも淡たん白ぱくな反応に、

（え？　やっぱ……これ、ガセだったの？）

　ぼくらは一瞬不安になりかけるが……

「……懐なつかしい」

　その瞬間。魔王は淡々と呟つぶやいてくれた。

「僕の実家だ」

「!?」

　その言葉に、ぼくらは顔を見合わせる。

「じゃ、じゃあ、次、この写真は──」

　そしてぼくはさらに、ベラより預かりし写真数点を、魔王に確かく認にんしていく。

　すると魔王はそれらの写真全すべてに、

「……僕だ」

「僕の親だ」

「……家族写真だ」

「僕の持ち物だ」

　淡々と、本人によるお墨すみ付つきを次々与あたえて行く。

「そ、そんな……！」

　その答えに、ぼくらは、望んでいた展開とはいえ……むしろショックを受けていた。

　当然である。

　そこにあった写真、それは、例えばこんな写真だ。

・古ぼけた木製の電柱から電線が伸のび、周囲には畑や畦あぜ道みち。その中にひっそりと佇たたずむ、何の変へん哲てつもない、ただの木造日本家屋を写した写真。

・その家の前に佇む、目の前の魔ま王おうにその面おも影かげをかなり残している、ヨダレかけをかけた三、四歳の眼鏡めがねをかけた幼児が写る写真。

・どこか台所のようなところで、その幼児を抱だきかかえる、人の好よさそうな農業を営んでいるとおぼしき夫ふう婦ふの写真。

・そしてその夫婦、幼児を含ふくめ、夫婦の両親とおぼしき老夫婦や、親しん戚せきらしき数人を加え大人数で撮とった、親類全員が揃そろっているような写真。家の前には、青空の下、白地に赤い丸がついた……日本の国旗がはためいている。

　つまり。

「ぼくと一いつ緒しよってことですか……!?」

　ぼくはゴクリと唾つばを飲み込み、恐おそる恐る聞いた。

「魔王様は……魔界生まれ、魔界育ちじゃないんですか？」

　いや、もっとはっきりいおう。つまり、

「魔王様は人間なんですか!?」

「ああ」

　そして魔王はやはり、テレビに目をむけたまま、何の感かん慨がいももったいぶりもなく、ごくあっさり頷くのだった。

「もっといえば、日本人だし、年も山田……君とそこまで変わらない。僕はまだ七、八○年しか生きていない、この魔界じゃまだまだ若造中の若造だからね」

「え……えぇぇぇぇぇぇ!?」

「噓うそっ!?」

「と、年下……？」

　その言葉に驚おどろいているのはアディ達だ。あ、そ、そうか。ぼくはだいたい、写真に写ってた景色から、そこまで……せいぜい、いっても一○○年以内に出生した人物だって予測ついてたけど。コイツらにそんなことわかるわけなかったもんな……！

「ど、どういうことなんですか!?」

　完全に取り乱した様子で聞くアディ。

「年下……しかも人間って！　魔王様は不老不死で……魔界を守る神クラスの魔族って話だったんじゃ……」

「それは噓じゃない。現在不老不死、七○年目の、若手の魔王ってだけさ」

　魔王は淡々といい、

「……七○年前。日本にいた頃ころ、先代の魔王に、僕はスカウトされたんだ」

　そしてようやく、ぼくらに多少心を開いてくれたのか、少しだけ、自分の話をし始めてくれた。

「条件は確かこうだった。一つの部屋にずっとこもってるだけの簡単な仕事で、食うにも飲むにも困らない。家族への報ほう酬しゆうも弾はずむ。だから魔王をついでくれ──とね」

「え……えぇぇ？」

　ぼくは啞あ然ぜんとアディを見る。

「一市民……しかも、人間界の人間、後こう継けい者しやに選ぶって……そんなことありえんの？」

「ま、まぁ……魔王様のおしごとっていうのは。さっき魔王様もおっしゃったけど、こうして、ここで封ふう印いんされてるのがお仕事なのよ。特例を除いて、魔王様が亡なくなった場合、魔族全体が滅ほろぶからね。生身の状態で外に出るわけにはいかないの」

「な、なるほど……」

「あと、封印されてる状態そのものが、人間界に、戦争し掛かける気がないことの証明になったり。魔界が平和なことを、魔族に知らしめたり。いろんな理由で、ここにいなくちゃいけない。

　だから……まぁ、お仕事自体は、ただ、そこに在ることが仕事だから。その……」

　アディがいいにくそうにいいよどむと、

「特別な才能や能力は必要ない。誰だれでもなれるってコトだよ」

　魔王が冷めた口調でいう。

「あ、い、いえ、あの、そういうわけでは……」

　アディは恐きよう縮しゆくしきりだが、

「気にしないでいいよ。実際、魔王は、途と中ちゆうで入れ替かわってても、城の魔族に気づかれないこともよくあるらしいし……。

　と、まぁ、そういうおかげもあって、僕は魔王に選ばれた。先代魔王曰いわく、世界で一番魔王に向いてる性格だったらしいよ」

　魔王ははき捨てるようにいう。

「そして、実際魔王の職についてみて……確かに、こりゃ天国だと思ったよ。

　実家でやらされてたキツイ農作業も、その後すぐ日本で始まった戦争もこっちには関係ない。部屋にいるだけで、うまい食い物は出てくるし、快適な温度の部屋で、好きなだけ寝てていいし、欲ほしいものは手に入るし、あらゆる魔族が僕の命令に従う。僕が本来いるべき場所はここだ、そう実感したよ」

「あ、あのう……」

　そこで、挙手し、意見したのはユキだ。

「だ、だったら、魔王様は、何な故ぜ〝死にたい〟なんておっしゃるのでしょうか……？」

　不思議そうに聞くのはユキ。

（よ、よくいった、ユキ……！）

　その勇気あるユキの質問に、ぼくらは内心拍はく手しゆ喝かつ采さいした。

　そう、すべてはその質問に繫つなげるために……この質問が許されるくらいの関係性を築くために。

　ぼくらは、この資料使って、魔王にいろいろ語ってもらったんだ！

　その質問に、魔王は、少し考えた後。

「…………知らない」

　今までで一番虚うつろな目つきで、そんな、まさかとしかいいようがない言葉を返してきた。

「えっ!?」

「欲しいものは手に入る。食べたいものは食べられる。病気もしない。なのに毎日、たまらなく死にたくなるんだ。ここ一○年くらい……ずっとそんな感じなんだ」

　ぼくらは顔を見合わせた。

　は？

　魔王……まさか自分で、自分が死にたい理由……わかってない……？

「あ、あの、じゃあ……もしかして【恋れん愛あい】じゃないですか!?」

　そこでイチかバチかなのか、持論を復活させたのはアディだ。

「失礼を承知で申し上げますが……魔王様は、恋愛の素す晴ばらしさを知らないのではないでしょうか？　だから死を求めてしまう。

　も、もし、魔王様さえよろしければ、私達が恋愛の素晴らしさをレクチャーしますが……」

「残念だが」

　魔王は即そく座ざに首を振ふった。

「一応、人間界にいた頃から、彼女が途と切ぎれたことはなかったし。正直、恋愛や女に困ったことはない。それが理由とは思えない」

「そ、そーですか……」

　超ちようガッカリしながらアディがいった。

　ていうか、この魔王、このルックスで、案外モテんのか!?　なんか納なつ得とくいかねー！

「あ、あのじゃあ……【旅行】はどうでしょう？」

　ユキは、コイツも実は諦あきらめてなかったのか……胸の谷間からヴォルコンを取り出し、魔王にプレゼンを開始した。

「もしかして、この部屋にこもりきりなのが精神に悪いのでは？　これはヴォルコンといって、ゲームの世界に実際に入れるハードで……」

「残念だが。似たようなマシンを僕は既すでに持っている」

　いうと魔王は、自分の傍かたわらにあった、ユキのマシンとどことなく似てる……しかしデザインが、ゲーム機というより、高級インテリアのように洗練されている、やけにオシャレなゲームハードをユキに示した。

「五年くらい前に魔界の古代技術駆く使ししてつくった、試作品だ。このハードで再生すると、ゲーム内の風景、人物、イベント、音楽、すべてが実物として完全再現される」

「人物とイベントと音楽も!?　ま、負けた……」

　ユキはプライドをへし折られ膝ひざから崩くずれ落ちた。ユキのより凄すごいマシン、五年前に完成させてるって……魔王、どんだけ万ばん能のうだよ!?

　魔王のハードの方には、あの強制体験版とかついてないだろうし……確かに、ユキに勝ち目ねぇ。

「で、では、次、人間界に戻もどりたい、などはどうです？」

　最後にイグナレスが、ベラの持ってきた資料を見ながら、独自の理論を展開した。

「実は人間界に戻りたいのに。この部屋から出られない。そのジレンマが魔王様を苦しめているのでは……」

「ありえない。今いま更さら、あんな空調もゲームも大型書店もない田舎いなかになんて帰りたくない。僕の居場所はここだ」

　しかしその説も、溜ため息いきまじりに一いつ蹴しゆうされる。

（じゃ、じゃあ、一体……何が気に入らないんだ、この人!?）

「……もういいだろう」

　そんな感じで正解を出せずにいると。急速に興味を失ったようにいうと、魔王は完全にテレビの中に意識を戻し、冷たくいう。

「今更そんな理由、どうでもいい。僕はもう、死ぬと決めたんだ」

　画面を見ながら淡たん々たんと魔王。

「山田の後任が来たら教えてくれ。一日でも早く殺してくれるよう、今度は僕直じき々じきに命令するさ」

　そういうと魔王は画面に完全に意識を移し、ぼくらの言葉に一いつ切さい反応しなくなった──。
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「なんなのよ……死にたい理由わからないって！」

　そして、ぼくの魔ま界かい滞たい在ざい時間、一五分を切ったところで。

　ぼくらは再び円えん卓たくに逆ぎやく戻もどりになった。

「惜おしかったね……理由聞き出すところまではいったのに……」

「まさか本人すら理由を自覚していないとはな……。これでは打つ手がない……！」

　沈ちん痛つうな空気で話すアディ、ユキ、イグナレス。

（確かに……）

　そんな中、ぼくも焦あせりに頭が支配されそうになる。

　──が反面。

　頭の中に、何か、ひっかかるものがあることも感じていた。

（もう一度、落ち着いて考えてみよう……）

　先さき程ほどの、魔王の話を整理すると──？

　魔王が死にたい理由は、

　衣食住でも、

　娯ご楽らくの欠けつ如じよでも、

【恋愛】でも、

【旅行】でも、

【故郷】への想おもい、でもない。

　むしろ、そのへんのものをすべて持ってるのに、満ち足りることができない……まだ死にたくなる、そんな何かが欠落してるってこと？

（それは何だ──？）

　今回の騒そう動どうが起こった時、スズメがいっていた。

　そういえば、ぼくと魔王は似てる、と。

　確かに、ぼく自身もそれは思う。

　どこか、何かが少し違ちがっただけで、ぼくも魔王のように死にたい気持ちになっていたかもしれないし。

　逆に、ほんの少しの差で、魔王が、魔界から離はなれたくないくらい、魔界での日常を謳おう歌かしていたかもしれない。そんな気がする。

　だとすると、ぼくと魔王、その二人の間にある差は……何だ？

「しゃあない。こうなったら…………ファミ○ンでもしましょ」

「そうだね」

「うむ」

　そんなぼくの前で、アディ達は完全に現実に背を向け、円卓に置かれていたファミ○ン──誰だれが差したのか、久々にドラ○エⅠが差さっている──をプレイし始める。

「い、いやいや、もうちょい粘ねばろうぜ!?」

　そのいつも通りの困った行動に、突つっ込みをいれるぼくだったが……

「──あ」

　そこで……

　ぼくは、ぼくと、魔王。

　両者の間にある、決定的な差に気がついてしまった。

　魔王の間にあった、フ○ミコンと、円卓の間にある、ぼくがよく触さわるフ○ミコン。

　その二つの間にある、とんでもない違いに、天てん啓けいのように気づいてしまう。

「そ……そういうことか……」

　ぼくは座ったばかりの円卓の椅い子すから立ち上がった。

「おい……ドラ○エⅠやってる場合じゃないぞ！　わかった……魔王を説得する唯ゆい一いつの方法、やっとわかったぞ！」

「え？　でもやっくん、今日、ようやく虹にじのしずく手に入れたから竜りゆう王おうの城に……」

「ド○クエとぼくの残留、どっちが大事なんだよ!?」

「えー」

　そして、ぼくを除いた三体による覆ふく面めん投票による多数決の結果……二対一で、ギリギリぼくの残留が勝利し、かろうじて魔王の間行きが決定する。

　いや、おい、けっこう僅きん差さだな！　この期ごに及およんでドラ○エに入れたの誰だよ!?

「と、とにかく行くぞ！」

「もー。行くったって、どういう作戦で行くのよ？」

「安心しろ。行けば、全部わかるから！」

　というわけでぼく達は今度こそ最後のチャンスになるであろう、このタイミングで再び魔王の間へ向かう──！
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「ま、また来たのか!?」

　そんなぼく達のトンボ返りに、魔王も、さすがに若じやつ干かん呆あきれ気味だった。

「今度は何の用だ……？」

「提案があるんです。ソフトは何でもいい。ぼく……いや、アディ達と一いつ緒しよに──フ○ミコンやってくれませんか!?」

「「「はぁ!?」」」

　ぼくの提案に、ギョッとしたリアクションを見せたのは、むしろ、アディ達だった。

「ちょ、ちょっと何いってんのアンタ!?　フ○ミコンて！」

「そ、そうだよやっくん……わたし達なんかが魔王様相手にフ○ミコンなんて……！」

「い、いや、それが必要なんだ！」

　思い出したのだ。

　魔界に来て一ヶ月──はじめてファミ○ンが魔界に来て、アディ達とドラ○エⅠをやった時。

　ぼく自身は既に、人間界でⅧを一七周クリアしてたし、プレ○テ３や、Ｗ○ｉも持ってて、映像的にも技術的にも遥はるか先をいくゲームに目も身体からだも脳も慣れている状態だった。

　しかも、罰ばつゲームなんかもあったりして、けっして楽な精神状じよう況きようでプレイできたワケじゃない。

　……にもかかわらず。あの時徹てつ夜やでやったドラ○エⅠは、生しよう涯がい記き憶おくに残りそうなくらい、死ぬほど面おも白しろかった。

　何な故ぜか？

　決まってる。

　ドラ○エⅠが神ゲーだから……

　だけじゃない。

（みんなでやったからだよ……！）

　アディ。ユキ。イグナレス。コイツらと、喋しやべったり、罰ゲームやったり、メシ食いながら思い出共有してやったから、あんなにも面白かったんだ。

　魔王になくて、ぼくにあるもの。

　そんなもの、考えるまでもなかった。

　それはアディ、ユキ、イグナレス。

　普ふ段だん一緒に過ごす、仲間……友達の存在だったのだ。

　それに対して……

　魔王は、ずっと一人。

　桃○の相手は、自分以外全員ＣＰＵだし。

　部屋にだって、二日前にようやくメイドが入ったくらいで、ほとんど誰とも接せつ触しよくがない。

　そんな状態が七○年も続いてみろ……誰だって、頭おかしくなるよ。むしろ、その状態で七○年生きてきた魔王……並なみ大たい抵ていのヤツより、よっぽど生きること好きだよ。

　一人でじっくりやるゲームは勿もち論ろん最高だ。

【恋れん愛あい】だって【旅行】だって【故郷】だって勿論人生に不可欠。

　けどきっと……今は当たり前になって気づけないけど……

　仲間……友達だって、その辺と一緒くらい、下手したらそれ以上に、人生生きるのに必要なんだ。

　そしてその成分を……アディ達なら、きっと、うまく補ってくれる！

　コイツらは、魔力以上に、そのばかばかしく遊ぶ能力が突とつ出しゆつして高いんだ！

　コイツらなら……魔王に、再び、生きる力を送りこめるハズなんだ！

　が。

「や、やっぱ無理よ……」

「う、うん。魔王様はすべての魔族の象しよう徴ちよう……わたし達とは次元の違う生命体。一緒にゲームなんて」

「ああ……恐おそれ多すぎる」

　ぼくの期待に反し、アディ達は、どれだけ魔王という称しよう号ごうを畏い怖ふしてるのか……変に尻しり込ごみし、モジモジと遠えん慮りよし、いつもの調子を発揮しない。

「オ、オイ!?」

「……どうやらノリ気じゃないようだな。別に僕も気乗りしないんだ。無理してやる必要もないだろう」

　そうこうしてるうちに、どんどん高まりつつあったハズの場の熱が冷め、魔王も、どことなくつまらなそうに見えなくもない表情で、スタスタ部屋の奥に引っ込んでいく。

（ま、待ってくれ！）

　ぼくは泣きそうになった。何やってんだよ……魔王も、アディ達も。

　あと少し……あとほんの少し、勇気出して歩み寄れば、状況変わりそうなのに。

　誰でもいい。

　勇気あるヤツは一人くらいいないのか？

　この状況を変えてくれる……空気なんか読まない、勇気ある者、この場にいないのか!?

　一気に不満をＭＡＸまで高めるぼく。

　すると──ぼくのそんな願いが叶かなったのだろうか。




「ラァァァァァァイ！　ぺェェェェェェィィィン！」




　ぼくの背後から。

　まさかのタイミングで。

　予期せぬ〝勇気ある者〟の声が聞こえた──！
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「もういっちょ！　ラァァァァァァイ！　ぺェェェェェェィィィン！」

　何故もう一度唱えなおしたのか知らないが、再びそんな声が聞こえた瞬しゆん間かん……

　ドォォォォォン！

　魔ま王おうの間の扉とびらが爆ばく砕さい！

　そして。

「ぃよぃしょぉ！　魔王、覚かく悟ご!!」

　この場に……とんでもなく空気を読まない女がやってきた！

　そこにいたのは、どこで手に入れたのか……いかにも勇者っぽい青い鎧よろいに体を包み、これまたどこで手に入れたのか、金色の鉢はち金がね、赤いマント、片手剣けんと盾たてまで装備している……前まえ髪がみだけ赤く染めた、いかにも自己顕けん示じ欲よくの強そうな瞳ひとみをしている、細身の女。

　ぼくの妹……いや、勇者。勇者、山田雫しずくがそこに立っていた。

「もう、お兄！　魔王復活してたなら復活したってちゃんといってよね!?　ここんとこ……いや冷静に考えたら魔界入りしてずっと……全然いいトコなしで、魔王討とう伐ばつは、ファン離ばなれしまくってる私に残された最後のチャンスなんだからっ。

　というわけで、魔王、覚悟！　昨日、下宿先の庭掘ほったらたまたま出てきた、勇者の剣、勇者の盾、勇者の鎧の力であんたなんか……！」

　以前の、バーサーカーになった剣に続き、どんだけ引き強いのか、偶ぐう然ぜんだけで揃そろったとんでもなく強そうな装備で雫は魔王に切りかかろうとするが……

「雫……よくきてくれた」

　そんな雫の前にぼくは立ちはだかり、ガシッ。雫の両りよう肩かたに手を置いた。

　いつも通り……いや、いつも以上に空気を読み違ちがえた登場だが……（てか……魔王復活してないし。そもそも、あと数分でぼくが人間界強制送そう還かんなの何で知らないんだこいつ？）今回ばかりはマジで登場が嬉うれしい。

「？　何よお兄、邪じや魔まするつもり？　私は今から魔王と勝負を──」

「お前、ゲーム、何が得意だっけ？」

　ぼくはムシして聞いた。

「え？　えーっと……ぷ○ぷよと、マ○カーと、あと、昔散々お兄にシゴかれた、すとりーとふ○いたーⅡ？」

「よし。魔王様、その辺、どれかありますか？」

「え？　あ、あぁ……まぁ、ス○Ⅱなら普通にここにあるが……」

　ス○Ⅱ片手にこちらに戻もどってくる魔王。うん、まぁ、普通にあるのもちょっとオカシイんだけどね!?

「よし。じゃ、まずオープニングマッチで、勇者対魔王の世紀のス○Ⅱ対戦やりましょう！」

　ぼくはスーフ○ミの電源を入れ、プロモーターとして提案する。

「「「「「はぁ!?」」」」」

　その場にいる全員が啞あ然ぜんとした。

「な、何いってんのアンタ!?　魔王様がス○Ⅱなんか……しかもおシズとなんかやっていいワケないでしょ!?」

「仕方ないじゃないか。お前らが、ビビって魔王様と対戦できないんだから……。雫。頼たのんだぞ」

「な、何で私が魔王とス○Ⅱを!?」

「そりゃそうだろう。だってお前、ただの勇者じゃないだろ？　スーパーアイドル兼けん、大勇者だろ？」

「エッ……？」

　雫が微び妙みように食いついた。

「ここで普通に武力で魔王討伐したって。んなもん、テンプレの、幾いくらでもいる凡ぼん百ぴやくの無個性勇者と一いつ緒しよだぞ？　お前いってたじゃないか。昨今のアイドルは、ともかく、自分のプロフィールにパンチ力がいるって」

「そ、それは……」

「お前は、どっちなんだ!?」

　ぼくは雫に決断を迫せまった。

「普通に武力で魔王討伐する、テンプレ勇者か。

　それとも……ス○Ⅱで勝って、世界を救う。そんな、いまだかつてない、パンチの利きいた経歴を持つ……次世代スーパーアイドル型勇者なのか!?」

「んなもん……次世代スーパーアイドル型勇者に決まってんでしょ!?」

　雫は挑ちよう発はつにのった。

「ソニッ・ブゥンム！」

　そしてネイティブな発音でわざわざ〝ソニックブーム！〟と叫さけびながら、コントローラーを握にぎり、手早くガ○ルを選せん択たくした！

　よしっ、かかった！

「魔王様！　魔王様はどうです!?」

　次に今度はぼくは魔王に畳たたみ掛かける。

「どれだけやりこんだのかしりませんけど……まぁ少なくとも、ここ一○年くらいは、この部屋で一人、ゲームの腕うで、磨みがいてたんですよね？

　その腕ぇ……外の世界でどれだけ通用するか、試ためしてみたくありませんか？」

　と、ぼく。

「ご安心下さい。雫のガ○ルはぼくが仕込んだ一級品です。たぶん、今まで味わったことがないくらい、高いレベルでの戦いが楽しめると思いますが!?」

「いいだろう……！」

　その瞬間。

　ゴウッ……！　魔王の眼鏡めがねの奥の瞳に、はじめて炎ほのおが灯ともった（気がした）。

「だが後こう悔かいするぞ。僕の腕は並じゃない。壊こわしたボーナスステージの車の数は、軽く千は超こえる。引きこもりの恐おそろしさ、骨の髄ずいまで刻み込んでやる……！」

　そして魔王もスー○ァミの前に座り、

「ヨガッ○レ～ム」

　雫の影えい響きようか、持ちキャラの必殺技わざ名を叫びながら、手て馴なれた動作でダ○シムを選択した。ぃよしっ！　てか……魔王、意外にトリッキーなキャラ選ぶな!?

　とにもかくにも、スーフ○ミを挟はさんで、勇者と魔王が並び立った！

「フン……アンタが魔王？　初めまして。私、次世代スーパーアイドル型勇者、山田雫。私のキャリアの為ためにも……ガ○ル少しよう佐さの母国アメリカの誇ほこりにかけて……この勝負、絶対に勝つ！」

「望むところだ勇者よ……！　我は魔王。魔界を統すべる唯ゆい一いつ無二の王なり。魔界の秩ちつ序じよを守る紅ぐ蓮れんの炎……その四し肢しにとくと味わうがよいわ！」

　火花を散らす、勇者と魔王（ス○Ⅱの前で）。

【ＲＯＵＮＤ１　ファイッ】

　それなりに運命をかけた、世紀の一戦が幕を開けた！




　　　　※




　勝負は、ぼくも驚おどろくくらいハイレベルな次元で始まった。

「ソニッ・ブゥンム！」

「ヨガッ○レ～ム！」

　雫のソニックブームと魔王の紅蓮の炎が画面の中央で何度も高速でスパークする！

「てか、魔王様……うま!?」

　特に魔王のダル○ム捌さばきは圧巻で、同じくス○Ⅱ経験者であるアディ達に衝しよう撃げきをあたえていた。

「くっ……コイツ……やる!?」

　そんなダ○シムを前に、アイドル活動にうつつをぬかしていた雫のガ○ルは、徐じよ々じよに追い込まれ、そして──

【Ｋ・Ｏ！】

　ダ○シムのヨ○ファイアが、失敗サマーソルトで着地しようとしたガ○ルを襲おそい、直ちよく撃げき。倒たおれるガ○ル。

　一ラウンド目は魔王が獲とった。

「ぃよしっ！」

　思わずガッツポーズを繰くり出す魔王。

「チッ……」

　リアルに舌打ちする雫。

（これは、雫、少し不利か……!?）

　一戦目を終えてぼくの判断はそうだったが……。

　しかし雫も、そのままでは終わらなかった！

【ＲＯＵＮＤ２　ファイッ】

　二ラウンド目に入ると、

「だんだん……カンが戻ってきた……！」

　さすがぼくの愛まな弟で子しだ、雫は、次し第だいに本来のガ○ル捌きを取り戻した！

　じっくり相手を泳がし、守りを固め、ここぞという時にソニッ・ブゥンムとサマーソルトキックでしとめる、ハンターのような戦い方で、ダル○ムを圧あつ倒とう。

「何!?」

「いっけぇぇぇ！」

　見てるほうも胃がキリキリするような攻こう防ぼうの末──

【Ｋ・Ｏ！】

　ギリギリのところで、ガ○ルがダ○シムを破り、二ラウンド目を手にした！

　おお！

「ぃやったぁぁ！　どんなもんよ！　これが私とアンタの背負ってるものの差よ！」

「ふ、ふざけるな……たかがあとパンチ一撃分じゃないか……！」

　本気で喜ぶ雫、本気で悔くやしがる魔王。ゲームが生み出す極ごく上じようの天国と地じ獄ごくがそこにあった。

「…………！」

「…………！」

　そんな光景を見て、なんか子供のようにモジモジ挙動不ふ審しんになりはじめているのはアディ、ユキ、イグナレス。

　悔しそうな顔で、声も出せず、自分も参加したそうに、勇者と魔王の戦いに見入っている。

　ククッ、いいぞいいぞ……もっと煽あおられろ、煽られろ！

【ＲＯＵＮＤ３　ファイッ】
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　そして画面の中では最終ラウンドが始まる。

　両者とも、完全にカンが戻もどったのだろう。そこで始まったのは、もしこれがスポーツ中ちゆう継けいだったら歴史に残る名勝負として語り継つがれそうな……両者のハイレベルな技術が火花を散らす、芸術的ともいえる紙かみ一ひと重えの攻防だった！

　ガ○ルのめくり蹴げりを、ダル○ムがギリギリで防ぼう御ぎよし。

　ほぼ零ぜろ距きよ離りからのヨ○ファイアを、雫がソニックブームで相そう殺さいする。

「いっけぇぇぇぇぇぇ！」

「しね、しね、しね、しね！」

　完全にゲームの虫と化した両者が、対戦ゲームによくありがちな、心の声が完全にダダ漏もれになる絶ぜつ叫きよう状態で激げき闘とうを繰り広げる！

　そんな二人の熱気に、アディ達はもう完全に遠えん慮りよや尻しり込ごみを忘れていた！

「くぅぅ……魔ま王おう様！　そこ、右です！」

「おシズ、馬ば鹿か、そこは投げでしょ!?」

「魔王様、ソニックブームが来ます！」

　目を血走らせ、二人の戦いに声せい援えんを飛ばすアディ、ユキ、イグナレス。

　こういう光景みると……やっぱゲームの対人戦ってアツいよな！

　だって人間も魔族もおかまいなしに、この盛り上がりだぞ!?

　しかし、永遠に続いて欲しかったような気がする芸術的な激闘も、勿もち論ろん永遠には続かない。

　徐々に勝負が終わりに向かっていく。

「くっ、そんな、噓うそ、私が……!?」

　それは、ほんの少しの地力の差。しかしやはり、一人やりこんでいた魔王の腕前は素す晴ばらしく、キレを取り戻した雫を僅わずかに上回っていた。

「ま、ま、負ける……!?」

「終わりだ……！」

　雫のガ○ルに、魔王のダル○ムの長く伸のびた足が直撃。

【Ｋ・Ｏ！】

　訪おとずれる魔王勇者決戦、決着の時。

　雫のガ○ルが、ゆっくり地面に落ちる。

「っし！　見たか勇者とやら！　これが魔界の裁きの雷いかずちだ！」

「ま……負けた……！」

　けっこう本気で悔しいんだろう。ガックリ肩かたを落とす雫。

「いや……でもよくやったぞ雫。お前、勇者としての責務はちゃんと果たしたわ」

　ぼくはそんな雫の肩にポンと手を置き、心からの労ねぎらいの言葉をかける。

　何な故ぜなら……

「そうね……よくやったわ、おシズ！」

「うん。おシズちゃんの敵かたきは絶対取る！」

「ああ。後はオレ達『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』に任せろ！」

　ぼくの目もく論ろ見みどおり。

　雫の戦いに感化され、後ろでアディ、ユキ、イグナレスがおもいっきりやる気満々になっているからだ。

「お前ら……覚かく悟ごを決めたんだな」

　そんなアディを見ながら、ぼく。

　アディ達は頷うなずく。

「うん。今の見て反省したわ。ゲームを挟んで立ったなら……そこに余計な遠慮は無用。むしろそんな態度は魔王様に失礼！」

「そうだね。わたし達も……おシズちゃんみたいに、全力で魔王様と勝負する！　それがきっと、魔王様のお役に立つ」

「その通り。人類抹まつ殺さつ計画を放置し、散々鍛きたえたス○Ⅱの腕うで。オレ達も、魔王様に披ひ露ろうしよう……！」

　完全に戦せん闘とう態勢に入りながらいうアディ達。よしっ……！

　そんなアディ達を見て、魔王も満足げに笑っている。

「いいだろう……こい、四天王。主として、お前らに稽けい古こをつけてやる」

「「「よろしくお願いします！」」」

　ついに始まる四天王対魔王。

　そして──




　　　　※




　世紀の激闘が始まった。

　アディのリュ○は、質実剛ごう健けんな攻せめで──。

　ユキのエド○ンド本ほん田だは、圧あつ倒とう的な突とつ進しん力で──。

　イグナレスのブラ○カは、素早い飛び込みとトリッキーな動きで──。

　それぞれ、魔王のダル○ムと激げき突とつ。

「ちょ、山田……アンタも見てないで魔王様倒すの手伝ってよ!?」

「え、ぼ、ぼくも？」

　というわけで、なんとなく役目を終えたつもりになっていたのだが、結局ぼく（ザンギ○フ）も参戦。

　そこにたまに雫も加わり、魔王、勇者、四天王という、役職だけ聞けばとてつもないメンバーによる、尋じん常じようじゃなく濃こく、熱く、レベルの高い大ス○Ⅱ大会が行われる！

「あぁ、クソ、負けた！　その戦い方卑ひ怯きようじゃないですか、魔王様!?」

「お前らの投げハメのほうがよっぽど卑怯だろうが!?」

　もはやそこに変な遠慮は何ひとつない。

　あるのは、対戦相手への愛ある罵ののしりの言葉、なんとしても自分のキャラを勝たせようとするド汚ぎたない勝利への欲望だけ。

　そしてそんな濃のう厚こうな勝負が、何時間にわたった頃ころだろう……

　ぼくが魔界を去る約束だった時間など、とっくに過ぎ去った頃。

　魔王が、突然、宣言した。




「ハァ、ハァ、ハァ……もういい。ここまでにしよう。続きは明日あしただ」

「え!?」

　その言葉に、ぼく、アディ、ユキ、イグナレスは顔を見合わせる。

「明日？」

「ということは…………？」

　魔王は頷く。

「撤てつ回かいだ」

　魔王はいう。

「こんなに、ゲームを面おも白しろいと思ったのははじめてだ。こんな面白い世界があるなら、僕もまだ死ぬわけにはいかない。しかも、山田のザンギ○フには、一勝どころか、ほぼ一いち撃げきもいれられず負けてるからな……！」

　ギリリ、と悔くやしそうにいう、魔王。

　なるほど、確かに。ぼくのザンギは神のように強いので、魔王戦も、ほぼ全戦パーフェクト勝ちを成し遂とげてしまっていた。

「少なくとも、山田、お前に完全に勝てるまで……

　僕は……僕の死にたい宣言も、お前の解かい雇こも、撤回しよう」

　あっさりいってくれる魔王。

「オッ……オッシャァァァァ！」

　ぼくらは顔を見合わせた。

　思った通りの効果だった！

　ス○Ⅱ外交で……魔王の死にたい宣言撤回させた!?

「但ただし、来いよ……明日も絶対来いよ！　お前らに魔王たる僕の真の実力見せ付けてやる！」

　それどころか、魔王は、ぼくらに何度も再訪を念押しした。

　本人は楽しかったっていってたけど……やっぱ、ずっと一人で、ずっと寂さびしかったんだろうなぁ。

「じゃ、ま。明日から、円えん卓たくで喋しやべった後、この部屋でス○Ⅱ大会すんのも日課にしましょっか」

　アディが提案する。

「う、うん、まぁ、いいんじゃん……？」

　また仕事が進まなくなりそうだけど。

　というわけで、この日以降、魔王城に、一日一度、魔王と勇者と『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』が集つどう、ス○Ⅱ時間タイムというものが誕生する。

「じゃ、今日のところは帰りますか」

　四天王選手権一回戦からこっち──今の今まで、ほとんどちゃんとした休みなしで突つっ走ってきたのだ。全員、さすがに疲ひ労ろう困こん憊ぱいである。

「それじゃ、魔王様、また明日」

「魔王……私も、ス○Ⅱでアンタ倒たおせるようになる日まで、毎日ここ来るからね！」

「ああ、来い。待っているぞ、山田雫！」

　魔王の間を後にする、『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』、そして勇者雫。

　こうして、ぼくの解任騒そう動どう……そして、ぼくが魔界に来てから抱かかえていた、魔王抹まつ殺さつ計画は。

　様々な紆う余よ曲折を経て、魔王とゲーム友達になる──という、最高にぼく達らしい結末で、幕を下ろしたのであった──。










　エピローグ







　そして──解任を解除出来たということは、勿論、その日以降も、魔界で暮らしていくということを意味しているのだが……

　翌日、ぼくを待っていたのは、早くも、こんなにがんばって残留したことを悔くいるような、そんな展開だった……。




　順を追って話そう。

　翌日の朝──。

　久しぶりにゆっくり寝ねて、いつもより遅おそい時間に起き床しよう。

　まぁ、さすがに騒動終わったの昨日の今日だし、円卓行くのは遅くでいいだろ……とダラダラ準備をしていると。

「なーにをチンタラ準備しとるんじゃ、お主は？」

　ふいに窓の方から声がかかった。

「!?」

　見ると、いつの間にか窓が開き、そして窓まど枠わくに一羽の鳥──スズメがとまっていた。

「ス、スズメ!?」

　ぼくは意外に思っていた。コイツの職業は神かん殺さつ屋や……魔王の自殺を幇ほう助じよする役目。

　しかしその必要はなくなったハズなので、もうコイツと二度と会うこともないのかもと思っていたのに……まだ、普ふ通つうに魔界にいる!?

「今日から、ワシらの物語も新章開幕じゃ！　気合入れて行こうぞ!?」

「し、新章……？」

「そうじゃ……ワシと魔王とお主ら『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』。皆みんなで魔界と人間界を救うのじゃ！　世界の命運は、ワシらの手に委ゆだねられているのじゃ～～～～！」

　たぶん、何か重要なことをいおうとしてくれてるんだと思う。

　しかし、朝からこの暑苦し過ぎるテンションは本気でウザいし、嘴くちばしから飛んでくる大量のツバも本気で不快なので、

「とりあえず出て行ってくれないか？」

　ぼくはいつも通り、スズメを追い払はらうべく、ポケットの中にあった消しゴムを、

　ブンッ！　ミミズにみせかけ窓の外に向かって投げ捨てた。

　が。

「フン……」

　しかし、スズメは、その消しゴムを余よ裕ゆうで見送った。

「何!?」

「いつまでもかつてのワシと思うなよ？」

　スズメはハードボイルドに笑った。

「ワシのミミズレベルも魔界に来て着実に力を増しておる。今のワシなら、投げられた物体がミミズか消しゴムか見み極きわめるくらい造作もないことで……」

「あ。オイ、地平線の向こうにミミズの大群がいるぞ!?」

「うっひょお！」

　しょせん小動物だった。

　スズメは地平線の向こうにすごい速さで飛んでいった。

「さて、じゃ、そろそろ円卓行くか……」

　パタンッ。冷静に窓を閉め、二度とスズメが戻もどってこないよう祈いのりながら、ぼく。

（けど、さっきの〝新章開幕〟ってなんだったんだろう……!?）

　なんかイヤな予感がするが……

　ぼくはそのイヤな予感を振ふり払い。

「さ、さぁ、今日も元気にお勤めしようじゃないか」

　変に自分を元気に鼓こ舞ぶし。

　扉とびらを開け、円卓へと向かった──！




　異変は、まだ起こっていなかった。

　円卓に向かうと、そこにあったのは、

「山やま田だ！　アンタ遅い！」

「ま、まぁまぁ。やっくんは昨日の解任騒動でいろいろ大変で疲つかれちゃったから……ね？　いっくん」

「いや、オレのコイン占うらないによると、アイツはこの前なんだかんだオレから強ごう奪だつしたＴ○ＬＯＶＥるを一晩中読んでて寝ね坊ぼうしたと……」

　めいめい円卓に座り、相変わらず適当なことをいっている、アディ、ユキ、イグナレスの姿。

（あー、でも、ぼく。ほんとに……これからも……ここでの暮らし、続けられるんだなぁ）

　その光景を見て、ぼくは、しみじみ、自分の残留が決まった喜びを嚙かみ締しめていた。

　これからも、ぼく、ここで四天王……〝知〟の山田を続けられるんだ！

　先のことはわからない。これから永久に魔ま界かいで暮らすのかといわれると、間ま違ちがいなくそうだ、とまではさすがにいいきれないが。

　それでも、いま、まだ魔界でアディ達と『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』でいられることは、確実に、今のぼくにとっては嬉うれしい現実だった。

「何ニヤニヤしてんの？　まさかアンタ……わ、私との、なんか破は廉れん恥ちな妄もう想そうとかしてんじゃないでしょうね!?　ま、まぁ、多少なら……いいけどさ？」

「えっ!?　ズ、ズルイよ、やっくん！　あっちゃんばっかり……わたしも、やっくんに、破廉恥な想像して欲しい！」

「ていうか、山田、まじでＴ○ＬＯＶＥる返せよ？」

　そんな魔界残留の感かん慨がいに浸ひたるぼくに、アディ、ユキ、イグナレスの、なにもかもを台無しにするようなコメントが降りかかるが……ま、まぁ、うん、かろうじて許そう。

　今日は素す晴ばらしい日なんだからな！

　あと、Ｔ○ＬＯＶＥるは、しばらく借りとくわ、イグナレス。すまん。

「ていうか、お前ら、珍めずらしく早いな……」

　と、ぼくは、そこでふと気づく。

「しかも昨日あんな感じでゴタゴタしてたのに……なんでこんな真ま面じ目めな時間に出勤してんの？」

「はあ？　アンタ聞いてないの？」

　そこでちょっとアディがビックリするようにいった。

「今日は、ベラ様から『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』に第零ゼロ級召しよう集しゆう命令出てて。それで私ら、ここにこうして集まってんのよ」

「はあ!?　だ、第零級召集命令!?」

　聞いてないし……しかも零級召集命令!?　一級召集命令（主にファミ○ンとかルービックキ○ーブとかやる時に使われる）はわりとよく発令されてたけど。零級召集命令なんて、今まで出されたことあったっけ!?

「な、何だよ零って。何の用あるんだよ、昨日の今日で司令官殿どのは……」

「んなもん、私が知るワケ──」

　と、相談を開始しようとするぼくとアディ。

「おーう。悪ぃ、遅おくれた」

　するとその瞬しゆん間かんだった。件くだんのベラが円卓の間に入ってきた。

　しかし、入ってきたベラの方を見て、ぼくは驚おどろいた。

　ベラは昨日に引き続き、スーツにネクタイを締めた仕事モードで……いや、まぁ、それもそれで驚きではあるのだが。

　ぼくがさらに驚いたのは、その後ろからゾロゾロ……

　勇者（山田雫しずく）。

　魔王。

　神殺屋（スズメ）。

　その三体が、まるっきりドラ○エのパーティのような並びで、ゾロゾロ続けて円えん卓たくの間に入ってきたからだ。

「ま、魔王様……!?」

「おシズちゃん……!?」

「？　何だあの鳥は……？　ヤキトリでも食えというのか……!?」

　その、肩かた書がきだけ見ればとんでもない感じになる三体の乱入は、アディ達も聞かされていなかったらしい。驚き、啞あ然ぜんとした表情を浮うかべている。

「さて、ここにこのお三方を招いたのは、他ほかでもねぇ。

『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』、お前らの次の任務が決定したからだ！」

　そんな三体を従え真面目な表情でいってくるベラ。

「「「「次の任務!?」」」」

「ああ。今まで、お前らのおもな任務は〝人類抹まつ殺さつ計画〟の前進……だった。が。まぁ、もう、公おおやけになっちまったように、今、四天王には、人間の山田もいるくらいだし。

　今までは、なんとなく悪ぶって〝憎にくき人間め〟とかいってたけど……オレ達、実は、人類全然嫌きらいじゃねーしなぁ」

　ここでアッサリ衝しよう撃げきの事実を告白してくる魔軍司令官ベラ。

　なんとなく悪ぶって!?

　そんな反はん抗こう期の中学生みたいな理由で今まで人類抹殺計画続けてたの!?　魔族!?

「というか、今、冷静に考えたら、魔王すら、人間僕だしね……魔王軍」

　なんとなく気まずそうにいう、魔王。

　た、確かに！　よく考えたら、どうなってんだ、この魔王軍!?

「て、ていうか、魔王様、部屋から出られるんですか……？」

　そこで不思議そうに聞いたのはアディだ。

「あの部屋で封ふう印いんされるのが、魔王様の非ひ業ごうの運命だったのでは……」

「いや、それが。昨日君達とス○Ⅱやったら元気出て……さっき試ためしに外出てみたら、案外出られたわ。ハハハ」

「「「「ハァ!?」」」」

　幾いくら相手が魔王とはいえ、その告白には『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』全員が目を吊つり上げ声を荒あららげた。とんだ非業の運命だなオイ!?

「と、いうわけでだ。魔王様も、外出できるよーになったワケだし。魔王軍はここで新たな国家計画を開始する」

　そういうとべラは、ねぇ、なんで魔界の魔族全員それ常備してんの？　とツッコム間もなく、フリップを取り出し。

　そこにキュキュッと太字の羽根ペンで文字を書き、こちらに見せる。

　そこには……こんなことが書かれていた。




【魔族の人界進出のための一○○計画。

　其その一。四天王、人界でアイドル活動に挑ちよう戦せんせよ！】




「ハァ!?」

　目を疑うぼく。

「ど、どういうことですか、コレ!?」

　嫌いやな予感がする。嫌な予感がする。

　ぼくはじっとり……と汗あせをにじませながらベラに聞く。

「どうって……見りゃわかんだろ。これからは魔界もグローバルに展開していかなきゃいけない時代だ。そう遠くない未来、魔界は人間界と交流を持つような時代に突とつ入にゆうするハズ」

「そ、それはわかりますけど!?」

　むしろ、一応人間であるぼくとしては、そんな時代来たら嬉しいけど!?

「そこでお前らには、一○○の交流推進計画にチャレンジしてもらう」

「そ、それも、まぁ、わかりますけど。でも、その次が。何がどうなって、四天王をアイドル化させる展開になるんですか!?」

　ぼくは理解できないが、

「だってお前……普ふ通つうに交流開始したって、両種族間の偏へん見けんとかすげぇし。利権とかも絡からんで、最初、絶対モメんだろ？　それをちょっとでも軟なん化かさせる為ため、まずは、魔界発アイドル……『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』を人界に送り込んで、魔族への好感度上げるんだよ」

　何な故ぜか誇ほこらしげに無む謀ぼうな計画を明かすベラ。

「「「「なるほど！！！」」」

　その宣言に、アディ、ユキ、イグナレスは、感かん銘めいを受けたように立ち上がるが……いやいや、なるほどかねぇ!?　絶対無理あると思うけど!?

「これからは、魔王城での勤務の傍かたわら、お前らには、一日数時間、異世界アイドルユニットとして、人間界で活動もしてもらうぞ」

「えぇぇぇぇぇ……!?」

「アディはその身体能力を活いかし、ダンス担当。

　ヴォルフォレカはセクシー路線でお色気担当。

　イグナレスは不思議ちゃんキャラ担当。

　山田は、センターとボーカルとリーダーとＭＣと総そう監かん督とくとツッコミとクレーム処理担当だ」

「「「かしこまりました！」」」

「しかも、ぼくの担当多くねっ!?」

　過労死するって！　やること多すぎて、過労死するって！　だって今日から、毎日魔王とス○Ⅱもやんなきゃいけないんだろ!?

　てか、そもそも……ぼくセンターとか確実に売れないだろ!?　このメンツでぼくがセンターになれるアイドルユニット見たことある!?

　炎えん上じようするって！

　そんなユニット人間界進出しても、絶対笑われて、炎上して、売り上げ的に爆ばく死しして、アッサリ終わりだってば！

「アイドルとしてのアドバイザーには、自じ称しよう、人界史上最高のアイドル、山田雫氏にお願いする予定だ」

「よろしくね、お兄」

　横ピースしながら雫。

「お前Ｅ級アイドルだろ!?」

「魔界と人界の移動には、自在に生物を転送できる特技を活かし、Ｍｒ・スズメ氏にお願いする予定だ」

「いやー、魔王様が自殺撤てつ回かいしたおかげで、失業してしまってのう。ここで再就職させてもらうことにしたわい」

　ぶんっ。オーバーオールの少女姿に変化しながらいってくるスズメ。

「!?　あれ!?　お前がスズメだったの!?　てか……転職の切り替かえ早すぎだろ!?」

「ま、そう難しく考えるな。アイドルが無理なら、声優ユニット、お笑いユニット、魔界出身ライトノベル作家集団、いろいろ売り出し方考えてるからよ」

　と、フォローしてくるベラ。

「いや、あの、ぼく、普通に魔王城で事務仕事とかしたいんですけど!?」

　何……何この展開……!?

　ぼく、何に巻き込まれようとしてんの……!?

　今後こんな無茶な作戦一○○個も挑戦しなきゃなんないの……!?

　ぼくは脱だつ力りよくするが……

「やれやれ、やるしかなさそうね……！」

「盛り上がってきたね。あっちゃん？　いっくん？　やっくん」

「フフン。まったく。お前らといると退たい屈くつしないぜ」

　しかし、ぼくとは裏腹に、アディ、ユキ、イグナレスは既すでに臨戦態勢である。

　えぇぇぇぇ……やる気満々んんん……!?

　この感じ……。

　どうやら、ぼくに拒きよ否ひ権はないらしい。

「あーあ……。まぁいいけどさぁぁ……」

　ぼくの名前は山田。
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　職業は『魔Ｂ公Ｉ四Ｇ天‐王４』。

　勤務先は、主に魔王城、今後は、チョット人界も……？

　ぼくの周囲に振ふり回される四天王ライフは。

　今日も明日あしたも。まだまだ終わりそうにない。

「んじゃ、アイドル、ちょっとやってみるか……」








【ＥＮＤ】











　あとがき







　おつかれさまでした。

　というわけで、『ＢＩＧ‐４』五巻です。

　既に読んでくださった方はご承知かもしれませんが、『ＢＩＧ‐４』がこの巻でいちおうの一段落を迎むかえる、とりあえずの完結巻となります。

　まァ、とはいえ、読者の方は既にご存知かとは思いますが、この『ＢＩＧ‐４』はある種、需じゆ要ようと機会さえあれば永久に書ける（連作短編やから）作品なんで、あくまでとりあえず……ですが。

　とはいえ、一区切りは一区切りなので、ひとまず一度ご挨あい拶さつを。

　まずは、読者の皆みな様さま、ここまでのお付き合い、どうもありがとうございました（深く頭を下げる）。

『ＢＩＧ‐４』シリーズ、ここまで楽しんで頂けたでしょうか……？

　もし楽しんで頂けてたら、作者は嬉うれしさでちょっと泣きます。

　あと、アディ、ユキ、イグナレスも喜ぶと思います。

　え？　山田？

　あー、うん、お前もお前も。

　というか。ここで、ちょっと思いついたんですが、一区切りを迎えたということで、アディ達四天王にご登場いただいて、ちょっとインタビューやってみましょうか。




　大「というわけで、世よ露ろ死し苦く」

　ア「いや、世露死苦はいいけどさ……なんか、随ずい分ぶん周りあったかくない？」

　大「ん？」

　ア「『ＢＩＧ‐４』五巻って、確か三月一九日、『新生徒会の一存』と同じ発売日目指してたハズでしょ？　その割にはなんか周囲の気候が随分温暖じゃ……」

　大「……………………。（ヴンッ！）」

　ユ「あ。どっかに転移して逃にげた!?」

　山「スズメかアイツは……!?」

　イ「オレのコイン占うらないによると……どうやら、今の原げん稿こうとは全く違ちがう、担当Ｋが絶望して昇しよう天てんしかけたくらい方向性間違った幻まぼろしの五巻書いたせいで、結局一から書きなおすハメになり、少し予定を下方修正したようだな」

　ア「何回方向性間違えたら気が済むのよあのゴミ虫はァァ……!?」

　大「まぁ、でも、おかげで、シリーズで一番〝らしい〟……最後の最後で一番脳内の理想に近い、これぞ『ＢＩＧ‐４』！　って作品に出来たと思うんで……勘かん弁べんしてください……（異世界で深く頭を下げる）」

　ア「ったく……。まぁ、でも、纏まとめると。『ＢＩＧ‐４』……楽しかったよね？」

　ユ「うん。段々チームワークも確立できてきて、わたしとやっくんが、ツッコミ。あっちゃんといっくんがボケっていう棲すみ分わけもちゃんとできてきてたし……」

　山「……お前ツッコミ班に入れた覚えないんだけど」

　イ「完全にボケ班の点取り屋だっただろお前……」

　ア「ま……最後の最後にこんな掛かけ合い即そつ興きようでできるぐらい、楽しかったってコトで。じゃ。あとは作者に任せて、私らは一いつ旦たん魔ま界かい帰りましょ」

　イ「うむ。じゃあな、読者の皆々。またいつの日か会おう」

　ユ「いつでもヴォルクエ[image: XXX]サーテイやりに魔界にきてもいいからね」

　山「[image: XXX]サーテイ!?　ヴォルクエそんな出てたの!?」

　ア「……お後がよろしいようで。じゃねー！」




　……ヴンッ！　魔界へと転移する『ＢＩＧ‐４』。

　……ヴンッ。何もない空間の狭はざ間まから、現世に帰き還かんする大だい楽らく絢けん太た。

　……というわけで、以上、突とつ発ぱつ召しよう喚かんインタビューのコーナーでした。

　まぁ連中も申しておりましたが、書いてるうちに段々チームワークも洗練されてきて、書けば書くほど楽しくなるメンツでした。読者の方にもそうであったなら、これに勝まさる喜びはありません。




　さて、後は、最後にぼく以外の『リアルＢＩＧ‐４関係者各位』に謝しや辞じ等を。

　まずは当然、ワダアルコ様。

　最後の最後まで、キャラの心に寄り添そった、しかも、間違いなく全力投球じゃないと描えがき得ない入にゆう魂こんのイラストをつけてくださって……本当にありがとうございました。

　ワダさんのイラストで最後の一ピースがハマって、『ＢＩＧ‐４』は『ＢＩＧ‐４』になれました。こちらの遅ち筆ひつのせいでスケジュール面等、いろいろご迷めい惑わくをおかけしたと思いますが……またいつか、一いつ緒しよに何か作品をつくれたら嬉しいです。

　デザイナーの野中愛さんも、ありがとうございました。毎回『ＢＩＧ‐４』らしい表紙をつくって下さって……新年会で会ったら、またかまってやって下さい！

　あとは……担当Ｋさん。毎回、後ろ数センチ行けば崖がけ……みたいな状じよう況きようでの、ほとんど曲芸のようなスケジューリング＆ぼくの手た綱づな捌さばき、ありがとうございました。

　なんらかのバグで、それらが、なんだかんだ楽しかった思い出として脳内に記き憶おくされてることを切に願います。あと、すいません、大変言いにくいんですが、次回作もよろしくお願いします……また一緒に、泥どろ舟ぶねに乗り込んで、新作という大海に飛び出しましょう。

　次回作……といえば。現在準備中です。

　次は久々に豪ごう速そつ球きゆうをブチ込みたい雰ふん囲い気きがあるので、学園モノ……とかになるかもしれません（まぁあくまで現段階で）。

　秋。もしくは冬……年内……にはお届けできればと。『情熱大楽』という名前のブログを、毎週月曜週一更こう新しんでやっておりますので、最新の動向はそちらでお知らせできるかと。よろしければ。

　ではでは、慌あわただしいですが、これにて。ここまでのお付き合い、本当にありがとうございました。近いうちに、またお会いしましょう！





大だい楽らく　絢けん太た
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５．ぼくの名前は山田。気づいたら四天王が好きになっていました。















大だい楽らく絢けん太た
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